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プ ログラム名 「インターフェイスの人文学」(英訳:InterfaceHumanities)
担 当部局 大 阪大学大 学院 文学研 究科 人 間科 学研 究科 言 語文化研 究科
コミュニケーシ ョンデザイン ・センター(17・18年度)※以下CSCD
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16 110,200,000 110,200,000
17 76,000,000 7,600,000 83,600,000
18 69,700,000 6,970,000 76,670,000



















































私 たちの 《インターフェイスの人 文学》は、 ディシプリンを中心 に編制 され、 文献 主義 に徹 して きた これまでの人文学
のあ りかた を反省 し、 現代 社会 に生 起 して いる諸 問題、 とりわ けさまざまな文化 が接 触 する界面(イ ンターフェイス)に
発 生する対立、 葛藤 、軋 轢、 あるいはコミュニケーションの不全 や断 絶 に適切 に対応 で きる、新 たな研 究 の姿勢 と方
法 を創 出するために企 画 されたものである。
このような諸文化 のインターフェイスと取 り組 むにあた り、本 プログラムはその水平的展 開 と垂 直的展 開をともに視 野
に収 めて きた。す なわち、〈横断 的 な知〉(transboundarystudies)と〈臨床 的 な知〉(clinicalstudies)である。 〈横 断的
な知 〉とは、 これまで 「単一 的」 「均質 的」と思われが ちであ った文化 の生 成 を、 つね に異 なる複 数文化 の接 触 という
次元 でとらえる。つ まり、 とりわけ相互 浸透 や交錯 、衝突や軋 轢 の面 か ら動 態的 に、 かつ国家や 言語 や地域 を横 断す
るかたちで考 える研 究 スタイルである。 これ にたいして 〈臨床 的 な知 〉とは、 そもそも学術 研 究が社 会 もしくは市民 のさ
まざまな活 動とふ れあう場面 で、 人文学 はいったい何 をなしうるのかという問題 意識 に立 って、研究者 と問題発 生の現
場、 専門家 と一般市民 とを架橋 する 〈知〉のあ り方 を模索 するスタイルをいう。
本 プログラムの特徴 は、横 断と臨床 とい う両軸 を設定 し、 しかもそれ らを交差 させて い くところにある。 現在 の人文
学 をこれ らふたつの 〈知〉を核 とするものへ と構 造変換 し、水平 ・垂直それぞれ の方 向で、複数 文化の錯 綜 のなかで発









究 スタイルの事 例である。 こうした事例 の集積 にあたっては、研 究対 象その ものの新たな発見 ・開拓 にとどまらず、研
究の方法 や姿勢 、取 り組みの体 制 じたいを 《インター フェイス》の観点 か ら問いなお さなけれ ばならないとい うプログラ
ム当初 か らの問題意 識が、 強 く働 いている。
モデル研 究 の構 築 にあたっては、《交 錯 する世界》《縫合 され る日本 》《越境 する芸 術 ・文化 》《臨床 と対 話》とい う4つ
のテーマ領域 を設定 し、そこに 「トランスナシ ョナリティ研 究」 「世界 システムと海 域 アジア交 通」 「イメージとしての 〈日
本〉」「言語 の 接触 と混 交 」 「モ ダニズムと中東 欧 の藝 術 ・文化 」 「臨 床 と対話 」という6つの研 究 プロジェクトを組 織
した。以 下、各プ ロジェクトの概要 を述 べ る。
llトランネナ顴 戴 テ糠 究 鬘:・…
このプ ロジェクトは、 これ までの人類学研 究 を背 景 にしなが ら、文化 のインター フェイス という観点 に立 って、 いわゆ
るグローバル化 にともなう人 ・モノ ・情報 の トランスナ ショナルな 「流れ」の様態 の分析 に取 り組む。
こうした 「流 れ」はギャップや不 均等 性、 お よびある場 所 での滞 留をともな う一方、 それ にたいする反 動あ るいは平
行 現 象 として、 ナシ ョナルまたエスノ ・ナシ ョナルな次元 で閉 じようとするモメントを発 現 する。 トランスナ ショナルな次
元に開かず 新 たに勃 興 するナシ ョナ リズム、 「所属 の政 治学」の隆 盛、移 民排 斥やゼ ノフォビアの進 行、 「先住 性」概
念 の強化 、 「民族 紛 争」の深 刻化 などが、そ の具体 的な分析 対象 である。 さらに、特定 の場 と結びつ かない、 「脱領
域 化」されたアイデ ンティティのあり方 につ いても検 討 をお こなう。 ここでは、ディアスポ ラや難民、NGOや ビジネスに
おける トランスナ ショナルなネットワーク形 成などが、 重要 テーマとなる。
フィール ドワークは、人 類学 的研 究の 出発点 であ り回帰点 でもあ る。 しか し今 日では、調 査研 究の対 象 を個別 の閉
じられ た空 間に限定することは、対 象の実 態 に即 してい ない ばか りか、現 実の認 識 と理解 をむ しろ阻害 する。 求め ら
れているの は、 個別 の空聞 に確 実 な足場 を置 きつ つも、 より広 い空 間、 お よび時 間に視 点 を拡 大 してい くことである。
その点 で、 トランスナショナリティ研 究は、 「トランスナシ ョナリティ」という概念 が 引 き起 こすイマジネーシ ョンや 問題
意 識、 さらにその概 念 が現実 の見 え方に与 える影 響 を重視 しなが ら、多様 な問題 を系 統化 することをめざ している。
この研 究プ ロジェクトは、 海域 ルー トに よる北東 アジアと東 南 アジア、 さらには 陸路 によって連結 され た内陸 アジア
をも含 めた、 大規 模 な人やモノの移 動 とそ の社 会 的意味 を史 料研 究 とフィールド調査 の両 面か ら実 証 し、西 洋中心 的
なグローバルヒス トリーの記述 モデルの再検 討をおこなうものである。 そのめざすところは、 「日本史」 「ヨーロッパ史 」
「中国 史」という伝 統 的な学 問区分 を越 える、 広域 的な システム ・ネットワー クを主たる研 究対 象 としてとりあげ、 か
つ対象 地域 のフィー ル ドと結びつ いた研究 を展 開し、歴史学 の視野 と方 法 を革 新 しようとすることにある。
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この研 究 プロジェクトでは、 中東 欧 を背 景にした芸術 の作 り手たちの越境 的移 動やネットワーク形 成の実 態 にとどま
らず 受 け手 にあた る研 究者 ・批評 家 ・興 行主 ・キュレー ターなどによる文化 的媒介 の意 味 を分析 しなが ら、20世紀
芸術 の射程 を再検 討 する。 そのね らいは、 中東 欧を含めた ヨーロッパ ならび に近 隣地域 の近代 諸芸術 を、 国境 を取 り
払って、 より包 括 的 ・動態 的に捉 えること、 ナショナリズムに大 きく支 配されて きた、諸 芸術 をめぐるナ ラティヴあるい
はパラダイムを見直 し、書 き換 えることにある。
中東 欧 地域 のモダニズム芸術 とその担 い手たちの役 割を、越 境 的現象 として、 包括 的 に検 討す る作 業は、 ひとつ に
は近代 芸術 学 が、 もともと国民 国家 の形成 と密 接 に結 びついていた こと、 さらには第二次 世界大 戦後 の東西 冷 戦 に
よって、モダニズム芸 術の生 成状 況の トー タルな研 究が封 印 されてきたことで、大 きく阻害 された。冷 戦構 造 の崩壊 後
ようや く、中東 欧地 域 の研 究者 も国外 との コミュニケーションを求 めはじめ、本 格 的 な共 同研 究が 可能 にな りつつ あ
る。内外 のこうした動 向 を見据 えなが ら、 この研 究プロジェクトは、 現地 での調査 と研 究情 報の交 換 、 さらには国際
的な研 究 ネットワー ク形成の うえに、越境 的 な芸術 ・文化研 究 を展 開す る。
この研 究 プロジェクトは、い わゆる専 門家 と一般 市民、 マ ジョリティとマイノリティ、 ジェンダー 間、 世代 間など、異
なるコミュニケー ション文化圏 に属 する集 団が インタラクティヴに理解 しあい、議 論す る新 たなコミュニケーシ ョンの形
態 を模索 するために、哲 学 ・倫 理学(臨 床哲 学)、社 会学 、社 会心 理学 、 医学、 美学 、 デザイン史、科 学技 術 社会
論 などの分 野 を交差 させつ つ、入文学 研究 者を結節点 としたコミュニケーション回路 の設 計をおこなう。
これ らを通 じて、 すで にローカルに動 き出 しているコミュニケーションに別 のそ れを接 続 させ、 そ うした複 数 のコミュ
ニケーションか らひとつに紡 ぎだ される創発 的 コミュニケーションを く対話〉と呼 び、 そ うした 〈対話 〉その もの を相互 に
結び合 わせる 〈対 話インターフェイス〉を構想 する。 それ は、数多あ る 「臨床 ○○ 学」と並ぶ もうひとつ の新 しい研 究分
野なのではな く、異 なるコミュニケーション文化 圏に属する人び とのあいだ に 〈公共 的な対話 〉を生 みだし、 そ れを公共
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本研 究 プログラムにおける臨床 的 な研 究軸(と くに 「臨 床 と対 話」テーマ領域)を 制度 的に展 開するために、大 阪大
学 は2005(平成17)年、 「大阪 大学 コミュニケーションデザイン ・センター」(CenterfbrtheStudyofCommunication-
Design、略称CSCD)を設 置した。
CSCDは、 人文学 の立場 か ら、大 阪大 学 における文系 の研 究 のみな らず 理 系の研 究 のための基 礎 教養 と(非専 門
家であ る一般市 民 との)コミュニケーションの トレーニ ングを担 う全 学 的機 関として位置 づ けられ、 すで に 「科 学技 術 コ
ミュニケーションの理論 と実践 」 「臨床 コミュニケーション入 門」 「減 災コミュニケーション論 」 「ディスコミュニケーショ
ン論」 「パ フォーミング ・アーツの世界」 「アー ト・プ ロジェクト入 門」 「文理融 合創 造 ゼミナール」などの大 学院 全学 共
通講 義 などを開いて いる。 また、科 学技 術 ・福 祉 ・減 災 ・アー トなどをめ ぐる一般 市民 との協 働プ ログラムも複 数 開設
してい る。
研究の概要 015
本研 究 プログラムにお ける横 断的 な研 究軸(とくに 「交 錯する世 界」テーマ領域)を制 度的 に展 開す るため に、 大阪
大学 は2007(平成19)年4月に、 「大 阪大 学グ ローバ ルコラボ レーションセンター」(略称GLOCOL)を開設す る。 国際
協 力 と共 生社会 のための研 究 ・教 育 ・実践 をおこなうため に新 設 され るこのセ ンター は、 大 阪大学 と大 阪外 国語 大学
との統 合 による組織 再編 の一 環 として発足す るものであるが、 実質 的には、本 研 究プ ログラム内の 「トランスナシ ョナ
リティ」研 究プ ロジェクトが進 めて きた拠 点形 成事業 に沿 って設 置され るものである。
本 センター設 置と同時 に、 同 じく「トランスナ ショナリティ」的 実践 に取 り組 んで きた国 立民 族 学博 物館 と国際協 力
機 構(IICA)との研 究 ・教 育連携 を強化 することになっている。IICAと大阪大 学 の連 携協 力協定 は2007年2月に締 結
された。
文学研究科および人問科学研究科における新専攻の設概




















インターフェイスの人文学》の研 究組 織 、お よびその活動 に基づ いて設置、 あるいは設置 予定のセ ンターお よび新専







研 究 メンバ ー 一 覧(平 成16-18年度分)
特 任研 究員等 の在 任期 間につ いては、平 成16-18年度のみを記載。
参 照のこと。



























































文学 研究 科特 任研 究員(16年度)
人 聞科学 研究科 リサ ーチ ・アシスタント(16年度)
日本学 術振 興会特 別研 究員(21世紀COE)(17-18年度)
人 間科 学研 究科 特任 研究員
文学研 究 科特任 研究 員
文学研 究科 特任 研究 員
文学研 究 科特任 研究 員(16年度)
人 間科 学研 究科 特任 研究 員
入 間科 学研 究科 特任 研究 員(16-17年度)
日本学 術振 興会特 別研 究員(21世紀COE)(16年度)/文 学研 究科 特任研 究員(17-18年度)
文学研 究科 特任研 究 員
文学研 究科 特任 研究 員
文学研 究科 特任 研究 員(16-17年度)
人 間科 学研 究科 リサーチ ・アシスタント(～16年9月)
人 間科 学研 究科 特任 研究員(16年10月～17年6月15日)
文学研 究科 特任 研究 員(16年度)
文学研 究科 リサーチ ・アシスタント(16-17年度)
人 間科 学研 究科 リサーチ ・アシスタント(17年5月～)
言 語文化 研 究科 リサ ーチ ・アシス タント(17年5月～18年3月)


































田 沼 幸 子
加 藤 敦 典
上田達
人 間科学 研究科 特任 研究 員(16年度)
人 間科学 研究科 特 任研究 員
人 間科学 研究科 リサ ーチ ・アシスタント(16年度)
日本学 術振 興会特 別研 究員(21世紀COE)(17-18年度)






















































人 間科 学研 究科助 手(17年6月16日～)社 会学
1学外研 究 協力者
伊藤 公雄 京都大学 大学 院文学 研究 科教授
伊藤 遊 京都 国際マ ンガミュージアム ・国 際マンガ研究 センター研究 員
表 智之 京都 国際マンガミュージアム ・国際 マンガ研究 センター研 究 員
IessicaSugimotoBauwens
京都 精華大学 マンガ学部マ ンガプロデュース学 科助教 授
古川岳志 大 阪大学 ・関西大学 非 常勤講 師
[COE研究 員/リ サーチ ・アシスタント他
表 智之 文学 研究科 特 任研究 員(16年度)
IessicaBauwens人間科 学研 究科特 任研 究員(16-17年度)
汐




人間科学 研究科 リサ ーチ ・アシスタント(～16年9月)
人 間科 学研 究科 特任 研究 員(16年10月～17年6月15日)
文学 研究科 リサーチ ・アシスタント(16-17年度)







































































lCOE研究 員/リ サ ーチ ・アシスタント
李 吉鎔 文学研 究科 リサーチ ・アシスタント(16年度)/文 学 研究 科特 任研究 員(17年度)
松 本敬子 言 語文化研 究科 リサーチ ・アシスタント(16年度)
研究メンバー一覧 023










































































































































文 学研 究科教 授
CSCD助教授
文学研 究科教 授













「インターフェイスの人文 学」研 究報告 書2004-2006総目次
■第:埀:巻:5ゾ岐路藾盤う夫文勢 ・








組 織の インターフェイス 企業 における技術 者
技 術の インターフェイス 人間 一人工物 一世界
書 かれた行為 と思想:学 問のインターフェイス アルキダマス弁論術 か らの考察
「異界」とのつきあい方 アデーレとアル トゥール












知 の存在 論 から
曖 昧さの新 たな倫理ヘ インター フェイス論 によせ て
哲 学的説 明 規 定 と限定
アイデ ンティティ ・ポ リティクスとコミュニケーション 哲学 は何 をするのか?
隠蔽 し誘惑するインターフェイス











035ユ ー トピア小 説 と民 族 誌 人 類学 における抵抗 論 と反=抵 抗 論を越 えて
055隴 を得てまた蜀 まで も得 てみた ら 多 史料 時代 のベ トナム史研究 展望






085シ ャガールの作 品はなぜ 「あんなこと」になったのか?
芸 術創 造の源へ のアプローチ
105人 々をつ くりあげるとは どういうことか





127社 会心 理学 における 〈臨 床性 〉と 〈インター フェイス〉
アクション ・リサ ーチにおける 〈インターフェイス〉の設 えをめ ぐって
151活 動 中の民主主 義のため に 文化人類 学か らの問 いか け














若手 研究 集合 における討議 空 間デザイン
第1章 〈インターフェイスの人文学〉と討 議空 間デザイン論
第2章 若手 研究 集合 における 「場 づ くり」と 「ツール」の意味
プ ロセスの価 値の 自立にむけ て
第3章 若手研 究 集合の 活動の経 緯
第4章 討 議空 間デザインの ツールとメソッドDSマ ップの使 い方と考え方
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はじめに トランスナショナリティ研究の射程 小泉潤二、栗本英世
1第1部 トランスナシ ョナリティ研 究の展 開
049複 数の グローバル化 代 替 的な(ネイティブに代 わる)トランスナシ ョナルな過 程と行為者 たち
グス タボ ・リンス ・ヒベイロ
(久保 明教訳)
109グ ローバ ル化 を問い直 す ドミニカ共和 国 にお けるジェンダーと輸 出加工労働 ヘ レン・サファ
(田沼 幸子 訳)
123ト ランスナショナ リズム研 究の課題 人類 学 の観点 か ら 上杉富之
145歴 史、 アイデ ンティティ、記憶 の巻 きついたカ ヴァレンタイン ・ダニエ ル
(松川恭 子、 田口陽子訳)









ローカリティを超 えて 事例 研究
マグレブ系移民 とフランス 〈ローカリティ〉のかたち
モンゴル ・ウランバ ー トル市におけるトランスナショナルな場 の生 成
「アニヤラ」か ら 「カクテル ・パ ーティー」ヘ
ー 海外 に登場す るインドの儀礼 パ フォーマンス
マレーシアにお ける徳教(dejiao)の展 開 華人新興 宗教の一形 態
周 辺世界 における農民 と廃 品 回収 業
東 インドネシア、西 ティモールの事 例
おわ りに















躍 動 す る 周 縁 と開 か れ た 中 心 一 イ ンター フェ イス の 場 として の 海 域 ア ジ ア
































イメージとしてのく日本 〉 論 文編
サ ブ ・カルチャーの異質性 とクール ・ジャパ ンの実 態 前 田雅司
『あの旗 を撃 て』(1944)と『桃 太郎 ・海の神 兵』(1945)に映 し出 されるイメージとしての 〈日本 〉
池 田淑子
俳句 が海外 に与えた影響 日本語 残留孤 児 としての台湾 日本語 俳句 染川清 美
芸 術社会 学 ・試 論 新 世界 の 「創 造の現場 」から 吉澤 弥生
「ハ イブ リッド ・オリエ ンタリズム」
「テクノ(ロジー)ミュージック」と 「ジャパ ニメーション」を事 例 に 太 田健二
「ご主 人様」のいない場所 男装 コスプレ喫 茶 をめ ぐるジェンダー論 的考察 東 園子
「ゴシック ・ロリィタ」コミュニティにおけるセルフ ・アイデ ンティティ 水 野 麗






イメージとしての 〈ポピュラー ・カルチ ャー研 究〉











「イメージとしての 〈日本〉」報 告書総 目次2002-2007
執 筆者 ・研 究協力 者一覧
「イメージとしての く日本〉」研究 プロジェクトメンバ ー
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境 界 をこえて 移動 する藝 術 ・文化
中 ・東 欧民 俗音 楽研 究のための序説
マチス ・テウチ ・ヤーノシュと中欧 のアヴァンギャル ド
ブラッショー 、 ブダペスト、 ベルリン、ブカレスト
戦問期東 欧の民俗 学 と柳 田学

















流 動 化 に あ らが う モ ダニ ズ ム との せ め ぎ あ い
国 民 文 学 史 の は ざ ま 〈プ ラハ の ドイッ語 文 学 〉研 究 史 を め ぐって
話 し言 葉 の 「音 楽 的 側 面 」の 記 述 法 を求 め て


















た え ざ る脱 領 域 化 アイデ ンテ ィテ ィの 書 き換 え
青 い鳥 を探 して 中 東 欧 の現 代 美 術
















































インターフェイスの諸相 一 科 学 ・芸術 ・ケァ
総 括報 告COE授 業 「科学 技術 と倫 理」
サイエ ンス ・ショップ 人文学 、そ して大学 にとっての意義 と可能性
一 連の 「芸術 と福祉 」国際 会議 の概 要











研究 メンバ ー一 覧
1第II部 デー タリス ト
「インターフェイスの人文学」研 究報告 書2004-2006総目次
その他 の報告 書 総 目次
「インターフェイスの人文学」ニューズ レター04-07総目次
シンポジウム ・ワー クショップ ・セミナ ー ・研 究会一 覧
COE科目
新 聞 ・テ レビ等 の報道 、出演 他
個 人業績一 覧
6眺






















009イ ンター フェイスの人文学 大 阪大学 フォー ラム 「日本、
宮原秀 夫
サ カエ ・ムラカミ=ジルー


















062死 の習俗 その伝 統と現在 中村 生雄
075日 本 神話 および神 道における死 フランソワ ・マセ
087帝 王の墓と記 念施 設 フランスと日本 江 川 温








142日 本古典演劇の女性 サ カエ ・ムラ カミ=ジ ル ー
○近代日本演劇とその分身一80年 代における日本前衛演劇の再生と変容
152如 月小春の80年代都市的演劇
166台 湾における 「舞踏」 秦かのこの台湾
永田靖
林于竝
○ 近代 日本マ ンガの言 語 と身体
176近 代 日本 マンガの言 語













ア ン トナ ン ・ベ シュ レー ル
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若手研究集合
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発行 日2006年3月24日
編集 〈若手研 究集合〉報告 書編集 委員会



















序論 共 同研 究 プロジェクト「〈人 文学の討議 空 間〉の創造 とデザイン」における本 報告書 の位 置
森 宣雄
遠 き眺めを見つめる ナ ショナリズムの 「臨床 的」研究 のためのおぼえが き 上 田 達





民主主 義の民族 誌 と民族 誌の民主化 人 文学 における臨床 的 アプ ローチのために
加藤 敦典
言語調査 を内観する 調査者 の思いとフィール ドの声 李 吉鎔
学 知の還元 一 調査 報 告 を通 して学 ぶ こと 高 阪香 津美
1970年代 以降 の科 学社 会学 の展 開 「横 断性 」の観点か ら 家高 洋
社 会心 理学 の 「歴史」と〈横 断性 〉 人文学のインターフェイスの 「道具」として 一 加藤 謙介
隠された歴 史 との対話 実 証主 義の 限界 につ いての方法論 的考察 森 宣雄






































ディシ プ リ ンとい う場:「 非 一場 」を生 きる研 究 対 象 と、 そ れへ の ア プ ロ ー チ方 法 樋 上 千 寿
2005年度 個 別 論 文 検 討研 究 会 概 要
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発行 日2006年2月27日
責 任編集 小 泉潤二 、栗本 英世
編 集事務 加藤 敦 典、上 田 達























第2章 外 国人労働 者が 変 える日本文化 ベ フ ・ハルミ
第3章 クレオールの時代 クレオール化(Creolization)とクレオール性(Cr601it6)についての覚 え書 き
デイヴィッド・ブ レイク ・ウイリス
(加藤 敦典訳)
第4章 越 境する家族 一 在豪 ベ トナム系 住民 と在 日ベ トナム系住 民 の比較研 究 川上郁雄






第8章 日本のホームレスの事情とそれに関する行政対策 地域別 ・国際的な比較研究
トム・ギル













分科 会 「ポス ト・ユー トピアの民 族誌 」
ポス ト・ユー トピアについて
小 さな、 大 きな物 語 キューバ の調 査報 告の ため の試 論
ユー トピアの忘 れ得 なさ あ る老人の独 立インドをめ ぐる記 憶/想 起 か ら





















































シンポジウム 「フィー ル ドか らのアプローチ」
は じめに 複 数の 『ポス ト』、複 数の 『ユ ートピア』 田沼 幸子
地 に呪 われ たものは立ち上が ったのか マルティニクの煩 悶 石塚 道子
遠 き眺 め マレーシア ・ナ ショナ リズムの語 り方 上 田 達
革命的 なプランの跡で、希望 なき民主 主義へ?ベ トナムにお ける村落民主 のゆくえ
加 藤敦 典
新 しい社 会的 リアリティをつ くる 一 フランスにお ける相 互扶 助ア ソシアシオンの事例
中川 理
いまそこにあるユー トピア ある労 働者 地下組織 と 『民主化』前 後の韓 国 太 田心平
映画 「Intervista』と人類学 大杉 高司
コメント 冨 山一 郎
塗 り込 められた証 臆 ニカラグア壁 画運 動の周辺 か ら 佐々木 祐
YUMAハ バナで望む、 ここではない どこか、私ではない誰か 田沼 幸子
贈 与 と商 品、 反復 と差異 春 日直樹
"vivreauparadis"移動、 イスラーム 『回帰』、 フランス市民 社会 植村 清加
同床 異夢 共産党根 拠地延 安(1937年)の賀子珍、 アグネス ・スメドレー、呉広恵 佐々木一惠
教 育に託 した開発/発 展 への夢 一 内戦 、離散 とパ リ人 栗本 英世
コメント 松 田素 二
コラム
母 たちの出稼 ぎ一 社 会主 義 と 『ヨーロッパ』と男 と女 松 前 もゆる
『希望の首都』であ りつづ けるために

















発行 日(印 刷 中)
責任 編集 木 前利秋
編集 事務 亀 山俊 朗 ・高桜 善信














1第1部 グ ローバル 時代 の人権 とシティズ ンシップ





第3章 多文化 的シティズンシップの理論W.キ ムリッカの構想 をめ ぐって
第4章 グローバ ル化 の中の経済 的 シテイズンシップ




[第3部 シティズ ンシップ論か らの展 開
第6章 ベーシック ・インカムの政 策的意 義 と課 題
財源 ・インセ ンティブ ・フリーライダー ・社 会参加 問題の検 討 を中心 に
第7章 人 間の安 全保 障 と社 会の再想 像
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世界システムと海域アシア交通
騰繍 鑼1繖 鎌顯 麟 韆 罅騨ン魂・鍵懸 鸚紳 騨 罫靉1濕鑿鑢詳轟 躍
2005年2月28日発行 日
責任編 集 桃 木 至朗
編集 佐 藤貴保
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発 行 日2006年2月28日
責任 編 集 桃 木至 朗
編集 佐 藤貴保
発 行 大 阪大 学21世紀COEプ ログラム 「インター フェイスの人文学」
4巻 頭言 桃木至朗




責任 編集 秋 田 茂
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発 行 月2005年10月
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発 行 月2007年1月
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責任 編集 伊 藤公雄
編 集 太 田健 二、吉 澤弥生、 山中千恵、IessicaBauwens、伊藤 遊









はじめに 伊 藤公 雄
海 外 にお ける日本 のポ ピュラーカルチ ャー受 容 と日本 研究 の現 在
グローバ リゼーションの中の 日本 のポピュラーカルチャー
クラブミュージックか ら見 たグローバ リゼーション アシッド ・ジャズ を事例 に
太 田健 二
IapaneseComicsandGlobalizationジ ェシカ ・バ ウエ ンス
バ ックパ ッカーのカルチュラル ・スタディー ズへ 向けて バックパ ッカー研 究の現状 と課題
藤 田智博














II海 外 における日本文化研 究の現 在 一 調査 報告
45調 査概 要
53ア ジアにお ける日本研 究の現 在
屋葺 素子、藤 田嘉 代子、 山中千恵 、
朴 ヤンスン、 岡田 トリシヤ ・サ ラザル
91ヨ ーロッパにおける日本研 究の現在
東 園子、唐澤 佑子、杉 本悦子、
ジェシカ ・バ ウエ ンス、 レナ ト・リヴェラ
105北 米 にお ける日本研 究の現 在
前 田雅 司、稲見 直子、ス ミス ・ジ ョシュ
119中 南 米にお ける日本研 究の現 在 太 田健二
127オ セアニアにおける日本研 究の現在 藤 田智博、 伊藤 遊、 山中千恵
1第2部 「イメージとしての 〈日本〉若手研 究者 交流 ワー クショップ2005」より
1論 文編
141バ イナリズムの狭 間で:消 化 され ゆく「日本同性 愛文化」表 象へ の一 考察
菅沼 勝彦
1511apaneseanimebecomingmainstreamintheWest...orisit～レナ ト・リヴェラ
157「 反 戦」に写 る自己像 「きけわだつみの こえ」の読みの変容 と戦後 のナ ショナリティー
福 間良明
213「 他 者」表 象の可能性 と限界 『日本人的一少 女』を読む 梁 仁 實
231津 田左右 吉が 想像 した共同体 一 邪馬台 国 ・ヤ マト ・日本 一瀬 陽子
II座 談会 ポ ピュラーカルチ ャー研究 とこれか らの大学 伊藤 公雄、 吉村 和真 、金 水 敏、川村 邦光
(司会 表 智之)
1第3部 資料編
267海 外 日本研 究 機関一覧
323イ メ日活動彙 報
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2005年3月1日
津 田 葵 、 真 田信 治
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発 行 日2005年3月1日
責任 編 集 津 田 葵 、真 田信治
























責任 編集 津 田 葵、真 田信 治





































































津 田 葵、真 田信 治
2006年3月1日
大 阪大 学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」
5 まえがき 津田葵









































91サ ハ リンの日本語 談話 集
93談 話1朝 鮮 人による日本語 談話(そ の1)































付 属CD-ROM:ブラジル日系人の談話 音声 資料2005
発 行 日2007年1月17日
責 任編集 工 藤翼 由美








2.ブラジル日系 人(沖縄系)言 語調査 について
3.デー タの公 開にあたって





































序 一 越 境 す る芸 術 へ の 問 いか け
VincentvanGoghinSearchfbraPlaceintheArtworld
VanGogh仭15Erzfθ加rよEarlyChaptersintheGIobalizationofConceptualArt
越 境 と摩 擦
一 ロバ ー ト ・ラウ シェ ンバ ー グの 《モ ノグ ラム》 とス トック ホル ム近 代 美 術 館
HansLudwigCohnIaf驚1915-1984二FromtheB澀協gtotheE傭cαofDeStill
中 央 ヨー ロ ッパ とモ ダ ニズ ム につ い て の対 論 ハ ン ガ リー を 中心 として






























1医 療 紛 争解 決 にお けるMediationの可能 性
2Mediation(調停)ト レーニングを体 験 する
3被 害者 と加害 者に とっての語ることと聞かれ ることの意味
対 話 の前提 としての被害者 理解 、加 害者理 解
4地 域か らのADRの発信
資料:ペ パ ダイン大 学 とストラウス紛 争解 決研 究所
中 岡 成 文
稲 葉 一 人
稲 葉 一 人 、PeterRobinson&IimStott
稲 葉 一 人 、PeterRobinson8dimStott
藤岡淳子




媾姻 攤 瞬 毒麟 粥 癬 鼕糶犧;鑞竇 讌 一 鬣 　 ・。 瀛
2006年2月28日
稲 葉一人、 和田直 人、家 高 洋


























稲 葉一人、 和田直 人
056 鍛驚縛a艶封u撚禰 幽錦 塗羅意登羶o讖2§鱗 ・2(}〔総
艮簪璞購 藝≒難靆蠶毒戀勲 贐 蓑鼕蓬覊繰ζ嚢覊 韆 難飜 嚢覊嚢鱗 耄纛蘗鬟彝蕘羲驪 妻嚢譱1耋靉蠱鑄爨繋箋耄il蕘萋鬟i嚢嚢i嚢i鬟蠶i蓑籌羹簔i鬟無il蕘li嚢萋鋒讐萋饕嚢嚢毳i
発行 日2007年3月31日
編集 稲葉 一人、家 高 洋













































































神戸 一中越被 災地 交流実行 委員会
(日本 災害救 援ボランティアネットワーク、 震災が つな ぐ全 国ネットワー ク、 中越 復興 市民会 議、

















45長 岡市 ・小千 谷市グループでの議論














































「研 究集合」宣言 あるいは知のター ミナルの創 造のため に 冨 山一郎
特 集 モノの人文学 藤 田治彦
聞 き手 三谷研 爾
「医師 と聴診 器」 山中浩司
「音楽 を読 み解 くためのピァノ」 筒井 はる香
「空 き瓶 と町」 森 田良成
「緑黒釉 掛 分皿 猪 谷 聡
「モノ ・ツクモ、 カガミ ・ココロ」 荒 木 浩
Inter`ace人とネットワーク
流動 性 と閉鎖性 の ダイナミズム トランスナシ ョナリティ研 究
音楽 はなにを描 くか ステラ ・ジブコバ
社会 にひらかれた対話 の知 屋 良朝彦
ih.Topics
EventReport2004平成16年度 壊徳 堂春季 講座 〈107回〉「生のか たち 死のか たち」
フィー ルドのざわめき
シルクロード出土 文献 の現 物調査 佐 藤貴保
人文学のフロンティア
"実験"美 術史学?シ ャガール 的源泉を求めて 樋上 千寿 .
編 集後 記
4


















譲6砧 奪 覇;麟麺溌 癒羨・＼・ヅ
対談 ・不安 をかた どる 春 日 匠×中岡成文
不安 と非知 家 高 洋




ジェンダーの視 点か ら問題知 を共有 する ジェシカ ・バ ウエンス
他 者理 解へ 繋が ることば 松 本敬子
ih.Topics





マンガと差 別の悩 ましい関係 表 智之
フィー ルドのざわめき
フィールドからの 「声」
高齢 者施 設で の動物 ・ロボットを介 したケアの事 例 より 加 藤謙 介
人文学のフロンテイア






























何 を 「横 断」し、 どう 「臨床」するべ きか
インターフェイスとメディアの デザイン
出来事 のデザイン
コミュニケーシ ョン支 援技術 について
「イメ日」ワークショップの実験 報 告 ディスカッション ・ペーパー、
『海域 アジア史研究 入 門』にむけて
オタクとコミュニケーシ ョン
ih.Topics
イベ ント・刊 行物情 報
Interface人とネットワー ク
「共 生」とい う器 に何 を盛 るのか 言 語 の接 触 と混 交
媒 体/霊 媒 としての歴史記 述
エキゾチックで も、ユー トピアで もな く
現代を測る












































座談 会 知の プロセスは共有 されるか
鷲 田清 一 ×森 宣雄 ×蓮 田隆志 ×久保 田美生 ×加 藤謙介
司会 三谷研 爾
マ ッピングが可 能に した人文 学のインターフェイス
哲学 における 〈接 続詞〉
コミュニケーシ ョンツールとしての ディスカッション
ペーパ ーと討 議支 援マ ップ
『討議 支援マ ップ』と他 の手法 との違いについて





「二つの文化 」と科 学史の役 割
人文学のフロンティア
歴史学 の刷新 または全体 を見るとい うこと
人文学のフロンテイア















マルク ・ブ ロック大 学 パ レ ・ユニヴェルシテール、119ホー ル(フランス、 ストラスブール)
主催:大 阪大学 大阪 大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」









〈日本:死 の 文 化 の伝 統 と現 在 〉
くLesm㏄ursdelamort,traditionetactualit6>,
、IkuoNakamura(Histoiredelapens6ejaponaise,profbsseural'Universit6d'Osaka)





シンポジウム ・ワー クショップ ・セ ミナー ・研究 会 一 覧 063
《〈Letombeauroyaletimp6rialenFranceetauIapon》,
AtsushiEgawa(Histoireoccidentale,profヒsseur訌rUniversit6d'Osaka)
「君 主 の 墓 一 日本 とフ ラ ンス 」 江 川 温
<(La"guerre"etla"mort"danslaculturepopulaired'aprさs-guerreauIapon>〉,
KimioIto(Sociologieculturelle,profをsseural'Universit6d'Osaka)






「中世 日本 の 二重 の顔 」荒 木 浩
〈(LeIaponalafindel'6poqued'EdovuparunFran?ais>〉,
TakaoKashiwagi(Litt6raturef±angaise,prof6sseural'Universit6d'Osaka)
「フ ランス 人 が 見 た 幕 末 日本 」柏 木 隆 雄
























樋鱇鞴 靉難靉覊韓 羅嚢靉巒 覊i覊爨靉靉蓑轟i靆轗1鑓lil欝轟i轟illll蟻鑼覇 韓1雛1議i薫講轟li蓋1磯
2004年12月20-21日
大 阪大学 中之島 センター
主催1大 阪大 学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人 文学」
共催:大 阪大 学研 究推 進室 文系WG(第4セ ッシ ョン)
13:00一 正3:30















シンポジウム ・ワークショップ ・セミナー ・研 究 会一 覧 065
谷本 裕(NDIビルマネジメント株 式会社 、ザ ・フェニックスホール、
企画 ・事 業担 当)
19:00-21:00懇親会
匪 匪 皿 ■ ■ ■ ∴…1::1.、..…li寧灣 ↓.凝 憲:∴皆1靉li癈纔 ∫1…漏 ・1:・;::;1;乳、 ・.、＼,1∵
10=00d2:30第3セ ッション 「学知 のかたち、組 織 のかたち」
コーディネーター 鷲田清 一 ・金 水 敏(大 阪大 学大学 院文学 研究 科教授)
発 表者COE「 若手 研 究会」メンバー














1椢驚シ凄 ジウム昧 阪蝉i21㈱…⑳ 鰤 轡 麟 馨 靆 撫 韈 勲犠 幸饗覊 磁 蔦
2006年10月15日
大阪大学中之島センター












「社会 的アイデ ンティティと母語 について」































臨床 と対 話 医療事 故 と対話
講演 と対談 「医療 危機 と紛 争解 決」
提題1)「 アメリカにお ける医療危 機 と紛 争解 決」
エリック ・フェルドマン(ペンシルベニア大学LawSchoolPro角ssor)
提 題2)「 医療ADR(裁判 外紛 争解 決)の 可 能性?Mediationコァモデル」
和 田仁 孝(早 稲 田大学 法務 研究 科教授)
司会 中西淑 美(大 阪大 学 コミュニケーションデザイン ・センター特任 講師)
18:00-19:30第6セ ッション(9F交流サロン)
モ ダニズム と中東 欧の 藝術 ・文化 クレズマ ー音楽 レクチャー&コ ンサ ート







伊東信 宏(大 阪大 学文学 研究科 助教 授 音楽 学)
樋 上千寿(大 阪大学 文学研 究科 特任研 究員 〈COE>美術史)








鷲田清 一(拠 点 リー ダー/大 阪大学 理事 ・副学長)
「哲 学の臨床 」
第2回 2004年ll月25日18:30一
栗本 英世(事 業推 進担 当者/人 間科 学研 究科)
「〈聴 く〉こと、対 話の可能性 と困難性 人類学 の臨床」
第3回 2005年1月13日18:00一
桃木至 朗(事 業推 進担 当者/文 学 研究科)
「ある 『自虐史観 』と歴 史学の実 践」
第4回 2005年2月10日18;30一
三谷研 爾(文学 研究 科)


































全体討 論 「インターフェイスの人 文学」の方法 論 について
第10回 2005年ll月24日18:00一
池田光穂(事 業推 進担 当者/コ ミュニケーションデザイン ・セ ンター)
m亡 しいか ら後にして1』あるいは我 々は如何 にして暇 人(scholar)から時 間と金銭 に呪縛 され た
る知識奴 隷(intellectualslave)/研究鬼畜("intelli-agent")へと堕 落 したのか?またはその解放
のための奥義 を尋 ね生活 実践 を通 して如何 なるように自己 を改造すべ きか?」
第1回 2005年10月18日14:00-15:30
研 究会 の方針 をめ ぐる打 ち合 わせ
鷲田清一
「モ デル開発 の必要性 について」
第2回 2005年11月14日16:30-18:30
檜 垣立哉(人 間科学研 究 科)
「ドゥルーズ以降 の問題系(「哲 学」の 「外部」)」
第3回 2005年12月19日16:30-18:30
舟場 保 之(文学 研究 科)
「哲学 は何 をするのか?PP」
第4回 2006年1月14日14=00-18:00
直江清 隆(東 北大学 大学 院文学 研究科)
「生 を規 定する技 術 とそのインターフェイス;イ ンターフェイスの強制力」
田申朋 弘(熊 本大学 文学部)
「企 業 における利 益 追求 と社 会的責任 組 織の インター フェイス」
第5回 2006年1月15日13=00-17:00
納富信留(慶 應 大学文学 部)
「書 き留め られた行為 と真 理 学問 のインターフェイス」
第6回 2006年3月22日16=00-1&30
鷲田清 一
「人文学の インターフェイス とは 一 横断 的な知 と臨床 的な知」
第7回 2006年5月29日16:30-19:30
須藤訓 任(文 学研 究科)
「『異界』とのつ きあい方 一 アデーレとアル トゥー ル」




上野修(文 学 研 究科).
「隠蔽するインターフェイス」
第9回 2006年7月31日16:30-19:30
紀平知樹(文 学 研究 科)
「ソー シャルァントルプ レナー としての人文学」
入 江幸男(文 学研 究科)
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研 究会の運営 ・進行の決 定




自 己紹 介 研 究
"I
apananditsCulture=AFigurativeHypothesis"





























田沼幸子 「話 せない ことを語 ること クエ ン ト(cuento)から見 る 現 代 キ ューバ 」
第5回 2004年6月24日 自己紹介研 究
ジェシか バウヴェンス 「ヤオイとスラッシュ」







第7回 2004年7月22日 自己 紹介研 究
ピヤダー ・ションラオーン"RelationsbetweenAyutthayaandRyukyu"
蓮 田隆志 「文理侯 陳 靖をめぐる諸問題:17世紀 越 日貿 易史上の 一人物」
第8回 2004年7月29日 人文学 カフェ
開発 室委員 ・メディアスタッフとの拡 大研究 会
第9-15回 2004年9月30日 、10月14日 、10月21日 、ll月2日 、11月18日 、12月16日
ワー ク シ ョップ各 セ ッシ ョンに む け て の 企 画 ・検 討
第16-19回 2005年1月20日、1月27日、2月10日、2月24日、3月10日
2005年度活動 内容 の検討
一 ■ ■ ■.、 ・囁瀛 甕=歌 ・鋳:,讌.、懿 ∵1…∵ 、、∵読 ….1、.;㌶㌃斧継.凪 ・,一
メンバー 藤本 武 司(特任 助 手)、李 吉鎔 、家 高 洋、加 藤 謙介、 ステラ ・ジヴコヴァ、 田沼幸 子、 ジェシ
カ ・バ ウヴェンス、蓮 田隆 志、 樋上 千寿 、藤 田加代 子、森 宣雄 、 山中千恵(以 上 特任研 究 員)、
加藤 敦典(学 振 研究 員:COE)、伊 藤 遊 、高 阪香 津美 、上 田 達(以 上 リサ ーチ ・アシスタント)、
井垣 明子、久保 田美 生、西 田優 子(以 上 メデイアスタッフ)
第1-3回 2005年4月14日、4月21日、5月12日














ディス カッシ ョンペ ーパ ー検 討 会
「ナ シ ョナ リズ ムの 臨 床 的 研 究 の た め の 試 論
マ レー シ ア ・ナ シ ョナ リズ ムの 言 説 分 析 」
℃elebratingColonialEncounters:DutchHeritageandtheAbsenceand
PresenceofPostcoloniaIDiscoursesintheNetherlandsandAsia"






「フィー ル ドワークを内観する フィール ドの思いと声 一 」
「民主 主義 の人類学 と人類学 の民主化 臨床 性 のため に」

















デ ィス カ ッシ ョンペ ーパ ー 検 討会
「ポス ト ・ユ ー トピ アに つ い て」「小 さな、 大 きな物 語 」
『ASIightlyDif琵rentHamletSoliloquy:Tobeornottobe...
一interestingThechoiceofaMusicianandaMusicologist一"




樋 上 千 寿 「デ ィシ プ リ ンとい う場 「非 一場 」を生 きる研 究 対 象 と、 そ れ へ の
ア プ ロー チ 方 法 」
第17-22回 2006年1月12日、1月19日、2月2日、2月23日、3月9日、3月23日
ふ りかえりの会(〈討 議空 間のデザイン〉検 討会)
メンバー 藤 本武 司(特 任助 手)、家 高 洋 、加 藤謙 介、 ステラ ・ジヴ コヴァ、 田沼幸 子、 蓮田 隆志、樋 上
千 寿、(以上特任 研 究員)、加 藤敦 典(学 振研 究 員:COE)、上 田 達(リ サーチ ・アシスタント)、
蛾
シンポジウム・ワークショップ ・セミナー ・研究会一覧 Q73
074
井 垣 明子、久 保 田美 生 似 上 メディアスタッフ)、清水 良介(コ ミュニケ ーションデザイン ・セ ン
ター)、内海博文(人 間科 学研 究科 サイバ ー ・メディア室、以 上学内共 同研 究者)、伊 藤 遊、 ジェ



















芸術 創造 の源へ のアプローチ」
「フッサ ール、デ リダとランシエール」
第7回 2006年7月6日 ディスカッションドラフ ト検 討会
情報 科学 技術 フォーラム(FIT2006)提出原稿 の検 討
鷲 田リー ダーとの座談 会 を踏 まえた報告書 内容 の検討





「人々をつ くりあげ るとは どういうことか」
「隴 を得て また蜀 まで も得てみ たら





「活動 中の民主 主義 のため に 文化人類 学か らの問 いか け 」
「社会心 理学 における 〈臨床性 〉と〈インターフェイス〉 一 アクシ ョン・
リサ ーチにおける くインター フェイス〉の設 えをめ ぐって 一 」
第10回 2006年8月31日 デ ィス カ ッシ ョンドラ フ ト検 討 会
ス テ ラ ・ジ ヴ コ ヴ ァ"TheDilemmabetween"TheOddManOut"
1償a蝉鶲a鷲麗霞禰轟睡紛s簸3驗肄o瓣k鵞鱒 毒一無郷
or"TheUsefulInsider"FindingOne'sPlaceundertheSun"
藤 本 武 司 「ラ シー ヌ 『ブ リタニ キ ュス 』の 終 結 部 に関 す る一 考 察
ヴェス タ聖 女 ジュ ニ ー をめ ぐって」













報 告書 とDVDの コンテンツにつ いての議論
ディス カッションドラフ トか らの 〈聞 いの共有〉に関する議 論
トランスナショナリティ研究






璽匯 皿■■■i聾鰹1覊鬢藝鼕灘義嚢1韈馨讖難i籌ii轟轟 ξ蠡}ξ鑄曩 ミ轟 鏨1黯1藩1轟・1轟i轟聾 鑓1羹・襲驤鼕潔
13=00-13:20オープニングァドレス 山下晋 司(東 京大学 大学 院教授)
13:20-14=00基 調 講 演


































10:00-ll:45 分 科会3「男性 と女 性」
座 長 山本真 鳥(法 政大学 教授)
パ ネリス ト
GlendaS,Roberts(早稲 田大学 大学 院教授)
窪田幸子(広 島大学 助教授)

































13:40-14:20基 調 講 演












1難i鑞鑞 黷鑼 講 讖灘灘il篝1蓑ll韈1嚢1難il韓1奪i:羅…,…鑿…蟻鷲…1熱
2005年2月13日14:00-18:00
大阪 大学 中之 島センター7F第3講 義室
主催:
共催:日 本 文化人類 学会
大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」 トランスナ ショナリティ研 究
14:00-16:00第1部 基調 講演
グスタボ ・リンス ・ヒベ イロGustavoLinsRibeiro
(ブラジル人類 学会会長/ブ ラジリア大 学人 類学部 ・アメリカ比較研 究所準 教授)
「世 界の人類 学:現 代 人類 学にお ける国際政治(コ スモポ リティクス)、権 力、 理論」
"WorldAnthropologies:Cosmopolitics,PowerandTheoryinContemporaryAnthropologゾ
質疑応 答
16:15-18:00 第皿部 討論 「人類学の複数化と人類学会世界協議会(WCAA)の設立」
























lR・1i臻・鷺・,S・¢幽 囃 ・掴 ¢P輔 螻 癖i綜 數P謝 徐鱗1訟 躍麟i;…滋 。_、.'蹴i蕊◎ ・
2005年3月24日10:15-18:00
国立民 族学 博物 館2F第4セ ミナー室
主催:国 立民族 学博 物館
共催1大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インター フェイスの人 文学」トランスナショナリティ研 究
討論発題者 TalalAsad(ニュー ヨーク市 立大学)
大 澤真幸(京 都大 学)









078 蝕馳㎡蟄盤 轗膕騎蹴 晝寉訟s嚢盆ね 欝o瓣寂難 綴.2翻蕚
巳1灘靉轄 髴覊鑼 糶鑿轗 熊懣灘 灘 纛鑾濛纛i鼕讃灘爨韆 騨 靆 灘 鑿i蠡i難ii糞轟議{轟;il藩{織蕘iiil
2005年10月29日一30日
大阪大 学大学 院人 間科 学研 究科 ユメンヌ ・ホール
11:00-11:10田 沼幸子















16:30-17:00 映 画 『イ ンタビ ュー』(Intervi等ta)(25分)上映









聾 轄 鑑嚢ililミ薫議睡 i鑑鑾蜜難
11:15-11:45 田沼幸子



















「"vivreauparadis　 移動 、 イスラーム 『回帰』、 フランス市民社 会」
14:30-15:00佐 々木一惠
「同床異 夢 共産党根 拠 地延安(1937年)の賀子珍 ・アグネス ・スメドレー、呉広 恵」
15:45-16:15栗本英世
「教育に託した開発/発展への夢 内戦 、離散 とパ リ人」
16:30-17:00松 田素二 〈コメント〉
17:00-18:00討論










加藤 敦典(大 阪大学大 学院 人間科学 研究 科博士 後期課 程/大 阪大学21世紀COERA)
「ベ トナム農 村 にお ける民事 紛争調 停 の実践 トランスナ ショナル状 況 にお ける国民 国家 と村
落」
田沼幸子(大 阪大 学21世紀COE特 任研 究員)
「話 せ ない ことを語 る:cuento(クエ ント)から見 る現代 キューバ」
第27回 2004年6月4日
クウェ シ ・ク ァ ・プ ラ ーKwesiKwaaPrah(アフリカ社 会 高 等 研 究 所 所 長)




ヴァレンタイン ・ダニエルE.ValentineDaniel(コロンビア大 学教 授)







ニテイ ・パ ワカパ ンNitiPawakapan(シンガポール大 学人 文社 会 学 部東 南 アジァ研 究 科助 教
授)












マ ル クス ・S・シ ュル ツMarkusS.Schulz(ニュー ヨー ク大 学 ラ テ ンアメ リカ ・カ リブ研 究 セ ンター
講 師)
「サパ テ ィス タの トランス ナ シ ョナル ・ネッ トワー ク」(英 語 講 演)
"]:heTransnationalNetworkoftheZapatistas,"
第35回 2004年10月1日
デ イヴィッ ド ・ブ レイク ・ウィリスDavidBlakeWillis(相愛 大 学人 文 学 部 教 授)
「太 平 洋 に お け る ク レオ ー ル 時 代 トラ ンスナ シ ョナ ル 日本 と境 界 地 域 の ク レオ ー ル 化 に つ い




志水 宏吉(大 阪大 学人 間科学 研究科 教授)
「学 校文化 とエスニシティ ニューカマー外 国人へ の教育 支援 をめ ぐって」
第37回 2004年10月26日
シンポジウム ・ワー クショップ・峰 ナー ・研究会一覧 081
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アンソニー ・リー ドAnthonyIohnStanhopeReid(シンガポール国立大 学アジァ研 究所所 長)
「インドネシァ、 イスラーム、アチェー」(英語 講演)
"lndonesia,IslamandAceh."
共催:大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」
世界 システム と海 域 アジァ交通
第38回 2004年11月5日
オ ラデ イン ・E・ ボ ラグUradynEBulag(ニ ュー ヨー ク市 立 大 学 助 教 授)
「チ ンギ ス ・ハ ー ンの 頭 蓋 骨 と魂 を狩 る 歴 史 ・イデ オロ ギ ー ・人 種 的 イメー ジ の なか の ユ ー ラ





藤 川隆男(大 阪大 学文学研 究 科教授)
「1850年代のオース トラリアの反 中国人 運動 における先住 民 の忘 却」
第40回 2004年ll月19日
河村 哲二(武 蔵 大学経 済学 部教授)
「グローバ リゼーションとアメリカ経 済」
第41回 2004年11月26日
太 田心 平(日本 学術 振興会 特別研 究員)
「『絶 望移民』を生む力 現 代韓 国における386世代の感情 生成 について」
第42回 2004年12月3日
岩渕功 一(早 稲 田大 学国際 教養学 部助 教授)
「トランスナ ショナルな現象 を社会 学 、人類 学、 民俗 学、 歴史学 を横 断す る視 点か ら読み解 くた
めに」




「大英帝国という歴史空間を再考する サラ ・フォーブス ・ボネッタはどう語 られたのか」
第44回 2004年12月17日
コス タス ・ラバ ヴィツァス
部助 教授)
CostasLapavitsas(ロンドン大学東 洋 ・アフリカ研 究 学院法 社会 科学
1獣醗紬毒聲巍"蠅羅饕i藝覊 ξ》凝鵬露江》○蠧2§3母一2(}(総




ミリー ・クレイ トンMillieCreighton(ブリテ ィッシュ ・コ ロンビ ア大 学 人 類 学 ・社 会 学 科 助 教 授)






グス タ ボ ・リンス ・ヒベ イ ロGustavoLinsRibeiro(ブラジ リア 大 学 人 類 学 部 準 教 授)
「複 数 の グ ロ ーバ ル 化 〈ネ イテ ィヴ に か わ る〉 トラ ンス ナ シ ョナ ル な行 為 者 た ち」(英語 講 演)
"OtherGlobalizations;Alter-nativeTransnationalAgents."
第47回 2005年3月4日
アユ ミ ・タケ ナ カAyumiTakenaka(ブリン ・モ ア ・カレ ッジ助 教 授)
「再 移 民 なぜ 、 移 民 た ち は 日本 や 英 国 か らアメ リカ を 目指 す の か」(英 語 講 演)
"SecondaryMigration:WhyDoImmigrantsRe-migratefromIapanandtheUK.totheU.S3"
第48回 2005年3月22日
マ ル テ イン ・リー ゼ ブ ロ ットMartinRiesebrodt(シカゴ 大 学 社 会 学 部 ・神 学 部 教 授)




時安邦 治(学 習院女子大 学国際文化 交流学 部助教 授)
公 開講座 ・連 続セ ミナー 「グローバル化 とシティズンシップ」第1回
「多文化 的シティズ ンシ ップをめぐって」
第50回 2005年5月13日
近藤英 俊(関 西外 国語大学 特任 助教 授)
「オカル トモダニティー アフリカにお ける 「呪術 の近代」論再 考」
第51回 2005年5月27日
植 村清加(成 城大学民 俗 学研 究所研 究員 〉





























公 開講 座 ・連続 セミナー 「グローバ ル化 とシティズンシップ」第2回
「近代的 シティズ ンシップ概念 の限界 と可能 性」
第53回 2005年6月17日
渡辺 靖(慶 應 義 塾大学 環境 情報 学部助 教授)
「『アフターアメリカ』再訪」
第54回 2005年6月24日
クリス ・グ レゴ リーChrisGregory(オー ス トラリア 国 立 大 学 準 教 授)




宮崎広 和(コ ーネル大 学入類学 科助教 授)
「知の技 法 としてのアービトラージ 贈与 論と金 融工学 における複 製 ・反復 ・希望」
第56回 2005年6月30日
シュテ フィ ・リヒターSte缶Richter(ライプチ ヒ大 学 東 ア ジア研 究 所 日本 学 科 主 任 教 授)





宮 崎恒 二(東 京外 国語大学 アジア ・アフリカ言語 文化研究 所教 授)
「境 域 とその変 遷 サバ(マ レーシア)にお ける人の移動 」
第58回 2005年7月8日
ダ リウシュ ・ツィフォヌンDari雨Zifbnun(コンスタンツ大学歴 史学 ・社会 学部 助教 授)
「移 民時代 の社会 学 概 念 的問題 に対 する取 り組み と実 証 的研 究 による発 見」(英語講演)
"SociologyintheAgeofMigration:ConceptualIssuesandEmpiricalFindings."
第59回 2005年7月15日
ア ルベ ル ト ・カ ンブ ロ ッシオAlbertoCambrosio(マッギ ル大 学 医 学 部 ・医学 の社 会 研 究 学科 教 授)
「グ ロ ーバ リゼ ー シ ョン時 代 に お け る生 物 医学 ネ ットワ ー ク」(英 語 講 演)
"BiomedicalNetworksinanEraofGlobalization."
第60回 2005年7月22日
三尾 裕子(東 京 外 国語大学 アジア ・アフリカ言語 文化 研究 所助教 授)






縄 田浩志(鳥 取大学 乾燥 地研 究センター総合 的砂漠化 対処 部門講 師)












関 嘉寛(大 阪大 学 コミュニケーションデザイン・センター(CSCD)助手)
連続 セミナー 「グローバ ル化 とシティズンシップ」第3回
「リスクのグローバル化 と減災 被災 者の人権 を考える」
第67回 2005年12月2日
樋 口明彦(大 阪大学 大学 院人 間科 学研 究科博 士後 期課 程)
連続 セミナー 「グローバ ル化 とシティズ ンシップ」第4回
「社 会的包 摂 と正義 グローバ ル化時 代 の2つ の世界 、2つの規 範」
第68回 2005年12月9日
トマ ス ・ロイターThomasReuter(メル ボ ル ン大 学 人 類 学 ・地 理 学 ・環 境 研 究 学 部/「 エ リザ ベ
ス2世 」上 級 研 究 員/オ ース トラ リア人 類 学 会 前 会 長)






シンポジウム ・ワー クショップ ・セ ミナー ・研究 会 一 覧岬
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「スウェーデ ンの国際養 子とアイデ ンティティ」
第70回 2006年2月10日
イヤル ・ベ ン ア リEyalBen-Ari(エル サ レム ・ヘ ブ ライ大 学 社 会 学 文 化 人 類 学 科 教 授)
「『人 権 』 と 『精 密 戦 争 』 一 アル ーアクサ ・イ ンテ ィフ ァー ダ に お け る 犠 牲 者 、 イス ラエ ル 軍 、





内海博 文(大 阪大学 大学 院人 間科 学研 究科 特任 助手)
連続 セミナ ー 「グローバ ル化 とシティズンシップ」第5回
「人間の安 全保 障 と秩 序 問題の現 在9.11以 後 の、2つ の トランスナ ショナルな政 治的秩 序 を
てがか りに」
第72回 2006年3月10日
報 告1)シ ャ リニ ・ラ ンデ リアShaliniRanderia(チュー リヒ大 学 教 授)
「新 しい グ ロー バ ル な構 成 の 説 明 無 責 任 性 一 狡 猾 な 国 家 、 国 際 機 構 、




報 告2)マ マ ドゥ ・ディア ワ ラMamadouDiawara(フ ランク フル ト大 学 教 授)
「グ ロ ーバ ル な 歌 い 手 ア フ リカの ロー カル 音 楽 と トラ ンスナ シ ョナ ル な




厚東洋 輔(大 阪大学 大学 院人 間科 学研 究科 教授)
「グローバ リゼー ションと社会概 念 の変容」
第74回 2006年5月26日
ジョン ・リーIohnLie(カリフォルニア大学バー クレイ校社 会学部 教授/国 際 ・地 域研 究所 長)
「ディアスポ ラのナシ ョナリズム」(英語 講演)
"DiasporicNationalism"
第75回 2006年5月26日
ファトゥ ・ソウFatouSow(フランス国立学 術研 究センター (CNRS)研究員/シ ェイク ・アンタ・
ディオ ップ大学 準研究 員)
;書賞瓣鱇o鬱饕誠懸鑞i薙蟄s霧鑢犇甎諄o勲難飆 ・芝黝§
「グ ローバ リゼ ーシ ョンの文 脈 で ア フリカ開 発 を再 考 す る もしジ ェ ンダー が 問 題 に な るな らば 」
(英語 講 演)
"Re-thinkingAfricanDevelopmentintheContextofGlobalization:AndifGenderMattered."





ア ンナ ・ツインAnnaLowenhauptTsing(カリフォルニ ア大 学 サ ンタクル ー ズ校 教 授)
「先 住 民 の声 」(英 語 講 演)
"IndigenousVoice."
第78回 2006年7月7日
小 泉潤二(大 阪大学大 学院 人間科学 研究 科教 授)
「『トランスナ ショナリティ』という問題群 グァテマ ラ北西部 の30年から」
第79回 2006年10月20日
ヴォルフガング ・シュヴェントカーWol㎏angSchwentker(大阪大学大学 院人間科学 研究科助教 授)
「二十世 紀におけるメガシティの誕 生」
第80回 2006年11月2日
石 田慎一郎(日本 学術 振興 会特別研 究員)
「ADRの技 術移 転 と多元 的法 体制 の再編 ケニアの事例 を中心 に」
共 催:大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」臨床 と対 話
第81回 2006年11月17日
木 前利秋(大 阪大学 大学 院人間科 学研 究科教 授)
「グローバ ル化 の下 での人権 とシティズンシップ」
第82回 2006年12月22日
真 島一郎(東 京外 国語大 学アジア ・アフリカ言 語文化研 究所助 教授)
「中間集 団とトランスナ ショナリティ 《社会 ・体 ・倫 理》の忘却 にまつわる人類 学史か ら」
第83回 2GG7年2月9日
赤 尾光春(北 海道大学 スラブ研 究セ ンター 研 究員)
「追放(ガルー ト)から離 散(ディアスポラ)へ一 ユ ダヤ教 超正 統派 と 「帰 還」の神話 学」
第84回 2007年2月13日
フランク ・ハ イデマンFrankHeidemann(ミュンヘ ン大学 文化 科学 研究科 教授)




























































大阪大 学大学 教 育実践 センター人文社 会科 学棟2F217演習 室
主催=大 阪大学21世紀COEプログラム 「インターフェイスの人文学」
共催:海 域アジァ史研 究会
科 学研 究費 「近代世界 システム以前 の諸地域 システムと広域 ネットワー ク」研 究班





























主催:大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文 学」
国立 シンガポール大学 アジァ研 究所(ARI)
■國躍 匪■ ■巳:φζ1繭…享oφ峯.li:i:iii…纏鬘…靉.鷺ii;.….、　1鬻卿、.
8:30-9:00Registration
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共 催:大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インター フェイスの人 文学」世界 システム と海 域アジア交通
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シンポジウム ・ワークショップ ・セミナー ・研 究 会 一覧 093
16:30-16:45自由質問票記入時間
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2005年10月22日13:30-18:00
待 兼 山 会 館2F会 議 室
UedaMakoto(FacultyofLetters,SaintPaul'sUniversitメTokyo,lapan)
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前 日の質 問への回答 、受講 者 のフリー トー キング
10:10-11:50 鎌倉新仏教論はなぜ破綻したか
平雅行(大阪大学教授)
12:50-14:301930～50年代アジア国際秩 序 とイギ リス帝国
グ ローバ ルヒストリーの視 点か ら





9:30-10:30 前 日の質 問への回答 、受講 者 のフリー トー キング
10:40-11:40 生徒が参加する世界史授業をめざして
笹川裕史(大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎教諭)
12:40-13:40質 問回答 とフリー トー キング
14:00-16:00総合 討論(高 大 連携 のあ り方 ・今後 の研究会 につ いてetc.)
16:00一 閉会挨拶
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2006年10月27-29日
長 崎歴史文化 博物館 ホール
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蹴 ∴i…・.～ レ ・己
2006年11月23日
大 阪 大 学 中之 島 セ ンター
Sponsoredby:HaskinsSocietyIapan
























































研 究報 告 「ムラユ世界 のアラブ人VanDenBergの 報告 書 を中心 にして 」
糸山大樹(大 阪大学)
史料 講読 「『洋務人材登 用』に関する档案 史料(『光 緒宣 統両朝 上諭 档』所 収 〉」(後半)
6月例会 2004年6月26日15:00-17=00
大 阪歴史博 物館
大 阪歴史博 物館 特別展 「初 期伊万里 展 染付と色絵の誕生 」観覧
10月例 会 ワークショップ 「海 か ら見 た東北 アジア:東 南 アジアとの対話 」にむけて
2004年10月9日13:30-19:00
文学部 棟




岡 本 弘 道
"TheMingDynastゾs"TributarySystem"andtheRoleoftheRyukyuKingdom:Focusingon
GivingaTributeasanAct"
100 飜 癬 鶲¢麺騨 韓撫1鏘 肆綫網 融 艫 黔 躰・20総
藤 田 明 良
"M
aritimeTradeNetworksandtheIapaneseIslandsinNortheastAsia"
























大 阪大学 吹田校舎 銀杏 会館3F大会議 室













文 学 研 究 科 本 館2F第1会 議 室




岡 本 弘 道(京 都 大 学)
"Mi
ngDynastゾs`TributarySyste㎡andRyukyu:FocusingonPayingaTributeasaPractice"
藤 田 加 代 子(大 阪 大 学)
"Th
eEuropeanPresenceinEarlyModernAsia=AnExaminationoftheConceptof`EarlyModern
シンポジウム ・ワークショップ ・セミナー ・研 究 会 一覧 101
102
Empire'"





深見純 生(桃 山学 院大学)
研究 報告 「ターンブラリンガ(単 馬令 〉の発 展 と埋 没
力か らシャムへ 」
13世紀マ レー半 島中部が ジャーヴ ァ
2月例会 ワークショップ 「14世紀 の束 アジア海域 と倭寇 」
2005年2月25日ユ7100-20:00
待兼 山会館
共催;科 研 近代 世界 システム以前の諸 地域 システムと広域 ネットワー ク
李領(韓 国KoreaNationalOpenUniversity)




文学研 究科2F史学科 共 同研 究室
共催:科 研 近代 世界 システム以前 の諸 地域 システムと広域 ネットワー ク
ピヤダー ・ションラオーン(大阪大学 特任 研究 員 〈COE>)
研究 報告 「タイ古代 の酒 について」
一 ■■■'
4月例会 2005年4月22日18:00-21;00
待 兼 山 会 館
IohnBinthff(LeidenUniversity)





研究 報告 「東 アジアの港 町と媽 祖信 仰」
須永 敬(岐 阜市 立女子 短期 大学)
繊
i鶤黛じξ紛導聾黯熱講鰻宝ies難鍍毳$鯵Q蓑瓮奪(臨一2警拿§
研究報告 「海域アジアの民俗学一 〈日韓国境域〉における民俗宗教研究の視点から一 」
6月例会 『海域 アジア史研 究入 門』にむけて
2005年6月24日18:00-21:00






大阪歴史博物館特別展 「東アジア中世海道 一 海商 ・港 ・沈没船一 」見学会
9月例会 2005年10月1日13:30-18:00
文学研 究科
松方冬 子(東 京大学 史料 編纂所)




太田 淳(日 本学術 振興 会特 別研 究 員)




共催:第1回 「大阪 大学歴史 教育研 究会」
(1)桃木至朗 「歴 史の研究 と教育 に関する問題提 起:海 域 アジア史を中心 として」
(2)今後の進 め方 に関す る意 見交換
1月例会 2006年1月14日
待 兼 山会 館
『海域 アジア史研究 入門』刊行 にむけて























文学 部棟2階 史学科 共 同研 究 室
村尾 進(天 理大学)
「都市 広州 ・珠 江 ・澳門 海域 アジア的諸問題 が輻 輳する空 間 一 」
川口洋平(長 崎県 教育庁 〉
「港市長 崎の成 立と変容」
5月例会 2006年5月27日13:30-18:00
文 学 部 棟2階 史 学 科 共 同 研 究 室
アダム ・クル ロAdamClulow(コ ロン ビァ 大 学/東 大 史 料 編 纂 所)
研 究 報 告"PiratingintheShogun'sWaters:TheDutchEastIndiaCompanyinHirado,1615-1621"
6月例会 2006年6月24日13:30-18100
文学部 棟2階 史学科 共同研 究室
栗 山保之(東 洋大 学)
研究 報告 「「インド洋西 海域世界」に関する歴 史研 究 についての諸 問題」
7月例会 2006年7月21日
共催:科 研 「近代世界 システム以前 の諸 地域 システムと広域 ネットワー ク」
サ ントリー 文化財 団特 別助成 「東 ・東南 アジアにお ける前近代 と近代 の連続 と
断 絶に関する理 論 的研 究 」




河上 麻 由子(九 州 大学)
研 究報告 「梁の武帝 の仏教 政策 と南海諸 国」
2月例会 2006年2月21日15:00-18:00
待 兼 山 会 館2階 ・会 議 室
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共 催1大 阪大学21世紀COEプログラム 「インターフェイスの人文学」世界 システムと





成 蹊 大 学 ・日本 学 術 振 興 会 外 国 人 特 別 研 究 員)
15:00-15=50`℃hinesenetworkinNortheastAsia:Itsgrowth,declineandrevival"





大 阪大学 中之 島セ ンター7F第3講義 室
共催:大 阪大 学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」世界 システム と
海域 アジア交 通 大阪大 学グローバル ヒストリー研究 会 ロシア東 欧史研究 会
10:00-11:00"TotheHarbinStation,1898-1920"
DavidWol任(WoodrowWilsonCenter,SeniorScholar/成蹊 大 学 ・日本 学
術 振 興 会 外 国 人 特 別 研 究 員)
11:00-12:00 コメ ン ト




















第3回 「グローバルヒス トリー とアジア/ヨーロッパ」G'obα涯臨勧 フαπ躍A5如/Eπrqρθ
2006年1月14日一15日
大 阪大学 中之島 センター
共 催;大 阪 大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」世界 システムと
海域 アジア交通 大 阪大学 グローバルヒス トリー研 究会
IuergenOsterhammel(UniversityofConstanz)
"℃ivilization'andthe℃ivilizingMission'asKeystoNineteenth-CenturyWorld"
コ メ ン ト:WolfgangSchwentker(OsakaUniversity)
KaoruSugihara(OsakaUniversity)
"1heEmergenceofaResource-savingPathofEconomicDevelopmentinEastAsia"



















106 1典定鬱ぎ野鱈o淦 禄懸凄齢無貸i鬘¢$諦蠡受a霹○戯弦2参 菷鐸...2参罍s 繊
コメンテーター:山 本千映(関 西大 学)、尾高煌 之助(法 政 大学)





















コメン ト:斎 藤 修(一 橋 大 学)
ToruKubo(ShinshuUniversity)
"HistoryofEastAsianCottonIndustryinthe20thCentury"








第5回 A脚rfcα、肱 揮 砌 躍痂eM訛f㎎q価8恥r置40748r
2005年7月15日 一16日
































































































第7回 ワークショップ:「中国」の インパ クトと東 アジア国際秩 序
2006年11月11、12、15日
共 催:大 阪外 国語大学(現代 「中国」の社会変容 と東 アジアの新 環境)特 別研 究1プ ロジェクト











1940、50年国民 政府 の琉球 対 策につ いて」









ZhuYingquan(南京 大 学 国 際 関係 学 院 、 歴 史 学 部)
``E
conomicGlobalizationandInternationalRelations"(経済 全 球化 与 国 際 関 係)
コメ ン ト;久 保 亨(信 州 大 学)
NorihisaYamashita(HokkaidoUniversity)
FromWorld-SystemAnalysistoGlobalHistory
コメ ン ト:秋 田 茂(大 阪 大 学)
東 京大学 大学 院総合文化研 究科
共 催:現 代 中国学会 ・関東 部会研 究会
ZhuYingquan(南京大学 国際 関係 研究 院)
``EconomicGlobalizationandInternationalRelations"(経済全 球化 与 国際関係)
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大 阪 大 学 経 済 学 研 究 科










大 阪 大 学 経 済 学 研 究 科





コメン ト:杉 原 薫(大 阪大 学)
第3回(2) 2004年5月8日




コメ ント:山 下 範 久(北 海 道 大 学)
第4回(1) 2004年6月8日
大 阪大 学 経 済 学 研 究 科




コメ ント:堂 目卓 生(大 阪 大 学 〉
監醜鬱蜉毳囎 臨 期嶺晩姪羣奪s葬錻融議oゆ龍2鱒嬉一2蝨薦 嚇
第4回(2) 2004年6月9日




コメン ト:秋 田 茂(大 阪 大 学)
第5回(1) 2004年7月23日
大 阪 大 学 経 済 学 研 究 科















コメ ン ト:玉 木 俊 明(京 都 産 業 大 学)
第7回 2004年12月15日
大 阪 大 学 文 学 研 究 科












































大 阪 大 学 経 済 学 研 究 科 法 経 大 学 院 総 合 研 究 棟607号 室(中 会 議 室)
共 催:大 阪 大 学 経 済 史 ・経 営 史 研 究 会
DennisFlynn(UniversityofthePaci丘c,USA)
"BornAgain=Globalization'sSixteenth-CenturyOrigins'》
コメ ン ト:川 村 朋 貴(富 山 大 学)
第8回(3) 2005年2月10日
東 京 大 学 大 学 院 人 文 ・社 会 学 系研 究 科




コメ ン ト:水 島 司(東 京 大 学)
第9回 2005年5月7日14:00-16:00
大 阪 大 学 待 兼 山 会 館




コメ ン ト;橋 野 知 子(神 戸 大 学 経 済 学 研 究 科)
第10回 2005年7月16・17日
北 九州市 立大学
共 催:菅 科研研 究会
古矢 旬(北海 道大学)
「『アメリカ帝 国』論 の可能性 」
五十嵐 武士(東 京大 学)
「アメリカ非 公式 型共和 国 と現 在」
佐々木 雄太(愛 知 県立大学)
「帝 国主義 的介入の政 治的 ・社 会的要 因と介入 の論 理









大 阪大学 待兼 山会館2F会議室
主催:大 阪 大学21世紀COEプログラム 「インターフェイスの人文学」
世界 システム と海 域アジァ交通
協 賛:大 阪大学 文学研 究科 世界 史講座
15=00-16:00ヴ ァル ター ・デ ーメ ルWalterDeme
(ドイ ツ国 防 軍大 学 ミュ ンヘ ン校 歴 史 学 研 究 所 教 授)
『AristocracyintheGlobalPerspective"



































































大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科




コメ ン ト;片 山 剛(大 阪 大 学)
第16回 2006年5月20日









コメ ン ト1秋 田 茂(大 阪 大 学)
第17回 2006年7月15日
大 阪 大 学 中 之 島 セ ンター
AntonyG.Hopkins(UniversityofTexas,Austin)
"InteractionsbetweentheUniversalandtheLocal"
コメ ン ト:秋 田 茂(大 阪 大 学)
第18回 2006年9月21日
大 阪 大 学 中 之 島 セ ンター
共 催:菅 科 研 研 究 会
IlyaVGaiduk(RussianAcademyofSciences,InstituteofWorldHistory)
"TheColdWar:NewApproaches,NewDocuments"
コメ ント:菅 英 輝(西 南 女 学 院 大 学)
紬 窯鰹麺δ£融 闘轗撫 恭鱒魏融s欝 廳窯貰8窃 ⇔駐袰拿{瞬・烈}06 螺
第19回 2006年10月6EI
京 都 産 業 大 学
共 催:京 都 産 業 大 学 経 済 学 部
LarsMagnusson(UpsalaUniversity,Sweden)
"Proto-industrializationinSweden:Contextandconsequences"




大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科















































山 本 明 志(大 阪 大 学)




石 川 巌(東 方 研 究 会)
「敦 煌 出 土 チ ベ ッ ト語 宗 教 文 献 『衰 退 期 』(10LTib∫733,734partl,735)」
【資料紹介1
【資料紹介】
松 田 和 信(仏 教 大 学)
「1930年ア ッカン発 見 バ ー ミヤ ン写 本 の そ の 後 一 特 に集 異 門 足 論 の 断
簡 をめ ぐって 」
吉 田 豊(神 戸 市 外 国 語 大 学)
P.0.Sklaervo,Kho如ηθ5θMαημ5`rゆ亡∫ノテo規C乃'ηe5εT初r1ヒθ∫fαη劾`ぬε








岩尾一 史(神戸市外 国 語大 学)
「吐蕃 の税制 関係術 語dpya1,khral,khva」
小笠 原明子(甲 南大学)
「史君墓 の構造 と石槨 の画像 について」
吉 田 豊(神 戸市外 国語大 学)
「新 出薩宝 史君墓 誌のソグド語版の解 読 シルクロー ドの鴛 鴦夫
婦 一 」
山本 孝子(神 戸市外 国語大 学)
SarahE.Fraser,Pθげbr御∫ηg疏 W5呶ムStanfbrdUniversityPress,Stanfbrd,
California,2004.
坂 尻 彰宏(大 阪大 学)
栄新江 「再論敦 煌 蔵 経洞 的宝物 ・ 三界 寺与蔵経 洞 一一一」鄭炳林(主編)
『敦 煌仏教 芸術 文化 国際 学術 研討 会論文集 』蘭州,蘭州 大学 出版
社二,2002,PP.14-29.
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大 阪大学文学 研究 科
【研 究発 表】 中村健 太 郎(奈 良県 職員)
「ウイグル語 仏典奥 書か ら見 えるモンゴル時 代史の一 側面」
【論文 紹介】 田村 健(大 阪大学)
「中央 ～西 アジアの トル コ人奴隷 に関する論 文紹 介」
【研 究発 表】 中田裕 子(龍 谷大学)
「ソグ ド系突厥 と康待 賓の反乱 について」
【書 評】 大澤 孝(大 阪外 国語大学)
「書評:林 俊雄 著 『ユ ーラシァの石人』(東京,雄 山閣,2005)」
第26回 2005年12月17日
【研 究発 表】 吉田豊(神戸市外国語大学)






















「コータン出土 の世俗文 書 の年代 に関する問題」
堀 直(甲 南大学)
「清 代 回疆 のバザール 商 業史の一端 として 」
福 林靖 博(国 立 国会図書館 〉
「ソグディアナか ら華南へ 漢 唐 間のソグド人の活 動か ら見 た 」








斉藤茂 雄(大 阪大 学)




牛 根靖 裕(立 命館 大学)
「安 西王家 のチャガ ン ・ノール分 地の変遷 にみ る13・14世紀のオル ドス高原
南 部」
武田和 哉(奈 良市 教育 委員会)、
重森 博 ・小 野亜 由美 ・中尾 みの り(有限会社エ ムズ)
「写真画像 解 析 による契丹 大字 『北大 王 墓誌』の再 検討 石 刻調査 ・
文物調 査 にお ける写真 図化技 術の活用 と手法 一 」







鈴 木 桂(東 京 大 学)
ProceedingsoftheFirstInternationalConferenceontheMediaevalHistory
oftheEuropeanSteppe,Szeged,Hungary,Mayll-16,2004.
A吻Orlεη如 肋Ac雇 θη11αθ8σ1εη伽r鰍 τH朔g仰γloαε58-18ζ2,2005.
赤 木 崇 敏(大 阪 大 学)



























清谷信一『LeOTAKU フランスお たく事情』(KKベス トセラーズ,1998)他






伊 藤 遊(大阪大 学)、表 智之(大阪大 学〉
山中千恵(大阪大 学)、IessicaBawens(大阪大学)
金 水 敏 『ヴァーチャル日本語 役 割語 の謎』(岩波 書店,2003)
2回目 2004年7月6日16:30-18:00
豊 中キャンパス美 学棟1F日本学B教 室
報 告者 東 園子(大阪 大学)、池 田淑 子(大阪大 学)
3回目 2004年7月27日16:30-18:00
豊 中キャンパス美 学棟1F日本学B教 室
報 告者 東 園子(大阪 大学)、池 田淑子(大阪大 学)
4回目 2004年11月1日












椿 原敦子(大阪大学)、来 田 淳(大阪大学)




松 川恭子(大阪大学)、魏仙 芳(大阪大 学)




屋 葺素子(大阪大 学)、椿 原敦子(大阪大学)






講師 金水 敏(大 阪大学 文学部)
コメ.ンテーター 東 園子(大 阪大学人 間科学 研究科)
池 田淑子(大 阪大 学言 語文化研 究科)






















大 阪大 学中之 島センター第3講 義室
12:00-14:30セ ッシ ョンA「グローバ リズムの中の消 費 される 〈日本〉」
CraigNorris(Monash大学)
「マンガ体験 とエスニックアイデンティティ アジァ系 オース トラリア人の事例 か ら」
大橋 庸子(大 阪市立大学)
「〈観 光 日本〉イメージの生産 観光 政策審 議会 における語 りか ら」
李 婉 寧(大 阪大 学)
「合理 化の世界 的潮流 コンビニの 日中比較 を事 例 として」
司会 伊 藤公雄(大 阪大学)








10:00-12:00セ ッションC「ジェンダー、 セクシュアリティ、 ポ ピュラーカルチ ャー」
MarkMcLelland(Queensland大学)
「変態 的貿易:や お い美学 の国際化 比較 文化 的観点 か らの考察」
IessicaBauwens(大阪大 学)
「性 差別 に抵抗 する意外 な社会 運動:や おい とスラッシュ」
司会 牟 田和恵(大 阪大 学)
コメンデーター 川村 邦光(大 阪大学)、東 園子(大 阪大学)、堀 江有理(大 阪大学)
14:00-16:30 セッションD「文化研究の困難」
北出真紀江(大阪大学/ラジオパーソナリティ)
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2005年6月25-26日
大阪大 学中之 島センター
12:00-13:30セ ッションAジ ェンダー、 セクシュア リティ、 ポ ピュラーカルチ ャー
菅沼勝 彦(皿1eUniversityofMelbourne)
「バ イナリズムの狭 間で:消 化 され ゆく「日本 同性 愛文化」表象へ の一考察 」
坂 井 はまな(大 阪大学)
「海外BDSM界における 〈日本 〉イメージについて」
司会 牟 田和 恵(大 阪大学)
コメンテー ター 川村邦光 、マ ット ・ソーン(京都精 華大学)
14:00-16:00セッションBポ ピュラーカルチ ャーと 〈日本 〉イメージ
依 田恵美(大 阪大学)
「外 国人らしさを担 う役 割語」
RenatoRivera(京都大 学)
"MainstreamAcceptanceofIapaneseAnimationintheWest_Orisit～"
司 会 金 水 敏(大 阪 大学)
コメンテーター 石 田佐 恵子(大 阪市立大 学)、吉村和 真氏(京 都 精華大 学)、
表 智之氏(京 都 精華大学)他
10:00-12:00セッションC〈 プ レゼ ンテーシ ョン〉のデザイン
清水 良介(大 阪大学 コミュニケーションデザイン ・セ ンター )、
久保 田美 生(大阪 大学COEメディアラボ)、西 田優 子(大 阪 大学COEメディアラボ)
「3m×3m=9m2+参 加 型 ドローイングの報 告」
表 智之(京 都精 華大学)、伊 藤 遊(大 阪大 学)、山中千恵(大 阪 大学)、IessicaBauwens(大阪
大学)、RenatoRivera(京都大 学)











「越境 するポップ カルチャー、奪 用 される 〈日本〉」
司会 伊 藤公雄(京 都 大学)
コメンテーター 石 田佐恵子(大 阪市立大 学)、
山中浩司(大 阪大学)
岡田朋之(関西大学)、
13:00-15:30 セ ッションDイ メー ジとしての 〈日本 〉をめ ぐるポリティクス
福 間良明(香川大 学)
「 「反 戦」に映る自己像 「きけわだつみのこえ」の読み の変 容 と戦後の
ナショナリティ 」
梁仁 實(京 都大学)
「 「他 者」表 象の可 能性 と限界 『日本人 的1少 女』を読む」
AlwynSpies(丁heUniversityofBritishColumbia)
「イメージとしての 〈日本〉と家父 長制 の投 射」
一瀬 陽子(大 阪大学)
「〈ニホン〉 津 田左 右 吉が想像 した共 同体」
司会 冨山一郎(大 阪大 学)




























文学 研 究科本館2F第1会議 室
13:00-14:30 第1部 〈カルチ ャー〉再考 運動 としての文 化/研 究
パネリス ト 吉澤 弥生(NPOrecip地域文化 に関する情報 とプロジェクト)
櫻 田和 也(NPQremo記録 と表 現 とメディアのための組織)
司会 古川岳志(大 阪 大学)
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2006年2月11日14:00-16:00
京都 国 際マンガ ミュージアム3階 研 究室1






シンポジウム ・ワー クショップ ・セ ミナー ・研 究会 一 覧 129
2006年2月25日13:00-17:00
大 阪市阿倍 野区周 辺地域
主催:イ メージとしての く日本〉、qudlic







リバ ・デ ル ・ガ ル ダ(イ タ リア)
発 表 者 津 田 葵(大 阪 大 学 言 語 文化 研 究 科 教 授)










西 口光 一(大 阪大 学留学生 センター教 授)
「多文化社 会 の日本語 コミュニケーシ ョン」
2005年12月23日














担 当者 服部圭 子(大 阪大 学言 語文化 研 究科博士後 期課程)
内 容 異文化 問教 育 学会 第25回大会(2004年5月29-30日、 同志 社 大学)で の研 究発 表
会 「異文化 間教 育 ・研 究 と地域 ・実践 」、 な らびに国際理 解教 育学会 第14回研 究大会
(2004年6月5-6日、 京都 ノー トル ダム女子大学)で のミニシンポ ジウム 「持続 可能 な
社会:開 発 と環 境の視 点 に立った国際理解 教 育」についての報 告 と討議
2004年7月22日14:40-17:00
COE言 語 研 究 班 室
シンポジウム ・ワークショップ ・セ ミナー ・研 究会 一 覧 131
132
内 容 移住 連全 国 フォー ラム分科 会 テーマ 「日本 語支 援 の 「いま」「これか ら」～多文化 共生
の まちづ くりを目指 して」、「外 国人差 別 をウォッチ しよう」についての報 告と討議
8月例会 2004年8月19日14:40-17:00
COE言語研 究班 室
担 当者 山下 仁(大 阪大学 言語 文化 研究 科助教 授)














討 議 「言語内共生または共生日本語一 共生日本語の理論と実践」
11月例会 2004年11月ll日14:40-17=00
COE言語研 究班 室
担 当者 松本敬 子(大 阪大学21世紀COERA)























担 当者 津 田 葵(大 阪大学 言語文化研 究科教 授)

















COE言 語 研 究 班 室























































































担 当者 津 田 葵(大 阪大学言 語文化研 究科 教授)
内 容COE国 際 シンポジウムにお ける 「言 語 の接触 と混 交 共 生の現 在と未 来」セ ッションの
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2006年10月14日17:00-18:00
大阪 大学中之 島センター
発 題 者 手塚 義雅(文 部 科学 省初等 中等教 育局国際 教育 課長)
オチ ャンテ ・村 井 ・ロサ ・メルセデス(三重大学人 文社会 学研 究科 修士 課程)
稲 垣 洋子(三 重 県立 四 日市 工業高等 学校 教員)
柿崎 ヘイナル ド(マルアイユ ニティ勤務)
永 田セリアー二(ポル トガル語教 室ボランティア講 師)
内 容 セ ッション準備 、 ならび に文部科 学 省の取組 み と研 究者 の研 究活動 のインターフェイスにつ いて
討議
モダニズムと中東欧の藝術 ・文化
臘灘 鬻鑼 黷鍵醒慧:騨1聯:託:撚澱 蟹 な∵iilll
2004年11月15-22日
ポーランド美術 史家協 会(ワ ルシャワ ポーランド)
ニ コラウス ・コペルニクス大学(トルン ポーランド)
■亟匯團 匹■■■ 幽 勲 §囀 弊1一・ゴ 羮.詈}曩桟.ll撫纛1鸞 蠡 欝1＼_1ぐ こ一
VisitsOldCity
IewishHistoricalInstitute,IewishandPowazkiCemeteries
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2005年5月31日10:00-17:00
.大阪 大学中之 島センター10F佐 治敬三 メモ リァルホール
主催=大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」
後援=美 術 史学 会
10:00 開会の辞 圀府寺司(大阪大学)
「越境する芸術への問いかけ」
10:10 エフェル ト・ファン ・アイテル ト(アムステルダム大学)
「ファン ・ゴッホ 美 術界 に場 をもとめて」



































「〈教 育者〉としてのファン ・ゴッホ 観念 的美 術の グローバ リゼーションとその初期現 象」
13:00 クリス ・ス トルウェイク(ファン ・ゴッホ美術 館)
「オランダにお けるファン ・ゴッホ1900年 頃における近代美 術の導入 」
13:50 池 上裕 子(イェール大学/大 阪大 学)
「移動 と衝 突 ストックホルム近代 美術 館 におけるロバー ト・ラウシェンバーグの 《モ ノグラム》」
14:40 休憩
15:00 ア ンナ ・ブジスキー(ケ ンタッキー大 学)
「ヨーロッパのモ ダニズムと美術 をめ ぐる言説 のメカニズム ポーランドを中心に 」
15:50 圀府 寺 司(大 阪大学)
「〈芸 術 ・国家 ・世界〉 AICA(国際批 評家 連盟)ワ ルシャワ大会(1960年)」
16:40 閉会の辞
1シンポジウム:「中率 欧の近現 代芸 衛'、:,ll美衛1;建築i3;音楽 ボ演蔚'総 ・コ1:磁:1:1,'淡.縅/,'㌶濡
2005年10月30日一31日
大阪大 学中之 島センター
主催;大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」
科学 研究 費 基盤研 究(B)「中 ・東 欧の近現 代芸術 に関する国際 ・学 際共 同研 究」
■圃 ■■■■r嫁;
10:00-10:15圀 府寺 司(大 阪大学)
「モダニズムと中東 欧の芸術」
■美術健築
10:15-11:00 ピョー トル ・ピョトロフスキ(アダム ・ミツキェヴィチ大学 ポズナン
「「美術 史の二つ の声」につ いて」
ポー ランド)
11:QO-1L45 関口時正(東京外国語大学)
「ポーランド近代美術のいくつかの特殊性について マ テイコか らカントル まで」
12:00-12:45 アンナ ・ブジスキー(ケ ンタッキー大 学)1989年
「「現代 芸術」の歴 史 的論理 」
14:15-15=00イエジー ・マ リノフスキ(ニ コラウス ・コペルニクス大学 トルン ポーランド)
「ポーランドにお けるユダヤ人前衛芸 術家 たち 「若 いイデ ッシュ」グループ」
140 i覊魯縛3C勘 馨嬲 憐 最鶉建紛$匿)繧 翁 載}難k2蝋}4.、2翰羅蕚
15:00-15:45エレオノーラ ・ベ ルグマン(ユダヤ歴史研 究所 ワルシャワ)
「ワル シャワ ・シナゴーグの建築 」
16:00-16:45エヴァ ・フォルガッチ(アー ト・セ ンター ・カレッジ ・オブ ・デザイン、パ サデナLA)
「ハ ンガ リーのアヴァンギ ャル ドとその観衆 」
16;45-17:30 ペ トラー二 ・ジ ョル ト(ミューチャルノック美術 館 ブダペス ト)「島」






































10:00-10:45 レイチェル ・ベックレス ・ウィルソン(ロンドン大学)
「共産 主義下 に天 才は生 まれ るか?ブ ダペス トの音 楽美 学1949-89年」
10:45-11:30クレール ・レヴィ(ブル ガリア学 術 アカデ ミー 芸術研 究所 〉
「東、西、そ してポップフォーク1989年 以後 におけるブルガ リア音 楽アイデ ンティティの矛盾」
11:45-12:30 横 井雅子(国 立音 楽大学)




14:30-15:15アレクサンドル ・チェプーロフ(サンクト・ペテルブルグ演劇 アカデ ミー ロシア)
「セルゲイ ・ラドロフとヨーロッパ演 劇」
15:15-16:00ニ コライ・ペ ソチンスキイ(サンクト・ペテルブルグ演劇 アカデ ミー ロシア)
「演 劇 の左 翼戦 線1920～30年 代 におけるロシア、 ドイツ間の理 念 の移動 」
16:15-17:00 ヴラジスラフ ・イワーノブ(国立芸術 学研 究所 ロシァ)
「ディアスポラの ロシア演 劇 両大 戦 間のユ ーゴスラヴィアとラトヴィア」
17:00-17:45エ リザベス ・スー リツ(国立 芸術学 研 究所 ロシァ)
「ユーゴスラヴィアにおけるロシアの ダンサーたち マルガリータ ・フローマン、 クラウディア・
イサチェンコとエ レーナ ・ポ リャコー ワ」
17:45-18:00閉会の辞





































文 学 部 美 学 棟1FB13教 室
第2回 2004年4月26日16:20-19=00
文学部 美学棟1FBI3教室
伊 東信宏(大 阪大学 文学研 究科助 教授)
「民 族間の通 貨としての音 楽:モ ルドヴァを例 に」
第3回 2004年5月10日16:20-17:50
文学 部 美 学 棟1FB13教 室




圀府寺 司(大 阪 大学文学 研究 科教 授)
「近代 美術 史(学)と ユダヤをめ ぐる問題 問題設定と調査領域 」
第5回 2004年6月3日16:20-17:50
文学部 美学棟IFB13教室
佐々木茂 人(同志社 大学 非常勤 講 師)
「ゴルディンの 『野 生の人』か らカフカの 『変身』まで 削 られた第5幕 をめ ぐって 」
第6回 2004年6月14日18:00-19:30
文学部文学 部棟4F文41教 室
東欧ユ ダヤ音楽 クレズマー ・コンサ ー ト
樋上千 寿(大 阪大 学特 任研究 員 〈COE>)
「シュテ ートルの音楽:東 欧ユ ダヤ音 楽クレズマーとシャガール」
演 奏OrkesterDreydel
(樋上千 寿=ク ラリネット、 白石雅 子=ア コーディオン、金 谷優 里=ピ アノ)
第7回 2004年6月28日16:20-17:50
文学 部美 学棟IFBI3教室
三谷 研爾(大 阪大学 文学研 究科助 教授)
「世 紀転換 期 のプラハ ・ドイッ人社 会」
1躍轄無o諺 摸 廴;恥a鶉}蓮驫s嚢 鱸a露o継 し2濮}講・2§謬郵
第8回 イエジー ・マリノフスキー教 授(ニ コラウス ・コペ ルニクス大 学教 授)講 演会
2004年7月12日16:20-18:30
待 兼 山会 館2罫会議 室
第9回 バ ーバ ラ ・ブリュス=マ リノフスカ美 術部 長(ポ ーランド国立 美術 館近代 美術部 長)講 演会
2004年7月13日10:30-12:00
待 兼 山会館2F会議 室
第10回 2004年7月22日15:00-16:30
文学 部美学 棟IFBI3教室
小 島 亮(中 部大 学 国際関係 学部教 授)
「中欧 論再考」
第11回 2004年10月25日16:20-17;50
文学 研 究科本館2F第1会議 室
ズデ ンカ ・シュヴァル ツォヴァー(プ ラハ ・カレル大学 日本学 科科 長)
「チェコにおける日本文化研 究の歴史 と現状 」
第12回 2004年11月1日16:20-17:50
文学 部美学 棟IFBI3教室
伊東信 宏(大 阪大 学文学研 究 科助教 授)
三谷研 爾(大 阪大 学文学 研究 科助教 授)
樋 上千寿(大 阪大学 特任研 究員 〈COE>)
加 須屋 明子(国 立国 際美術 館 主任研 究官)
「モダニズムの越 境 ポーランド・ワークショップ に向 けて」
第13回 2004年11月29日16:20-17:50
文学 部美学 棟IFBI3教室
春 山清純(神 戸薬 科大学)
「ゴーレム伝説 の系 譜 プラハの ゴーレム像 を中心 として 」
第14回 2005年1月24日16:20-17:50
待 兼 山 会 館 会 議 室
1.スー ハ ン(ワ ル シャ ワ現 代 芸 術 ギ ャ ラリー 副 館 長)
"脇eInvisibleGallery"
第15回 2005年2月21日16:20-17=50
待兼 山会館 会議 室
ミロスワフ ・バウカ
磁



































共 通 教 育 管 理 講 義 棟6F会 議 室
DavidCrowley(イギ リス王 立 芸 術 学 院 デ ザ イ ン史 部 門)
"Fi
ndingPolandinIapan:PolishArtandRusso-IapaneseWar"
「日露 戦 争 期 の ポ ー ラ ン ドに お け るジ ャポ ニ ズ ム」
第17回 2005年3月14日16:20-17=50




中村 真(大 阪大学 文学 研 究科博士 後期課 程)
「いか にして レオ シュ ・ヤ ナーチェクは 「民 族 的」な芸術 音 楽を 目指 す に至 ったの か?;初 期の理
論 的著作 群を中心 に」
第2回 2005年5月20日16:20-17:50
文学 部美学 棟IFB13教室
永 田 靖(大 阪大学 文学研 究科 教授)
「亡命 ロシァ演劇 とモスクワ芸術 座プラハ ・グループ」
第3回 2005年6月17日16:20-17:50
文学 部美学 棟1FB13教室
若林 一弘(東 欧民 俗 学)
「『戦間期東 欧の民俗 学』始末」
※講演 はインタヴュー形 式(聞 き手:伊 東信 宏)
第4回 2005年7月8日 .16=20-18:30
共通 教育B棟B108講義 室
関 口時正(東 京外 国語 大学教 授)
「ポーランドの歴 史的モ ダニズム と歴 史的 アヴァンギャル ド 対立の構図」
第5回 2005年7月15日16:20-17:50
待兼 山会館2F会議室
西 成 彦(まさひご)(立命 館大 学教 授)
144 顳鯰縉繭囎 韓饕購谿i瀰嚢sむ覦鍵黙o《敷2窮94-20髄
「東中欧の多言語状況とモダニズム ポーランド分 割か らホロコース トまで」
第6回 2005年10月21日16:20-17=50
文 学 部 美 学 棟IFBI3教 室
`「阯
1emaandvariations"
バ ー ンク ・シ ャー リBankSary











小 野 尚子(大 阪大学 文学研 究科博士 前期課 程)
「アルフォンス ・ムハ作 《スラヴ叙事 詩》 演 出家 としてのムハ とその舞 台?一 」
第8回 2006年1月27日16:20-1750
文学部美 学棟1FB13教室
大 津留厚(神 戸大 学文学部 教授)
「『中央 ヨーロッパの可能性 』をめ ぐって」
コメンテーター 吉田耕太 郎(東 京外 国語大 学大学 院/大 阪大学 ドイッ文学 研究 室)
臨床と対話
蔭…難鑄騫耨臻 灘灘戀 戀 爨　彰…ξ毳嚢…靉{篝耄饕…塁§　妄嚢曇　籌韃曩　鬟蕘靉攀　き　蕪ξ臻…鬟髫き
2004年4月27日15:00-17:00
待 兼 山 会 館2F会 議 室




トイ ンビー ・ホー ル(英 ・ロン ドン)











共催:大 阪大 学21世紀COEプ ログラム 「インター フェイスの人文学」
イリノイ大 学 シカゴ校 ジェイン ・アダムズ ・ハル ・ハウス博 物館
巳死別の悲しみからの回復を助けるワ遍クショジプ㌧ い、.
2004年9月19日11=00-17:30
大 阪市立 大学看 護短期 大学
主催:21世紀COEプ ログラム 「インター フェイスの人文 学」臨床 と対話
1鬻黻驤讐 爨魏:靄徳"ギ
2004年10月30日14:00-16:30
日本 女子 大学百年館低 層棟5G6教室
主催:財 団法 人ラスキン文庫
共催1大 阪 大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」






菅 靖 子(津 田塾 大学助 教授)
「レッド・ノ、ウスの1世紀半」
146 柚 艶 畢「推 心鬱 錘翻灘 魯癬 豊ξ総s鵞 飆 諺 婁"隷(2載}4ぞ ξ}壽§
唇難禰 誕識 轗 懃 捧璽爨蠡羲難 蠹ii臟i、ミ鼕lii難蜜{i靉蘿鍵iliiiii鑓靉 難 }灘懇論{i韈iこ鷺議1夛轟 鯵,懇lli蠹
2004年12月1日一2日













医療 紛 争 にお けるMediationの可 能性
ThepromiseofMediationinmedicalconnilct
コーディネーター 稲 葉一人(科 学技 術文 明研 究 所)
14=00-16:30招 聘 講 師 との 意 見 交 換
招 聘 講 師:PeterRobinson(ActingDirectoroftheStrausInstitute)
IimStott(AssistantDirectoroftheStrausInstitute)
謙 灘 溜 蹴 ・鱗1・欝 ・繋;濃 ・轡:緋i;;懸編liii;;;;・
Mediation(調停)ト レーニングを体験 する
MediationTraining
コーディネーター 和 田仁孝(早 稲 田大 学法務 研 究科教授)
13;00-13:15ペ パダインロ スー クール ・ストラウス研究 所 の概 要
13:15-17:00 招 聘 講 師 に よる トレー ニ ング
招 聘 講 師:PeterRobinson(ActingDirectoroftheStrausInstitute)
IimStott(AssistantDirectoroftheStrausInstitute)
(1)STAR方式 に よる トレー ニ ング(い か に して トレ ーニ ング を行 うか)
(2)調停 にお ける 倫 理





コーディネーター.稲 葉一人(科学 技術 文明研 究所)
織









13:00-13:15ペ パダインロースクール ・ストラウス研 究所 の概 要
13:15-17:00招 聘 講 師 に よる トレー ニ ング
招 聘 講 師=PeterRobinson(ActingDirectoroftheStrausInstitute)
IimStott(AssistantDirectorof亡heS亡rausInstitute)
(1)STAR方式 に よる トレ ー ニ ング(い か に して トレー ニ ング を行 うか)
(2)調停 に お ける 法 律 家 の 役 割
被害者 と加 害者に とっての 語ることと聞か れることの意 味
TlleMeaningofbeheardbyandtalktofbrvictimesando丘enders







地域 か らのADRの 発 信
TheMessagefromLocalADRCenter
コーディネーター 岡村正 文(中 四国民 間調 停研 究会代 表)
14:00-15=30ADR実施団体による現状の報告
15:30-17:00 「裁判外紛争解決手続の促進に関する法律」施行後におけるADRの行方
巳¢G助糶 授乗/社会φなかめ扇 ζ判1¢擁 霊錘 ・5蔘i紳覊 華 川藻蹴 篶i臠擁黛…£:鰭・:靉、,=論蘇;;
2005年7月15日19:00-2LOO
彩都IMI大学 院スクール ・IMI大講 義室
主催;川 俣 ゼ ミ(CafeTalk+TadashiKAWAMATA主催 団体)
大阪 大学21世紀COEプログラム 「インターフェイスの人文学」
共催:大 阪大 学 コミュニケーションデザイン ・センター(CSCD)
彩 都IMI大学 院 スクール
148 勸短望謡c$糞鵠醗濫績定沁s難a驢鞣暢◎裳2蔭菷轟.2齪}愈

























後援:岡山県 倉敷市 岡山県教育委員会 倉敷市教育委員会 岡山県社会福祉協議会
倉敷市社会福祉協議会
1
第5回 ア ー ツ ・アンド・クラフツ運 動 史 国 際 会 議
5thInternationalConf6renceontheHistoryoftheArtsandCra丘sMovementJほly26-27
「国 際アーツ ・アンド ・クラフツ運動」
TheInternationalArtsandCraftsMovement
















リュー ク ・ゲ ー ガ ン(ト イ ンビー ・ホー ル 館 長)
11:30 「アーツ ・アンド・クラフツ運 動 とハ ル ・ハウス」
ペグ ・ス トローベ ル(ハル ・ハウス博 物館 館長)
13:30 講演 「19-20世紀 イングランドのアーツ ・アンド・クラフツ運 動」
ター ニャ ・ハ ロッド(イギ リス王立美 術大 学客員教授)
15;30 講 演 「ケル ト・デザインの伝 統 とアイルランド ・スコットランドの
アーツ ・アンド・クラフツ運 動」




















15:00 見学会(大原美術館・倉敷民藝館 ・児島塊太郎窯 ・備中和紙工房など)
18:30 関連行事(無料)
有隣会主催 「第50回大原孫三郎・總一郎記念講演会」
150 醜 簿 ギ龜 £黛 を曳撃難 濤郵 軈 警s弐}瀧縁$驪o薮2書 奪母.2龜蕁$
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「欧米 の地域 福祉 と日本」
RegionalWel血reoftheWorldandIapan
司会進 行 赤木 里香子(岡 山大 学助教 授)
9=20 挨拶 藤田和弘(吉備国際大学学長)
9:30 講演 「トインビー ・ホールとセツルメント運動」
リューク ・ゲーガ ン(トインビー ・ホール館長)
11:15 講演 「ハル ・ハ ウスとセッルメント運 動」
ペグ ・ス トローベ ル(ハル ・ハウス博 物館 館長)
13:45 ヨーロッパの地域 福祉 シンポジウム
「セッルメントとヨーロッパ の若 い世代 」
ヘンリ ・ブラーケンブルフ(オランダ教育 プロジェクト財 団ディレクター)
ジル ・ゴールズワージー(トインビー ・ホール館員)
ケイト ・ブラッドリー(ロ ンドン大学大 学院、 トインビー ・ホール嘱託館 員)
アンジェラ ・ジョンストン(バッキンガムシャー ・チルタンズ大学 大学 院)







「日本の 地域福 祉 と岡山 ・倉 敷」
RegionalWelfareofIapanandKurashiki,Okayama
司会進 行 要 真 理子(大 阪 大学講 師)
9:10 挨拶 岡田喜篤(川崎医療福祉大学学長)
9:20 講演 「近代日本における岡山県の福祉 ・文化の歴史的重要性」
繊



















ホテル奥 道後コンベ ンションホール 「錦晴 の問」
主催:大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」
共催:大 阪大学 コミュニケーションデザイン・センター 愛 媛和 解支 援センター
後援:愛 媛大 学 愛 媛新 聞社 愛 媛県土 地家屋 調査 士会 土 地家屋 調査 士会 四国ブ ロック協 議会
愛 媛県マ ンション管理士 会 松 山市 社会福 祉協 議会 愛媛 県行 政書士 会






中岡成文(大 阪大学文 学部教 授/大 阪大学 コミュニケーションデザイン・センター長)





















「地域 か らのADRの発信 市 民と一緒 に紛争 を解決する 市 民連携 」
パ ネリス ト
NPO法人 日本メディエー ションセンター(東 京)NPO法 人シヴィル ・プ ロネット関西(大 阪)
中四国メディエーション ・センター(広 島)赤 ひげネット(島根)愛 媛和 解支援 セ ンター (愛 媛)





クレオ大 阪北(大 阪市 立男女共 同参画セ ンター北部館)会 議 室1
主催:大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文 学」
共催:大 阪大 学 コミュニケーションデザイン・センター
平成17年度 厚労省科 研費 「根 拠 に基 づ くガイ ドライン」の適切 な作 成 ・利用 ・普及に向けた




























1神 炉 中越被 災鮫 瀬 オー ラペ ・ll・r、、:醜:。:.:・琢 ・…鎖 内.虞擁 、靉:総 辧 ◎ll邃
2006年1月23日
人 と防災 未 来センター防災 未来館(神 戸 市)
主 催:神 戸 一中越 被 災 地 交 流 実 行 委 員 会
(日本災害救 援 ボランティァネットワーク、震 災がつ なぐ全国ネットワーク、 中越復 興
市民 会議 、大 阪大学21世紀COEプ ログラム 「インターフェイスの人文学」臨床 と対話)
共 催:大 阪大学 コミュニケーションデザイン ・センター
後援:人 と防災 未来 センター





























長 岡市 ・小 千谷市 グループでの議論
ファシリテーター 黒 田裕 子(特 定非 営利 活動 法人 阪神高齢 者 ・障害者
ネットワーク理事 長)




大 阪大学 吹 田キャンパス銀杏 会 館(ホール ・会 議場)
主催:大 阪大 学21世紀COE「インターフェイスの人文学」
共催:大 阪大学 コミュニケーシ ョンデザイン ・センター カフェフィロ(Ca色Philo)
特定非 営利 活動法 人 シヴィル ・プロネット関西 長崎 伝習所 メディエーション研究 塾
特定非 営利 活動法 人 日本メデイエーションセンター 愛 媛和解 支援 センター





10:30-13:00哲学 カフェは対 話文化の なかでどのような役 割 を果 たすのか
《カフェフィロ(Caf6Philo)》
発 表者 本 間直樹(カ フェフィロ代 表)
樫本 直樹、 高橋 綾、松 川絵里(以 上 カフェフィロメンバー)
引眺





















10:00-12:00 メディエーションを広く社 会 に普及する方 法
《長 崎伝 習所メデイエーション研 究塾 》
発 表者 梅 枝眞一郎(長 崎 伝習 所メデイエーション研 究塾 代表)、他 メンバー6名













大 阪大 学中之 島センター
コーディネー ター 永 田 靖(大 阪 大学大 学院教 授)
聾 韈韻韈 蠶蕣 靉藩灘講i難1轟發1鑿き!
5月25日 18:30-20:00
講演 「生 と死 の習俗 その伝 統 と現代」

















大 阪大学 中之島セ ンター
主催:(財)懐 徳 堂記念会
シンポ携 ・ワークショップ ・セミナー・研究会一覧 157
10月26日 18=30-20:30
ヴァーチ ャル日本語 「役割 語」とは何か
金水 敏(大 阪大学 大学 院教授 国語 学 ・言 語 学)
10月27日 18:30-20:30
ジェンダーと日本語
佐竹久仁子(武 庫川 女子大学 非常勤 講師 日本語 学)
10月28日 18:30-20:30
日本語 は一言 語か




特別公 開 ワークショップ 〈Digital自分CMWORKSHOP>
日程2004年7月20-22日
内容 自分 を紹介 するマルチメディァ映像 を参加 者それ ぞれが作成 して発 表。
講師 久保 田テツ(早稲 田大学 メディアネットワー クセンター非常勤 講師)
映像 ワー クショップ 「ココロゆ さぶ ら劇 場」
日程2004年6月16、30日 、7月1日
内容 自分 の心がち ょっとゆさぶ られるものを撮 影 ・編 集 し、1分程度 の小 作 品をつ くる。
講師 久保 田美 生(メディアラボス タッフ ・特任研 究 員)
まっさらな 自分本 をつ くる
日程2004年7月6-8日
内容 オリジナルのハ ードカバー の本 をデザインし、DTP&手製 本 に挑 戦す ることを通 して、本 の 「もの」
としての側面 を捉 える。
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講師 西 田優 子(メ ディアラボスタッフ ・特 任研 究員)
情報 デザインワークショップ
日程2004年7月19-20、22日
内容 身近 なモノや コトを再考 察 し、手 や体 を動か して 「情報 デザイン」を感覚 的に身につ けてい く。
講師 清水 良介(CSCD特任 助手)
〈特 別 ワークショップ〉映 像編 集 ソフトウェアを利 用 した音響 制作 ワークショップ
日程2004年7月11-13日
内容 ビデオカメラで音 を収録 し、その素 材 を映像 編 集ソフト上でエディットしなが ら 「映像付 き音響 作
品」を制作 。 日常生活 に溢 れ るサウンドのあり方 を意識 的 に捉 えることを目指す,
講師 久保 田テツ(CSCD特任講 師)
映像 編 集ワークショップ
日程2005年12月20日 一1月20日
内容 ドキュメンタリー映像 の制作 。基 本 的な撮影 編集 の技 術 を用いて 「映 像 で伝 える」ことを体 を通
して学 ぶ。
講師 久保 田美生(メデイアラボスタッフ ・特任研 究 員)
グラフイックデザインワークショップ
日程2006年1月26-27日 、2月2-3、7-9、16日
内容 パ ロディ広 告(ア ドバス ターズ等)を ヒントに、 発想 された グラフィックをlllustrator等で作成 し、
Tシャツにシルクスクリーンを用いてプ リントする。






メディアとの関係 性か ら生 まれる 「音 の意 味」を、複 製 技術 誕 生以 降の音 楽 の歴 史や フィー ル ド
ワークか ら学 ぶ と共 に、 具体 的に 「映 像 に音をつける」実習を通 じて検 証 してゆ く。
小 島 剛(音楽 家、NPO大 阪アーツアポ リア副 理事)
情報/映 像 を 「書 く」remoscopeworkshop/映像 を 「書 く」ため の身体づ く り
日程7月12-13、19-20日
内容 規定 されたル ールの範 囲で 映像 作 品を制作 、 そ の後 、 それ らの 作 品を囲み、 「句 会」のように
己暾
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講師
語 らう映像 表現 ワークショップ 厂remoscop¢」を通 じ、 映 像 で 厂書 く」ことの できる身体 づ くりを
目指 す。
甲斐 賢治(NPOremo記録 と表 現 とメディアのための組織 ・代 表理事/NPOrecip地域 文化 に関
する情 報 とプロジェクト・理 事)
プ ログによるマルチメディア情報 発信
日程7月12-13、19-20日
内容 「日記サイト」とほ ぼ同義 に捉 えられるようになったプ ログについて、今 あ らためて機能 と特性 を
理 解 し、 さらにマルチメディア化 などの 進化 を学 びなが ら、 実 際の 開設 と運営 に必要 な技術 を
学 ぶ。
講師 岩淵 拓郎(美 術家/メ ディアピクニック代 表)
写真 か らつ くる映像
日程7月27-28日 、8月3-4日
内容 アニメーションの技 法 を用いて映像 作品 を制作 。素 材 を静止画 に限定 し、それ らを写真 加工 ソフ
トで切 り抜 き、動 きを与えて アニメーションを作 成。
講師 久保 田テツ(CSCD特任講 師)






「デザイン」という言 葉 は、 グラフィック、 ウェブ 建築 、 ファッションなど様 々な分 野で使 われて








アナ ロ グゲー ム制作 か ら考 え る遊 び のルー ル とグ ラフ ィック
1月15、17、18、24、25日、2月13-14日
岩淵 拓郎
井垣 明子(メディァスタッフ・特 任助 手)
実 際の ゲーム制作 を通 し、 遊び を遊 びとして成立 させるための要 素について考 えなが ら、実 際 に
オ リジナルの 「アナ ログゲーム」を制作 する。(あわせ てDTPソ フトの技 術 講習 も行 う。)
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204701インターフェイス人文学講義 社会の中の人文学 鷲田清 一 2 1学期
204710歴史学方法論講義 歴史学のフロンティア 秋田茂ほか 弖 逓年
204720メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺司ほか 2 1学期
204721メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺司ほか 2 2学期
202313 日本文学作家作品研究演習 日本文学と〈翻訳〉 後藤昭雄ほか 2 2学期
203722社会言語学演習 ネオ方 言のフィー ルドワーク 真田信治 4 通年
203702現代日本語学講義 現代日本語研究の中心と周辺 工藤眞由美 2 2学期
204110芸術学講義 メディア論研究 藤田治彦 4 通年
204142美学講義 芸術 とメディァ2 大橋良介ほか 2 1学期
204317音楽学講義 芸術とメディァ2 根岸一美ほか 2 1学期
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211093コミュニケーション社会学演習1(C) グローバ リゼーションのなかの 日本 の
ポピュラーカルチ ャー 伊藤公雄 2 1学期
211094コミュニケーション社会学演習II(C)グローバ リゼーションのなかの 日本 の
ポピユラーカルチ ャー 伊藤公雄 2 2学期
210702文明動態学演習1 西洋思想史における知識人の役割 WO1髦angSchwen亡ker 2 1学期
210703文明動態学演習II 西洋思想史における知識人の役割 WolfgangSchwentker2 2学期
210709 入類学演習1(A) トランスナショナリティ研究論文講読 栗本英世 ・小泉潤二ほか 2 1学期
210710人類学演習II(A冫 トランスナショナリティ研 究論文講読 小泉潤二・栗本英世ほか 2 2学期
211067 人類学演習1(B) トランスナショナリティ研 究講義 小泉潤二・栗本英世ほか 2 1学期
211068 人類学演習II(B) トランスナショナリティ研究講義 小泉潤二・栗本英世ほか 2 2学期
210810地域共生論特講 地域共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学期
210818国際協力論特講 アフガン遠隔教育 中村 ・内海 ・渥美 2 1学期
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300110言語コミュニケーション論A 社会言語学の課題 津田葵 1 1学期
300120 言語コミュニケーション論B 社会言語学の課題 津田葵 1 2学期
300112言語コミュニケーション論A 批判的社会言語学の可能性 山下仁 1 正学期
300122言語コミュニケーション論B 批判的社会言語学の可能性 山下仁 1 2学期
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209700インターフェイス人文学特 殊講義 科学技術と倫理1 稲葉一人ほか 2 1学期
209701インター フェイス人文学特殊講義 科学技術と倫理II 稲葉一人ほか 2 2学期
209710インターフェイス人文学特殊講義 医療 ・生命の倫理 霜田求ほか 2 1学期
209711インターフェイス人文学特殊講義 生と死と生活の現場から 霜田求ほか 2 2学期
209721インターフェイス人文学 特殊講義 〈公共〉への参加と対話:誰のための科学? 渥美公秀ほか 2 2学期
209730インターフェイス人文学 特殊講義 社会の中の人文学 鷲田清一 2 1学期
209740歴史学方法論特殊講義 歴史学のフロンティア 秋田茂ほか 4 通年
209750 メディァ人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺 司ほか 2 1学期
209751メディァ人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺 司ほか 2 2学期
206114日本学研究方法論特殊演習 日本研究の展開 中村生雄ほか 4 通年
206140文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題1 冨山一郎 2 1学期
206141文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題2 冨山一郎 2 2学期
207313日本文学作家作品研究特殊演習 日本文学と〈翻訳〉 後藤昭雄ほか 2 2学期
208721 社会言語学特殊演習 ネオ方言のフィール ドワーク 真田信治 4 通年
208703 現代日本語学特殊講義 現代日本語研究の中心と周辺 工藤眞由美 2 2学期
209110芸術学特殊講義 メディア論研究の諸問題 藤田治彦 4 通年
209142 美学特殊講義 芸術 とメディア2 大橋良介ほか 2 1学期
209350音楽学特殊講義 芸術 とメディァ2 根岸一美ほか 2 1学期
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211正20 文明動態学特別研究1(B) 科学技術と倫理1 稲葉一人ほか 2 1学期
211121文明動態学特別研究II(B) 科学技術と倫理II 稲葉一人ほか 2 2学期
211118文化社会学特別研究1(B) 医療 ・生命の倫理 霜田求ほか 2 1学期
211119文化社会学特別研究II(B) 生と死と生活の現場から 霜田求ほか 2 2学期
塩'E湘 163
211122地域共生論特別研究1(B) 社会の中の人文学 鷲 田清一 2 1学期一
2U正23 地域共生論特別研究II(B) 〈公共〉への参加と対話誰 のための科学2 渥美公秀ほか 2 2学期
211116コミュニケーション社会学演習1(C) グローバ リゼーションのなかの 日本 の
ポピュラーカルチャー 伊藤公雄 2 1学期
211117コミュニケーション社会学演習II(C)グローバ リゼーションのなかの 日本 の
ポピュラーカルチャー 伊藤公雄 2 2学期一






文明動態学演習II 西洋思想史における知識人の役割 WolfgangSchwentker2 2学期
210959 人類学演習1(A) トランスナショナリティ研 究論文講読 栗本英世 ・小泉潤二ほか 2 1学期
210960人類学演習II(A) トランスナショナリティ研 究論文講読 小泉潤二 ・栗本英世ほか 2 2学期




211073 人類学演習II(B) トランスナショナリティ研 究講義 小泉潤二 ・栗本英世ほか 2 2学期
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300590言語コミュニケーション論特 別研究Aデ ィスコース研究の理論と実際 津田葵 2 1学期
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中東欧モダニズム研究 圀府寺司、永田靖ほか 4 通年
204710歴史学方法論講義 歴 史学 のフロンティア 秋田茂ほか 4 通年
204720メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺司ほか 2 1学期一
204721メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺司ほか 2
一
2学期
201531 東洋史演習 世界史の中の東南アジア大陸部(1) 桃木至朗 2 1学期
一
201532 東洋史演習 世界史の中の東南アジア大陸部(2) 桃木至朗 2 2学期　
202322日本文学講義 英語論文から見る日本文学研究 荒木浩 4 通年
203722 社会言語学演習 地域 語のフィー ルドワーク 真田信治 4 通年
203702現代日本語学講義 複数の日本語と言語類型論 工藤眞由美 2 2学期
204317芸術学総論講義 芸術 とグローバ リズム 大橋良介ほか 2 1学期
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211312インターフェイスメディア論特 定演習
コミュニケーションと学習に関する





日本文化受容 ① 伊藤公雄 2 1学期
211314インターフェイス社会学特定演習II グローバ リゼーションのなかの日本文化受容(2) 伊藤公雄 2 2学期
211315インターフェイス文明学特定演習1 西洋思想史研究における日本の思想 W・1fgangSchwentker 2 1学期
211316インターフェイス文明学特定演習II 日本思想史研究における西洋の思想 W・1fgangSchwentker 2 2学期
211317インターフェイス人類学特講1 トランスナショナリティ研 究セミナー 小泉潤二・栗本英世ほか 2 1学期
211318インターフェイス入類学特講H トランスナショナリティ研究セミナー 小泉潤二・栗本英世ほか 2 2学期
211319インターフェイス共生論特講 地域共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学期
言語文化研究科
覈難雛"融 轟鰯 牌 噂 転ゆ 蝋 庶 厭韃顯懿轟蕪蕪鑿鰯 隷難i糠讖i灘i鑼1慧蝦 嶽 霧藝ii轟鑼 黷i鸚講1嚢i聾講
炉宮浮嘸峡亭膵寧鷲島
鑞絛晒導輝 咽騨靉購 轗 鬘i
300219言語 コミュニケーション論A 社会言語学の課題 津田葵 2 1学期
300220言語 コミュニケーション論B 社会言語学の課題 津田葵 2 2学期
300319 応用言語学特論A 応用言語学の可能性 山下 仁 2 1学期
300320応用言語学特論B 応用言語学の可能性 山下仁 2 2学期
300321応用言語学特論A 学習と社会的現実の構成における言語の媒介的役割 西口光 一 2 1学期
300322応用言語学特論B 学習と社会的現実の構成における言語の媒介的役割 西 口光一 1 2学期
300229言語技術特殊研究A 言語とイデオロギー(1) 植田晃次 2 1学期
300230言語技術特殊研究B 言 語とイデオロギー(2) 植田晃次 2 2学期
1靉韆難馨顯纏 磁嚢籌韓1騫爨i議難蟻繋簔ミi靉嚢蕪il薫隷iil羅難i類蟻蟻嚢羅蘿鑿嶽嚢繋議i蓁講篷議韈藻i韓靉暴難蕪蕪纛溝審鬟犠犠叢養総蓉驚鬟篷
文学研究科
鑾韈難靉讖織鷺鸚難議講黥購灘懸難 鱗議 靉講窺講懸靉獵懸1 轢靆懿溝撚讖講1辮1黙瞬蟹1
209700インターフェイス人文学特殊講義 科学技術と倫理1 稲葉一人 ・講師ほか 2 1学期
209701インターフェイス人文学特殊講義 科学技術と倫理II 稲葉一人 ・講師ほか 2 2学期
2Q9710インターフェイス人文学特殊講義 臨床医療の現場から 霜田求・講師ほか 2 1学期
209721インターフェイス人文学特殊講 義 〈公共〉への参加と対話:誰のための科学? 渥美公秀ほか 2 2学期
209730インターフェイス人文学特殊講義 社会のなかの人文学 鷲田清一 2 1学期
209760インターフェイス人文学特殊演習 中東欧モダニズム研究 圀府寺 司、永田靖ほか 4 通 年
209740歴史学方法論特殊講義 歴 史学 のフロンティア 秋田茂ほか 4 通 年
209750メディア人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺 司ほか 2 1学期
209751メディア人文学特殊演習 人文学研究におけるメディァ利用実習II 圀府寺 司ほか 2 2学期
206531東洋史特殊演習 世界史の中の東南アジァ大陸部(1) 桃木至朗 2 1学期
COE科目
十'65
206532東洋史特殊演習 世界史の中の東南アジア大陸部(2) 桃木至朗 2 2学期
207322日本文学特殊講義 英語論文から見る日本文学研究 荒木 浩 4 通年
206114 日本学研究方法論特殊演習 日本研究の展開 冨山一郎 ほか 4 通年
206144文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題1 冨山一郎 2 1学期
206ユ45 文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題2 冨山一郎 2 2学期
208721社会言語学特殊演習 地域語のフィール ドワーク 真田信治 4 通年
208702 現代日本語学特殊講義 複数の日本語と言語類型論 工藤眞由美 2 2学期
209350芸術学総論特殊講義 芸術 とグローバリズム 大橋良介ほか 2 工学期
人間科学研究科
1麟キ龍・蘇媒 鴎 囁 〆 ・一 ∬…。講蠣 宣∫戳.三隆 二凛 囁勤1…鸞 誇騨1 邇讖 職…艢 雛1畷.攣1、 ・,・ ρ二'駕. 手 亭
211430インターフェイス社会 学特別演習1 グローバリゼーションのなか の日本 文化受容(1) 伊藤公雄 2 1学期
211431インターフェイス社会学 特別演習II グローバリゼーションのなかの日本文化受容 ② 伊藤公雄 2 2学期
211432インターフェイス文 明学特 別演習1 西洋思想史研究における日本の思想 WolfgangSGhwentker2 1学期
211433インターフェイス文明学特 別演習II 日本思想史研究における西洋の思想 Wol`gangSchwentker2 2学期
211434 インターフェイス人類学特 別講義1 トランスナショナリティ研究セ ミナー 小泉潤二・栗本英世ほか 2 1学期
21互435 インターフェイス人類学特 別講義II トランスナショナリティ研究セ ミナー 小泉潤二・栗本英世ほか 2 2学期
211436インターフェイス共生論特 別講義 地域共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学期
言語文化研究科
諺業薯:ドl/孃繍 躯 、1態1索 講 義 題 酪 …∴:∵1三…,・・∴ ∴=巉 槻1囁 ・
乳 早 、内 『 臼 再匸撃
酬 塗…吭慝申串、
慝 凡 官 ・,似 内
礬購 …脳…轢 教篤 蠧i回無1麟;・P.囁・ 一 こ い 、、=ち臼 窄 舜 弄
300507言語コミュニケーション論特別研究A デイスコース研究の理論と実際 津田葵 2 1学期
300508言語コミュニケーション論特 別研究B デイスコース研究の理論と実際 津田葵 2 2学期
300551言語文化教育論特別研究A 社会的現実の構成と言語発達 西 口光一 2 1学期
300552 言語文化教育論特別研究B 社会的現実の構成と言語発達 西 口光一 2 2学期





i覊羈韈、灘 鑼 羅糠轟li蕪聾 蟻li織 轣 撫i韓ll蟻撫 魏ll韈馨1鞴 飜鸚 審嚢i艦ミi叢灘羹麟 醗i
204701インター フェイス人文学講義 社会のなかの人文学 鷲田清一 2 2学期
204730インターフェイス人文学 演習 中東欧モダニズム研究 圀府寺 司ほか 2 通年
204710歴史学方法論講義 歴史学のフロンティア 秋田茂ほか 4 通年
204720メディア人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺 司ほか 2 1学期
204721メディァ人文学演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺 司ほか 2 2学期
203722社会言語学演習 方言のフィール ドワーク 真田信治 4 通年
203702 現代日本語学講義 言語接触論からみた日本語の諸相 工藤眞由美 2 2学期
204317 芸術学総論 芸術と場所 永田靖ほか 2 1学期
入間科学研究科
ii鬱飜 鑠鑿黙 灘i蛭i轟羅i霧盤難 毳灘鞴 購攤掻1鍖ll韃轟蟻　靆 攤i轟講li講難1
早
覊lP舮配究 亭鼻毓賠瑞牌懸 辮i
211312インター フェイスメディア論特定演習 コミュニケーションに関する理 論と方 法 前迫孝憲 2 1学期
211313インター フェイス社会 学特定演習1 イメージとしての「日本」を考える(1) 伊藤公雄 2 1学期
211314インターフェイス社会学 特定演習II イメージとしての 「日本」を考える(II) 伊藤公雄 2 2学期
211315インターフェイス文明学特定演習1 都市空間と文化理論 WolfgangSchwentker2 1学期
211316インター フェイス文 明学特 定演習II ハンナ ・アーレントと日本政治思想 Wo1㎏angSchwentker 2 2学期
211317インター フェイス人類学特 講1 トランスナショナリティ研究セミナー 小泉潤二・栗本英世春日直樹 2 1学期
211318インターフェイス人類学特講H トランスナショナリティ研究セミナー 小泉潤二・栗本英世春日直樹 ・中川敏 2 2学期
211319インター フェイス共生論特 講 共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学期
言語文化研究科
覊鞣 離i囁.鄲 い赫邸胴 鎚 i難欝嚇轢1韓 飜購 轟 、鑿箋}議羹懲議蘿i義1靉蘿 韜 講 靉1聾講鱗1;1講難羹灘鑷熊轟黙1窮灘
300327応用言語学特論A 応用言語学の可能性 山下仁 2 1学期
300328応用言語学特論B 応用言語学の可能性 山下仁 2 2学期
300229言語技術特殊研究A 言語とイデオロギー 植田晃次 2 1学期





・授業註;鰹i膳舞蝋 麟 ジ 鳥 蒸蒙鵬
撃・ 臼w窄 旧 早 隅 遣 亭 臼 尸囁亭・軈轡齢歉纏 蘓 靉i鎌;ぼ鸞1:陰妻1謙纛癬 瓣 灘;i蒙il躑靂 ・穿P匸臣亭
209700インターフェイス人文学特殊講 義 科学技術と倫理1 稲葉一人ほか 2 1学期 一匿
209701 インターフェイス人文学特殊講 義 科学技術と倫理H 稲葉一人ほか 2 2学期
-
209721インターフェイス人文学特殊講 義 〈公共〉への参加と対話:誰のための科学? 渥美公秀ほか 2 2学期
.






209760 インターフェイス人文学特殊演習 中東欧モダニズム研究 圀府寺司ほか 2 通年
209740 歴史学方法論特殊講義 歴史学のフロンティア 秋田茂ほか 4 通年
齟
209750メディァ人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習1 圀府寺司ほか 2 1学期 一
209751 メディァ人文学特殊演習 人文学研究におけるメディア利用実習II 圀府寺 司ほか 2 2学期
206146日本学研究方法論特殊演習 日本研究の展開 冨山一郎ほか 4 通年
-
206144文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題1 冨山一郎 2 1学期
.
206145 文化交流史特殊演習 歴史記述にかかわる理論的諸問題2 冨山一郎 2 2学期
208721社会言語学特殊演習 方言のブイー ル ドワーク 真田信治 4 通年
.
208702現代日本語学特殊講義 言語接触論から見た日本語の諸相 工藤眞由美 2 2学期
209350芸術学総論 芸術と場所
引
永田靖ほか 2 1学期 一
.
人間科学研究科
捜韓羅 華翻 酩1∵ 、 ,;:鷲灘 綜 、
弄" ・ 凧 ・ ヌ。験 ・融 「 ・覊; 1'… 囁講靉 鷓 臠爨1鸞・編 …欝ざ1瀦〆"冗 慝 亭 鐸 攤鷺罷認 羈乏灘聯 … 羅静 毅.・ 売 ・ ぐ.卑 嫉 『 売'" ㍗舜 亭遮 売 帆 兜 売
211430インター フェイス社会学特別演習1 イメージとしての「日本」を考える① 伊藤公雄 2 1学期
2ユ1431 インターフェイス社会学特別演習II イメージとしての「日本」を考える(II) 伊藤公雄 2 2学期
2U432 インター フェイス文明学特別演習1 都市空問と文化理論 WolfgangSchwentker2 1学期
211433インターフェイス文明学特別演習II ハ ンナ ・アーレントと日本政治思想 WolfgangSchwentker2 2学期







211436インターフェイス共生論特別講義 共生論の最前線 一 臨床現場と語り 渥美公秀 2 1学期
168 軌戀爵欝薄爽葛囃謹盤i雛罌s舞欲萄慈駐破20鱗 ・芝欝6
新聞 ・テレビ等の報道、出演 他
メンバーの肩書 きにつ いては1部 「研 究 メンバ ー一覧 」を参 照の こと。
.涙㌔甲璋.昆.輻."淋輪.`.㈹帽 腿.甲亭焉鷲.唖r鼠碍哢伊.臣儒肌雫






























大 阪大学 コミュニケーションデザイン ・センター


























大阪大 学コミュニケー ションデザイン・センター 、

























が行った試行 プログラムの一つ 「模擬 コンセンサ
ス会議」に関する織 井優佳記者署名記事
臨床と対話






センター 一 市民と対話で き




























伊藤 遊 イメージとしてのく日本 〉
2006.ll.4新聞 リビング京都 東南
2006年11月4日号特 集 「情
報の宝庫 図書館 が面 白い!」
伊藤 遊が インタビューイとして登場 。京都 国際マ
ンガミュージアムの概要紹 介と同時に、 日本にお
けるマンガ文化隆盛 の背景 としての大 人/子 ども
文化境 界曖昧性 についての解説 。






























表 智之が インタビューイとして登 場。京 都 国際
マンガ ミュージアムの概要紹 介と同時に、 ポピュ
ラーカルチャーとしてのマンガの日常性 について
解説。





地理 ・日本史 ・世界 史の専門家各1人へ のインタ







ンガミュージアムの所蔵 資料 を紹介 すると同時
に、エロマンガ雑誌の歴史について解説 。










蹴癬 驪 韓藁雪黼 海a鱒 雄露3蝋 駕鋳.2韓尋
2006.12.27新聞 朝 日新 聞
2006年12月27日連載
「まんが 熱京」







お けるマンガ研 究のあ り方の展 望 と、 市民参 加
型施設 としての京都国際マンガミュージアムの役
割について解 説。
表 智之 イメージとしての〈日本 〉
2007.2 雑誌 日本 経済新聞社
『日経トレンディ』
2007年2月号


































伊藤 遊 イメージとしてのく日本 〉
新聞 ・テレビ等の報道、出演 他 171
個人業績一覧
第2部031ペー ジ～062ペー ジに含 まれる業績 は原則 として除 きます。




















『ちぐはぐな身体 ファッションって何 ～』,ちくま文庫,筑 摩 書房,2005/1
(共編 著)『表 象 としての身体 』(野村 雅一氏 との共 編著 〉叢書 《身体 と文化 》第3巻,大 修 館 書
店,2005/7
『〈想 像 〉の レッス ン』,NTT出版 ライブラリー リゾナント015,NTT出版,2005/10
『てつが くを着て、 まちを歩 こう』,ちくま学 芸文 庫,筑摩 書房,2006/6
『感覚 の幽い風景』,紀伊 國屋書 店,2006/7
『「待つ」ということ』,角川選 書,角川学 芸出版,2006/8
(共編著)『身体 をめ ぐるレッスン(全4巻)』(荻野美穂 ・石 川准 ・市 野川容 孝氏 との 共編 著),岩
波 書店,2006/11-2007/2
(責任 編集)『「夢み る身体Fantasy」(身体 をめぐるレッスン ・D』,岩波 書店,2006/11
(共著)『生命,第 ユ章 講義 の七 日間 生命 に肉薄する言葉 』(岩波応用倫理 学講 義第1巻),岩
波 書店,2004/7
(共著)『ケアの社会 倫理学 医療 ・看 護 ・介 護 ・教 育 をつ なぐ 第6章 臨床哲学 とケア』,有
斐 閣選書,PP.181-200,2005/8
(共著 〉「倫理 」,『ドイッ観念 論を学ぶ人のために』,世界思想社,pp.144-157,2006/1
『スピノザ の世界 神あ るいは 自然 』,講談社,2005/4/1
(共編 著)「第3部 第2章 ス ピノザ と真 理 」,『真 理の 探 究 一17世 紀 合理 主 義 の射 程』,知泉
食官,pp.155-176,2005/6
『スピノザ 「無神 論者」は宗教 を肯 定で きるか』,日本放 送 出版 協会,2006〃ノ2
(共著)「学 説と人格 のあわい 「哲学 史」の成 立条件 を求 めて」,『西洋 哲学史観 と時 代区分』,
昭和堂,pp.265-311,2004/10
剣麟}









田 中 朋 弘
直 江 清 隆




(共著)「美 の かた ち 身体 性 の 観 点か ら」,竹市 明 弘 ・小 浜 善 信編 『哲 学 は何 を問うべ き
か』,pp,225-244,晃洋書 房,2005/10
『生と権力 の哲学』,ちくま新 書,筑摩書房,200615
(共著)『生命 と現実 木村 敏 との対話L河 出書房 新社,2006/10
(共著)「カントにコミュニケーション合 理性 を読 み込む可 能性 について」,御子 柴善之 ・檜 垣 良成編
『理性へ の問い』,晃洋書房,pp」19-139,2007/1
(共著)『ポス トモダン時代の倫 理』,ナカニシヤ出版,2007
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(書評)「「み っともない」からやめ るのです 村上 陽一郎 『や りなお し教養 講座 』」,『朝 日新 聞』朝
干U,2005/2/20
(書評)「えらぶ らず、 ぎ りぎ りまで 考 える 福 田定 良 遺 稿 集 『堅 気 の哲 学』」,『朝 日新 聞』朝
干U,2005/3/20
(解説)「南木 佳士 『神 か くし』」,文春文 庫,文藝 春秋,2005/4
(書評)「木 田 元 『新人生 論ノー ト』」,『日本経済 新 聞』朝刊,2005/4/10


































































(書評)「「人生 まるごと」の仕事入 を訪 ねる旅 秋 山真 志 『職業 外伝 』」,『朝 日新聞』朝 刊,2005/
5/15
(書評)「「似 ている」か ら始 まる思 考の魅力 松 田行正 『眼 の冒険 デザインの道具箱』」,『朝
日新聞』朝刊.2005/6/26
(書評)「「人 間 よ りも進 み す ぎた」隣 人 に 学 び た い 山 際 寿 一 『ゴ リラ』」,『朝 日新 聞』朝
干旺,2005/7/3
(書評)「〈弱 さ〉晒 す人 間 同士 のい たわ りの作 法 永 沢光 雄 『声 をなくして』」,『朝 日新聞 』朝
干U,2005/7/31
(書評)「体 験 を引 き受 けなおす真 摯 な自己描 写 宮地 尚子 『トラウマの医療 人類 学』」,「朝 日新
聞』朝 刊,2005/9/18
(書評)「変 化 し続 ける路 上生 活 者住 居 の記 録 長 嶋千 聡 『ダンボールハ ウス』」,『朝 日新 聞』朝
干U,2005/10/23
(書評)「微 細 な応答 の積 み重 ねで 「特異 」を解 く 森 岡正芳 『うつ し/臨 床の詩 学』」,『朝 日新 聞』
朝 干U,2005/10/30
(書評)「音 楽の 「なぜ」を精密 に語 るこ とばたち 『グ レン ・グール ド発言 集』」,『朝 日新 聞』朝
干日,2005/11/20
(書評)「無 視されて きた西欧 の辺境 で小説 は進 化 した ミラン ・クンデラ 『カーテン7部 構
成の小説 論』」,『朝 日新 聞』朝刊,2005/12/4
(書評)「見 晴 らしのよい 「最強 の民 族音 楽」史 岡田暁生 『西洋音 楽史』」,『朝 日新 聞』朝刊,2005/
12/18
(書評)「「自己統 治」強調で制 約がより大 きく 齋藤純 一 『自由』」,『朝 日新 聞』朝刊,2006/1/29
(書評)「市 民 との公 共 的な討 議で 方 向の模 索 を 中島秀入 『日本 の科 学/技 術 は どこへ い くの
か』」,「朝 日新 聞』朝 刊,2006/2/26
(書評)「水平 的 な共 生 めざす 「まつ ろわ ぬ」宣 言 『ピープルの思 想 を紡 ぐ』」,『朝 日新 聞』朝
干U,2006/3/19
(書評)「「静 か な革命 家 」に密 着 して 描 いた肖像 瀧 口範子 『にほんの建 築 家 伊東 豊 雄 ・観 察
記』」,『朝 日新 聞』朝刊,2006/3/26
(書評)厂味 わい本発見 梅原 猛 『梅 原猛の授 業 仏になろう』」,『週刊 ポスト』,1858,小学 館,2006/
4/28























(書評)「こまや かなまなざ しと 「棒 の如 き」思索 小 澤勲 編著 『ケアってなんだろう』」,『週刊 医学
界 新聞』,2692,医学 書院,2006/7/24
(書評)「古 美術 と現代 芸術 、一瞬 の交 差 太 田垣 実 『京 都 芸術 の新 ・古 ・今』」,『京都新 聞』朝
干噂,2006/9/3
「コミュニケーションをデザインするとは」,『生 産と技術』,57(3),pp.63-64,2005/7
(事典 項 目)「オースティン」,「言語 行為 」,「批 評」,『現代倫 理学 事典』,弘文 堂,2006/12
「(ブックガイド)『エチカ』」,『現代思 想』,32(11),pp.48-51,2004/9
「スピノザ から見 える不 思議 な光 景」,『本』,5,pp22-4,200514!1
(書評)「佐 藤一郎 著 『個 と 無 限 ス ピノザ雑 考 』」,『フランス哲学 ・思 想研 究』,10,pp.218-
221,2005/8
「二QO五 年読書 アンケート」,『みす ず』,48(D,p.84,2006/2
「二〇〇六年読 書 アンケー ト」,『みすず』,49(1),p.57,2007/2
(辞典 項 目)「正義/力」,「論 理/信」,「決定 論/自由」,「時 間〆意 味」,「個/責任」,「まなざし/人間」,
『imidas2005』,pp.1198-1201,2005/1
「リチ ャー ド・ウォー リン著 『ハイデ ガー の 子 ど もた ち』 を読 む」,『図 書 新 聞』,263,図書 新
聞,2004/9/11
「「強者」とは誰 のことか ニーチェの場合」,『文知の可能 性 日本学 術会 議哲 学系 公開 シ
ンポジウム 提 題 レジュメ集』,第19期日本 学術 会議 哲学研 究連 絡 委員会,2005/9
(単著 ・共 訳 ・「解 題 」執 筆 担 当)ジ ークムント・フロイト著 『フロイ ト全 集 第17巻』,岩波 書
店,2006
(事典項 目)「うらみ」(p.74),「負い 目」(pp,90-91),「軽蔑 」(pp.230-231),「媚び」(pp.303-304),
「ショーペ ンハウアー」(p.448),「善悪二元論 」(pp.536-537),「憎悪 ノ憎 しみ」(p,549),「ニーチェ」
(pp.663-665),「ニ ヒリズム」(pp.666-667),「無」(pp.814-815),『現代倫 理学事 典』,弘文 堂,2006
(書評)朝 倉輝 一 『討 議 倫理学 の 意義 と可 能性 』,『メタフユシカ(別冊)』,35,大阪大 学大 学 院文
学研 究科哲 学講座,pp.145-152,2004/12
(解説)「ハ ーバーマス」(pp,249-251),「ロールズ」(pp,262-268),村松 ・小泉 ・長友 ・嵯峨 編 『はじ
めて学 ぶ西洋思 想』,ミネルヴァ書 房,2005/3
(共訳)A・ホネット著 『正義 の他者』,法政大学 出版局,pp,93-119,2005/5
(共訳)1・ボーマ ン,M・ルッツ バー ッハマン編 『カントと永 遠平和』,未來社,pp.81406,2006/1
(書評)「『カントの自我論 』を読 む。 あ るい は単 純 な独 我 論批 判 」(中島義 道 著 『カントの自我
論』),御子 柴善之 ・檜垣 良成 編 『理性 への 問い』,晃洋 書房,pp」73-178,2007/1


























(翻訳)フ ィー ンバ ーグ 『技 術へ の問い』,岩波 書店,2004
(共訳)ヤ ニヒ『制作 的行為 と認 識の限界』,国文社,2004
(共訳)ダ ンジガー 『心 を名づ けること』,勁草 書房,2005
(事典項 目)「科学 倫理/研究倫 理 」,『応用倫理 学事 典』,丸善,2007














「私 たちが住 みたい都 市(伊 東 豊雄 ・山本 理 顕氏 と)」,工学 院大 学連続 シンポ ジウム ・1,工学院
大学,2004/4/10
「「危機 」とい うジャーゴン 夢 の語 り口について」,大阪大学 中之 島センター竣 工記 念講演 会,
大阪大 学,大阪大学 中之 島センター,2004/4/28
「看 護 と哲学 をつな ぐもの」,愛知医科大 学看護 学研 究科創 立記念 式典,愛知 医科大学,2004/5/22
「健 康」,日本理 学療 法学会,仙台 国際 センター,2004/5/28
「いま協 同す ることの意味 」,くらしと協 同の研究 所2004年総会 記念 シンポジウム,ハー トピァ京
者β,2004/6/19
「高齢 者 の心 の理解 と心 のケア」,平成16年度 近畿 老 人福 祉 施設研 究 協議 会京都 大会,「施 設か
ら地域 へ の発信 新 たなケアの方 向性 をさぐる」第10研究分科 会 「老 い を問い直 す」,国立京都
国際会館,2004/7/27
「めいわ くかけ てありが とう」,「第29回会近畿 知 的障害養 護学校 教育研 究大 会(近 畿知 的障害養
護 学校教 育研 究協議 会)」,ぱ・る・るプラザKYOTO,2004/8/20
「教養 としての 「死」を考 える」,特別 講座 シリー ズ 「ケアの文化」の創 造②,た んぽぽ の家,奈良
市男女 共 同参 画センターあす なら,2004/8/22
「か らだの現 在」,日本体 育学 会第55回大 会(社 団法 人 日本体育 学会),若里市 民文化 ホール(長
野市),2004/9/25
「ケアにおける専 門性」,第35回日本看護 学会(成 人看 護1),名古屋 国際会 議場,2004/10/1
「思い を抱 えて(震 災 後10年)」(高木 慶子 ・柳 田邦 男氏 と),第47回日本病 院 ・地 域 精 神 医学
会神 戸 総 会 「『つ なぐ』 むすぶ手 、 か よう心 、 人 と人 との暮 らしづ くり」,神戸 国際 会 議
場 、2004/10/2
「専 門と臨 床の あいだ」(田中毎実 ・鳥光 美緒子 氏 と),シンポジウム 臨床 的人間形 成論 の構 築 、
教育哲 学会 第47回大 会,横浜 国立大学,2004/10/16
























「哲 学の臨床 」,広島大学 総合科 学部,広島大学,2004/12/22
「生命 とは何か 、人 間とは何 か 生命の起 源 から人間 まで」,(佐藤洋 一郎 ・池 内了 ・秋 道智 弥
氏 と),第4回KOSMOSフォーラム 「21世紀 の新 しい生 命観 を探 る」,財団法 人 国際花 と緑 の博 覧
会記念 協会,フェニックスホール(梅 田),2005/2/5
「講 演 デザインの 夢、 デザインの責任 上(川崎和 男 ・伊 藤 志信 ・D,クリングステ ット氏 と),シンポ
ジウム 「世界 が求 めるデザインカ とは」,フロンティア研 究推 進機 構 国際 デザインシンポジウム(大
阪大学 大学 院工学研 究科 フロンティア研究機 構),ステラホール(梅 田),2005/2/18
「文化 と科学 の首都 とマニュフェス トする」,シンポジウム 「都 市再 生デザインと建 築」,日本建 築家
境 界近 畿支 部,大阪市 申央公 会堂,2005/2/19
「医 療 の技 術、 医療の倫 理」,第4回再生 医療学 会総会,大阪市 公会 堂,2005/2/28
「「めいわ くかけ て、ありが とう」 「弱 い」とい うことの意味 」,京都歯 科学 術研 究会総会,2005/
5/28
「歩 く人文学」(猪木武徳 、嘉 田由紀子 、小林傳 司、 野村雅 一氏 と),人間文化研 究機 構 第1回公
開シンポジウム,2005/6/25
「か らだの現在 」,第39回日本作 業 療法学 会,2005/6/26
「宗教 性をめぐって」(河合隼 雄 ・山折 哲雄 ・藤見幸 雄氏 と),日本 心理 臨床学 会第24回大 会,2005/
9/8
「文化 としてのケア」,西宮看護 専門学校 創 立50周年記念 式典,2005/9/10
「死 と臨床」,平成17年度 大阪府 医 師会基 本 的医療 課題 講演会,2005/9/29
「こころを育 む」(安西祐一郎 ・葛 西敬 之 ・遠 山敦 子 ・中村桂 子氏 と),こころを育む総合 フォーラ
ム中間報 告,2005〆1G/7
「弱 さにつ いて」,第36回日本看護 学会 一 地域 看護 一,2005/10/29
「専 門 家 と市 民 の カルチ ャー ・ギ ャップ」,第9回関 西科 学 技術 セミナー 《市民 の ための科 学 技
術?》.2005!11/8
「文化 としてのケア」,平成17年度 日本 看護協 会九州 地区看護 研究 学会,2005/11/12
「分 か らない ことの大切 さ」,大谷大 学2005年度宗教 シンポ ジウム,2005/11/13
「ケァと自己決定」(立岩真也 ・川本 隆史 ・清水哲郎 ・上野 千鶴 子氏 と),東京大 学21世紀COEプ
ログラム 「死 生学 の構 築」,2005/11/26
「生命 ・アート・社会 」,アー ツ ・イン ・ヘ ルスケア学会設 立発起 入会記 念講演会,2005/i2/20






































「人が人にかかわるとは?」,日本 看護学 会,仙台国際 センター,2006/7/18
「21世紀の美 術教 育の軸足 をどこに置 くか 一 共生 ・感 受性 ・アー ト」,第46回大 学美 術教 育学
会新 潟大会,新 潟大 学,2006/9〆3
「科学技 術 と死 生観 一 命領 域の技 術化 を問 う」(岩槻 邦男・中畑 龍俊・位 田隆一氏 と),KOSMOS
フォー ラム 《21世紀 の新 しい入 間 観 を探 る》,国際 花 と緑 の 博 覧 会 記 念 協 会,オーバ ルホー
丿レ,2006/9/10
「ひとを育 む 今 、大切 なこと」,こころを育 む総合 フォーラム,松下教 育研 究財 団,学術 総合
センター,一橋 記念 講堂,2006/10/21
「老い の空 白」,医学 ・哲学 倫理学 会,大阪大学,2006/10/29
「だれか を喪 うということ」,第30回日本 死 の臨床研 究会年 次大会,大 阪国際 会議場,2006/11/4
「日本的 なること」(喜多俊之 ・成 実弘 至氏 と),民族 藝術 学会 第103回研 究特別 例会,清流 亭(南
禅寺),2006/11/18
「臨 床の 知の創 造 患 者 と看護 者 のコミュニケーシ ョンの諸 相 」(濱口恵子 ・西村ユ ミ氏 と),
第26回日本看護 科学学 会学 術 集会,神戸 国際 会議場,2006/12/2
「聴 くことと語 ること上 平 成18年度 第4回 学術 講 演 会,京都 府歯 科 医 師会,京都 府 歯科 医 師会
負官,2006/12/16
「臨床 哲学 の実践 と課題 」,日本 哲学会 第63回大会 ワークショップ 「哲学 教育 を考 える」,2004/5
「臨床 哲学 とコミュニケーションデザイン」,日本倫理学 会第56回大 会共通課 題 「倫理学 の現実(リ
アリティ)」,2005/10
"InventionofBoundaries-Kγoto-SchoolPhilosophersConfrontingWesternModernity",ボ
ローニャ大 学言語 学 ・東洋学 科,2006/2
「自己変容 の意 味 と可 能性 一 境 界線 はいか にして浸 透可 能か」,winwinカフェ,MCM(医療 コ





InternationalAssociationfortheHistoryofReligions(IAHR),日本 学 術会議,日本 宗教学会,東
京 、2005/3/29
「『スピノザ の世界 神 あ るいは 自然 』(講談 社 現代 新 書)」,第1回handaimetaphysica研究 例
会 上野教 授 「スピノザの世界 神あ るいは自然 」(講談社 現代 新書)の 合評 会,2005〃/16
「共同討 議1:「哲学 史を読 み直 す(第 一回):スピノザ」現実 性と必 然性 一 スピノザ を様相 的

















観 点か ら読み直す」,第65回日本哲 学会大会,東 北大学,2006/5/20
「人 間において最 善 なる ところ」,第57回関西哲学 会課 題研 究発 表 「人間 は特 異 な存在 者か」,立
命 館大学,2004/10/24
(コメンテ ーター)日独哲 学 シンポジウム関西 プログラム 「絶 対 的なもの に即 して/のあ とに?」,第
3セッシ ョン ・シンポジウム 「絶対 者 と空無 の思想 」,2006/3/29
「『グ ローバ ル ・エ シックスとは何か?』をどの ように問 うのか?」,日本倫理 学会第57回大会 ・ワー
クシ ョップ 「グローバル ・エシックスとは何 か?」,東京大学,2006/10/13
「カントに よる死刑 制度 擁 護論 の抜 け道 を求 めて」,関西 倫理 学会2006年度大 会 ・シンポジウム
「サンクションの可能性 と限界」,熊本 大学,2006111/5
「食 べ 物 か ら考 え る環 境 問 題 」,「高 校 生 学 び の す す め」,愛媛 県 立 宇 和 島 南 中 等 教 育 学
校,2006/7/24
「臨床 哲学 にとっての事例 の意 味 と限界」,日本 倫理学 会 「倫理 学者 の棲 み分 け」に関するワー ク
ショップ,東京大 学,2006/10/13




『技術 と善 き生 』,東北 哲学会 第54回大会,福島大学,2004/10/24
"DesignCultureandacceptableRisk",14thBiennialInternationalConf6renceoftheSocietyfor
PhilosophyandTechnology,DelftUniversityofTechnolog捗Netherlands,2005/7/21
「設計、 人 間システム、 責任 」,論理 ・情 報 ・設計 に関する神 戸 シンポジウム,論理 ・情報 ・設 計
に関する神戸 シンポジウム,神戸 大学,2005/9/5
「入工物 のmoralityをめ ぐって」,日本 学 術振 興会人 文 ・社会 科学 振興 プロジェクト研究 事業 《資
源配分 メカニズムと公正 》技術 哲学 研 究会,東 京大学,2005/12/25
"PlatoonPowerandtheOther:thecritiqueofGorgias",VIISymposiumPlatonicum,Wuerzburg,
Germany,InternationalPlatoSociet払2004/7/26
「ソフィス トの挑 戦 ゴルギアスの反哲学 」,東洋 大学 白山哲 学会大 会,東洋大学 白山
キャンパス,2004/10/23
「古代 ギ リシア人 は 「心」に どう向 き合 った か 「錯覚 」の考古学 」,日本心 理学 会第69
回大会 シンポジウム 「心理 学 と考古学 の 出会い 「モノ」はいか に 「こころ」を語 ることが
で きるか 一 」,慶応 義塾 大学 三田キャンパス,2005/9/12
























































(共著)『 中 米 地 域 先 住 民 族 へ の協 力 の あ り方 』,平成16年 度 独 立 行 政 法 人 国 際協 力 機 構 客 員 研
究 員 報 告 書,2006
Grandner,Margarete;Rothermund,Dietmar(eds),α吻ll∫fεr雌g朔4G励 呶e5`耽h亡e,Wien,
Mandelbaum,2005
Lo∫∫ 規㍑r4f∫(D'θ8伽μrσ1スペ イン語 訳),Madrid,AlianzaEditorial,2006
(ed),Mθgα∫読4亡θ吻20,1αぬ所 μη48rちG6ttingen,Vandenhoeck8ζRuprecht,2006
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春日直樹
木前利秋
『遅れ の思考:ポ ス ト近代 を生 きる』,東京大学 出版会,2007
(編著)SGCIME編『模索 する社 会の諸相 』,御茶 の水書房,2005



















「平 和 構 築 の 現 場 南 部 ス ー ダ ン調 査 の 報 告 」,『阪 大Now』72,pp.48-51,2004
「南 部 ス ー ダ ン再 訪 記 内 戦 終 結 を 目前 に した 解 放 区 の 現 状 」,『ア フ リカレ ポ ー ト』39,pp.
3-8,2004
「スー ダ ン内 戦 の 終 結 と戦 後 復 興 」,『海 外 事 情 』,53(4),pp.2-21,2005
"ResurgenceintheMidstofPredicaments:StudiesonNorthEastAfricabylapaneseAnthropolo-
gists,1996-2005",∫αρ6zηθ∫εrθγ」εw(ゾC㍑"μrαZAη疏70pologア,6,pp,69-103,2005
「戦 後 ス ー ダ ンの 政 治 的 動 態 包 括 的 平 和 協 定 の 調 停 か ら1年3ヵ 月 を 経 て」,『海 外 事 情 』,
54(4),pp.77-92,2006
「グ ロー バ ル化 、 ディアス ポ ラ、 エ ス ニ ック ・マイノ リティ エチ オ ピア ・ガ ンベ ラ地 方 にお ける
アニ ュワ人 の 虐 殺 をめ ぐって」,日本 平 和 学 会 編 「グル ー バ ル 化 と社 会 的 「弱 者 」』,『平 和 研 究 』,31,








「マ ッ クス ・ヴ ェ ーバ ー を視 野 に 歴 史 を 書 く:WJ.モムゼ ン1930-2004」,『歴 史 学 研 究 』,9,pp.
18-26,43,2005

































木 前 利 秋
木 前 利 秋
Ueda,Toru
(2005)の日本 語 訳),『西 洋 史 学』,No,224,日本 西 洋 史 学 会 編,2007
『APersonalAccountofWhatTDidat`IIAS'",11ASNεw∫励 θち42,2006
「公 共 圏 論 の 原 像 と変 容 」,『未 来 』,460号,pp.6-10,2005
















「フ ィー ル ドワ ー ク と民 族 誌 」,山 下 晋 司 編 「文 化 人 類 学 入 門 古 典 と現 代 をつ な ぐ20の モ デ
ル』,弘 文 堂,pp.14-26,2005
「解 釈 人 類 学 」,綾部 恒 雄 編 『文 化 人 類 学20の 理 論 』,弘 文 堂,pp.144-161,2006
"EtnicidadyEstadonacionalenHuehuetenango
,Guatemala=elresultadodelaseleccionesyelpro-
blemadelnacionalismocomunal",Ochiai,Kazuyasu(ed.),E1規朔40用 αアα=履 ㍑ 跏 ∫ノαpoηε5α5,
UACSHUM(UnidadAcademicadeCienciasSocialesyHumanidades),Mexico,pp.157-177,2006
「マム 揺 れ る グ アテ マ ラの 現 代 マ ヤ」,黒 田悦 子 ・木 村 秀 雄 編 『講 座 世 界 の 先 住 民 族
フ ァース トピー プ ルズ の現 在08中 米 ・カ リブ海 、 南 米 』,明 石 書 店,pp.146-161,2007
「文 化 人 類 学 か ら考 える 平 和 」,吉 田 康 彦 編 『21世紀 の 平 和 学 人 文 ・社 会 ・自然 科 学 ・文 学
か らの ア プ ロ ー チ』,明 石 書 店,pp.58-71,2004
「ス ー ダ ンとエ チ オ ピァ に お け る民 族 の20世 紀 マイノ リティ民 族 集 団 の 視 点 」,端 信 行 編 『民
族 の20世 紀 』,ドメス 出 版.pp.254-280,2004
「越 境 の 人 類 学 一 難 民 の 生 活 世 界 」,江渕 一 公,松 園 万 亀 雄 編 『新 訂 文 化 人 類 学 』,放 送 大 学
教 育 振 興 会,pp.138-149,2004
「現 代 の 民 族 紛 争 一 新 た な 戦 争 の か た ち」,江 渕 一 公 、 松 園 万 亀 雄 編 『新 訂 文 化 人 類 学 』,放
送 大 学 教 育 振 興 会,PP.124-13Z2004
「紛 争 と権 力 現 代 ア フ リカ」,山 内 進,加 藤 博,新 田一 郎 編 『暴 カ ー 比 較 文 明 史 的 考 察 』,
東 京 大 学 出 版 会,pp.211-234,2005
「人 種 主 義 的 ア フ リカ観 の残 影 「セ ム」「ハ ム」 と 「ニ グ ロ」」,竹 沢 泰 子 編 『入 種 概 念 の 普 遍

















「 『あ な た の クラ ン名 は な ん で す か?』 変 容 す るアニ ュワ社 会 に お ける 出 自集 団 」,田中 雅 一 ・











「交 換 」,山下 晋 司 編 『文化 人 類 学入 門 古 典 と現 代 を つ な ぐ20の モ デ ル』,弘 文 堂,2005
「焼 畑 か ら来 る米 、 店 か ら来 る 米 」,杉 島 敬 志 ・中 村 潔 編 『現 代 イン ドネシ アの 地 方 社 会 ミ
ク ロロ ジー のア プ ロ ー チ』,NTT出 版,pp.212-234,2006
「言 語 システ ム と人 格 問 題 」,Conf6renceHandbook24』he獅entyFourthConferencesofThe
EnglishLinguisticSocietyofIapan,4-5November,UniversityofTokyo,HongoCampus,
pp.197-202,2006




「む ら の 紛 争 解 決 を 支 え る もの ベ トナム ・ハ テ ィン省 の 農 村 よ り 」,戒能 ・松 本 ・棚 澤
『2001年度 一2005年度 科 学 研 究 費 補 助 金(特 定 領 域 研 究)「ア ジ ァ 法 整 備 支 援 一体 制 移 行 国 に
対 す る法 整 備 支 援 のパ ラダイム構 築 」司 法 改 革 班 ・ワー キ ングペ ーパ ー 「学 際 的 協 働 を求 め て」』,













隆讖 難 ミ邏 靆 懃 韈 難 讖 鬻繋懸 韆 萋麟 覊 騨 輔 鑼 鱒i轟 轗 議iiil蕘靆 轟 嚢1鍵 鞍 聾ii欝;1鑑iiiiil{1嚢親l 尋
小泉潤 二(事 典項 目)「ウルフ ∫oη5qf'加S加た1ηgEαrぬ,1959」(p.27),「ギ ァツ『文化 の解 釈 学』,1973」(p,
53),「ギ ァッ『解釈 人 類学 と反=反 相 対 主 義 』2002」(p.55),「ギアツ 『ヌガラ』1980」(p.392),
「キャンシアンEco加履`5翩4Prθ∫fなθ∫ηαMσ翅Co剛御跏'り・,1965」(p400),「反=反相対主 義」(p.










栗本 英世(書 評)「富川盛道 著 『ダ トー ガ民 族誌 東 アフリカ牧 畜社会 の地域 人類学 的研究 』,弘文 堂」,
『アフリカ研 究』,69号,pp,203-208,2006
Schwentker,W61㎏ang(書評)ManfredKittel,N仰曲N跏 訪 θ響 朔47bklo,"梔磐αηgθ肋 θκ∫加w41flg既g"1η10p翩珈4
聴5`4ε碗5σ痂 屈1945劭51968,MUnchen2004.Pθゆ1μ∫.ノ俔加伽`房伽 翩 ∫∫ε7εμrgpδ1豌θGε5σ耽 玩θ,
16,pp.208-212,2006
Schwen{ker,W61亀ang(事典 項 目),「解 釈学 の根 本 問題 」,『人間科学 のフロンティア』,有斐 閣,2007
Schwentker,Wbi亀ang(事典 項 目),「近代化 」「軸の 時代 」「希 望」「寛容 のパ ラドクス」厂文 明の衝 突」「理念 型 」「合 理化 」
「解 釈学 的差異」「記憶 」「正 義」,大阪大学 レクチ ャーシリーズ 『哲学 の基礎概 念』,大阪大 学出版
会,2007
木前利 秋 ・中村 健吾(翻 訳)ウ ルリッヒ ・ベ ック 『グローバル化の社 会学』,国文社,2005
木前利 秋(書 評)ユ ルゲ ン ・ハーバーマス 『他 者 の受容』,『週刊読書』,2577号,2005
木前利 秋(書 評)ア ジット・S・バ ラ/フレデリック・ラペール 『グローバル化 と社会的排 除』,『週刊 読書』,2577
号,2005
木前利 秋(書 評)川 上周三 『ヴェーバー社会 科学 の現代 的展開』,『週刊 読書』,2676号,2007












































「イ ン トロダ クシ ョン」,マックス ・ヴ ェー バ ー の 『プ ロ テス タン テ ィズ ム の 倫 理 と資 本 主 義 の 精 神 』
と東 ア ジ アの 社 会 科 学,ヒ ュー マ ンサ イエ ンス プ ロ ジェク ト,大 阪 大 学 人 間科 学 部,2005/2/17-18








阪 大 学 お よびGroningenUniversity,GroningenUniversity;N1,2005110/17




「戦 後 日本 の ウェーバ ー研 究 と欧 米 政 治 思 想 」,シ ンポ ジ ウム 「マ ックス ・ウェーバ ー と現 代 社 会 」,
ハ イデ ル ベ ル ク大 学 と京 都 大 学,京 都 大 学,2006/3/17-18































「ShinIin-Wookの"ModernisierungundZivilgesellscha缶nSUdkorea"につ いて」,「選 択され た近






「野 口雅 広 の 『マ ックス ・ヴェーバ ー の文 化 理 論 』につ い て上 政 治 思 想 研 究 会,早 稲 田 大
学,2007/2/10
「ノスタル ジアを生 きる、 ディアスポラを夢見 る:キ ューバ の日常生活 における移民 、ユーモアとエ
ロス」,日本 ラテンアメリカ学会西 日本研 究部 会,神戸 大学,2004/4/17
「小 さな、大 きな物語;キ ューバ調 査研 究報 告 のための試論 」,第39回日本 文化人 類学 会研究 大
会,北 海道大学,2005/5/21
「ユー トピア小 説 と民族 誌」,第40回日本文化 人類学 会研 究大 会,東京大 学,2006/6/3
「ローカルな闘争 をグ ローバルな用語 で表現 する ガンベ ラ地方にお けるエスニック ・エ ンタイ
トルメントの政 治学」,京都 大学 アフリカ地域研 究 資料 センター 第128回アフリカ地域研 究会,京
都大 学 アジア ・アフリカ地域研 究研 究科東 棟2階 第一 セミナー室,2005/1/20
「現代ベ トナム農 村社 会 における民事 紛 争 とそ の調 停:村 落 共同体 の 自主管 理能 力をめ ぐって」,
日本 文化人類 学会 第38会研究 大会,日本 文化 人類 学会,東京外 国語大 学,2004/6/5-6
「村 落 共 同体 文化 研 究の視 点 か ら見 た現 代ベ トナム農 村の民 事紛 争 調停 制度 」(発表 はベ トナム
語),第2回国際 ベ トナム学会議,国 際ベ トナム学 会議,ホーチ ミン市 統一 会堂,2004〆7/14-16
「ポス ト・ユー トピアにおける民 主化 と地方分権 ベ トナムの事例 を中心 に」,日本 文化人類 学
会第39回研 究大会,北 海道 大学,2005/5/22
「む らの紛 争解 決 を支 えるもの 一 ベ トナム ・ハティン省 の農村 より 一 」,科学 研 究費補 助金
(特定領域 研究)「アジア法整 備支 援 一体 制移 行国に対 する法整 備支 援 のパラダイム構 築」司法改
革班 ・研究会,早稲 田大学,2005/10/22
「革命 的 なプランの跡で,希望な き民主 主義 へ?一 ベ トナムにおける村落民 主のゆ くえ」,『ポス
ト・ユー トピァ1フィール ドか らのアプローチ』,ポス ト・ユー トピア研 究会,大阪 大学,2005/10/29






















(編著)「近代 世界 システム以前 の諸地域 システムと広 域 ネットワーク」(科学研 究 費報告 書),大阪
大学,2007
(編)『イギ リス帝 国と20世紀1パ クス ・ブリタニカとイギリス帝 国』,ミネル ヴァ書房,2004/5
「1950年代 の東 アジア国 際 経 済 秩 序 とス ター リング 圏 」,渡辺 昭一 編 『帝 国 の終焉 とアメリ
カ アジア国際秩 序 の再編』,山川出版社,pp.134-165,2006
「イギ リス帝国 と近代 アジア ・日本」,懐徳 堂記念 会編 『世界史 ・日本 史を書 き直 す 一 阪大史学
の挑 戦』,和泉書 院,2007
「近 世 か ら近 代へ 近世 後 期 の世界 システム」,桃木 至 朗 編 『海域 アジア史研 究入 門』,岩波 書
店,2007
(共編)『日本史B指 導資 料』,実教 出版株 式会社,2004/4
『真言宗 一』,本願寺維持 財 団,2004/9
『中世 寺院 の暴力 とその正 当化 』(科学研 究費補助金(C)(2)研究 成果 報告書,2005/3
(共編)『周 縁文化 と身分 制』,思文閣 出版,2005/3
D∫θGθ∫σh∫c玩θ4θ5μ忽灘f5凶θηMθη1σ肋'5配螂 αη4θr5θf4θη5跏∬θ.一For5`勧η9θη御 脚 ηf`肱1一
∫訥8ηQ麗θZ～εημη4疏rθη1gθ∫訥'c玩Zf曲8ηHf漉θrg跏η4一,UbersetztvonChristianSteineck,(Studies
inOrientalReligions50),Wiesbaden,HarrassowitzVerlag,2004/12
(共編)『中国歴史研 究入 門』,名古屋 大学 出版 会,pp.158-171,pp.408-411,2006/1
『シルクロードと唐 帝 国』,『興亡 の世界 史』第5巻,講 談社,200712
(共編)『改訂 日本 古代史 新講』,梓出版社,2004/4
(共著)『街 道の 日本 史33大 坂 摂津 ・河内 ・和 泉 一 』,吉川弘文館,2006
(共著)『中国歴史研 究入 門』,名古屋大 学出版会,2006





















桃 木至朗 「ベ トナム王朝 国家 における 「国土」「歴 史」「伝 統 」」,『歴史評 論』,659,pp.19-33,2005/3






























厂1930年代 の イギ リス 厂非 公 式 帝 国 」 と東 アジ ア 世 界」,『東 北 学 院 大 学 ヨ ー ロ ッパ 研 究 所 紀
要 』,2007/3
「中 世 寺 院 の 暴 力 とそ の正 当化 」,『九 州 史 学 』,140,pp.57-71,2005/2
「若 き日の 親 鸞 」,『真 宗 教 学 研 究 』,26,pp.107-126,2005/6
「法 然 上 人 とそ の 時 代 上」,『知 恩 』,745,pp,6-19,2006
「法 然 上 人 とそ の 時 代 下」,『知 恩 』,746,pp.6-19,2006
「善 鸞 義 絶 状 と偽 作 説 」,『史 敏 』,3,pp.1-18,2006
「鎌 倉 幕 府 の将 軍 祈 祷 に 関 す る一 史 料 」,『大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 紀 要 』,4スpp.1-40,2007
(共著)「これ か らの 親 鸞 伝 研 究 の 課 題 上」,『真 宗 』,1223,pp.56-70,2006/2
(共著)「これ か ら の親 鸞 伝 研 究 の 課 題 下 」,『真 宗 』,1224,pp,34-53,2006/3




「10-13世紀 の東 ア ジ アに お ける海 域 交 流 」,『唐 代 史 研 究 』,7,唐代 史研 究 会,pp,101-115,2004/8
「9～13世紀 の 日中貿 易 史 をめ ぐる 日本 史 料 」,『大 阪 市 立 大 学 東 洋 史 論 叢 別 冊 特 集 号 「文 献 資 料
学 の 新 た な可 能 性 」』,pp.27-44,2006
(共著)「 『鳥 臺 筆 補 』訳 註 稿(2)」,『内 陸 ア ジ ア言 語 の研 究 』、19,pp.109455,2004
「十 二 世 紀 後 半 に お け る西 夏 と南 宋 の 通 交 」,『待 兼 山 論 叢(史 挙 編)』,39,pp.1-24,2004
「西 夏 と黒 河 流 域 」,『オ ア シス プ ロ ジ ェク ト会 報(総 合 地 球 環 境 学 研 究 所)』,5(1),pp.16-23,
2005
(共著)「 『烏 臺 筆 補 』訳 註 稿(3)」,『内 陸 ア ジ ア言 語 の研 究 』、20,pp.77-122,2005
「西 夏 の用 語 集 に現 れ る華 南 産 の 果 物12世 紀 後 半 に お け る西 夏 貿 易 史 の 解 明 の 手 が か りと























「ベ トナム北 部 ・北 中部 における港市 の位 置」,歴史学研 究会 編 『港 町の世界史1港 町と海域 世
界』,青木書店,pp.179-205,2005/12
「『詳説世界 史』(山川出版社)の 東 南 アジ ア史記 述 とそ れに対す るコメント・解 説」,早瀬晋三 編
『不可 視 の時代 の東 南アジア史 ・文献 資料 読解 による脱構 築』(2003年度 一2005年度 科学 研 究
費補助 金(基 盤i研究(B))研究成 果報 告書),pp.88-129,2006/3
:東北 アジア史 との比較 を通 して」,『近代世界 シス
テム以前 の諸 地域 システムと広 域 ネットワーク』(科学 研究 費報告 書),大阪 大学,pp5-25,2007
「青 蓮 院 の門跡 相 論 と鎌 倉 幕府 」,河音 能 平 ・福 田榮 次 郎編 『延暦 寺 と中世社 会 』,法蔵館,pp.
90-150,2004/6
「神 仏 と中世文化 」,歴史学研 究会 ・日本 史研 究会 編 『日本史 講座 第4巻 中世社 会 の構 造』,
東京 大学出版 会,pp.167-195,2004/9
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Cμ1嬬β5q戸舵S褫Roo4,Berlin,DietrichReimerVerlag,pp228-239,2004/5
「亀 茲国金花 王 と砲砂 に関するウイグル文 書の発 見」,『三笠宮殿 下米寿記念 論 集』,刀水書房,pp.
703-716,2004/11
「ロシァ蔵 カラホ ト出土西 夏文 『大方広仏華 厳経 』経 帙文 書 の研 究 西 夏権i場使 関連漢 文文
書 群 を中心 に 」,荒川正 晴編 『東 トルキスタン出土 「胡 漢文 書」の総合調 査』(平成15年度 一
平 成17年度科 学研 究費補助 金(基 盤研 究(B))研究 成果報 告書),pp,61-76,2006
「西夏 時代 末期 における黒 水 城 の状 況 一 二つ の西 夏語 文書 か ら 」,井上 充幸 ほか 『オア
シス地域 史論 叢i黒 河流域2000年の点描 一 』,総合 地球 環境 学研 究所,2007
「西 夏時代 にお ける黒河流域 の交 通 路」,総合 地球 環境 学研 究所 ほか,『カラホ トの歴史 と環境 に












































「正 和 本 『大 越 史 記 全 書 』 ・NVH本 厂大 越 史 記 本 紀 続 編 」条 文 対 照 表 」,早瀬 晋 三 『不 可 視 の 時
























「「東 南 アジア史の危 機」と新 しい挑戦」,『世界史 のしお り』,pp.1-4,2004/4
「連 載ゼ ミナール グローバル ・ヒス トリー 第1回 「古 代世 界 の統 合 と交 流」」,『世界 史のしお
り』,4月号,2006
「連 載ゼ ミナ ール グ ローバ ル ・ヒス トリー 第2回 「隋 唐 ・イスラームの統合 か ら国風 文化 の時
代へ」」,『世界 史のしお り』,10月号,2006
「連載 ゼ ミナール グローバル ・ヒス トリー 第3回 「ユーラシア規模 の交流 と破局」」,『世界 史の
しお り』,1月号,2007
「『歴 史は推理 だ』を意識 させる授 業」,『社 会科教 育』,44(3),pp78-8q2007
(書評)「ウィリアム ・G・ウッドラフ著(原 剛,菊 池紘一,松本康 正,南部宣 行,篠永 宣孝 訳)『概 説
現 代世界 の歴史 一1500年 から現代 まで 』」,『社 会経済 史学』,70-1,pp.125-127,2004/5
(学界 展望)「2004年の歴 史学界 回顧 と展 望 …ヨー ロッパ・現代 ・一般 」,『史学雑 誌』,114
(5),pp.370-373,2005/5
厂特集 第20回国際歴 史学 会議 シドニー大 会 個別 テーマZ経 済 的 グローバル化 歴史 的
展 望 と研 究状 況」,『歴 史学研 究L815,pp.57-61,2006/6
(共著)「はじめ に 日本史 講座4」,歴史 学研 究会 ・日本史研 究会 編 『日本史講 座 第4巻 中世 社
会の構 造』,東京大学 出版会,pp5-10,2004/9
「親 鸞の歩 みとこころ 上下」,真宗 大谷派 難波 別院 『南御堂』,518・519,2005/11
「仏教 宗派 表」,『日本古代 史大 辞典L大 和書房,巻末 資料,2006/1
「シンポジウム 「中世仏教 の国際環 境」に寄せ て」,『日本史研 究』,524,pp.52-56,2006
「シル クロー ド「学」へ のまなざし」,NHK「新 シルクロー ド」プロジェクト編 『NHKスペ シャル 新










シルクロー ド1楼 蘭 ・トルファン』,日本放 送 出版協 会,pp.196-210,2005/2
「中央 アジア ・シルクロー ドと中国史 」,『東 洋史 か らアジア史へ 変わる世界史、 広が るアジ
ア ー 』(明治大学文学 部特 別企画 シンポジウム報告),明治大 学文学部,pp.3-6,200513
「遊 牧 騎 馬 民 族 が つ くった世 界 史 」(2005年度 懐 徳 堂 春 秋 記 念 講 座 要 旨),『懐 徳』,74,pp,
94-95,2006/1
「モノと図像が 語る琉球 史39/40冊封琉 球使 と航海安 全 の祈 り(上)・(下)」,『沖縄 タイムス』,
沖縄 タイムス社,2005/1/17-24
「大 学教 員と高校 教員の対 話 一 大阪 大学 「全 国高等 学校 歴史教 育研 究会」の活動 」,『世界 史
のしお り』,2007年,pp.15-17,200711
(事典項 目)「アユ タヤ」(p.50),「阮朝 」(p.272),「スコータイ」(p.496),「チャクリー朝」(p.631),
「チ ャンパ」(p.633),『国際政治 事 典』,弘文 堂,2005
(書評)「早 瀬晋 三著 『海域 イスラーム社 会の歴 史 一 ミンダナオ ・エスノヒストリー』」,『東 南 ア
ジァ 歴史 と文化 』,33,pp.160-163,2004
(事典項 目)「アジア問貿易」(pp,1-2),『歴史学 事 典 第13巻 所 有と生産 』,弘文 堂,2006
(書評)「書 評 フィリップ ・オドレール著 『フランス東 インド会社 とポ ンディシェリ』」,『西 洋史
学』,223,2007



















「大 越 陳 朝 碑 文 研 究 序 説 」,東洋 史 研 究 会 大 会,京 大 会 館,2005/11
「ア ンコ ー ル ワ ットの東 南 ア ジ ア 史 一 陸 の歴 史(1)」,芦屋 市 立 公 民 館 ・春 の 公 民 館 講 座 「東
南 ア ジァ の 多 様 性 に 迫 る」第1回,200515/7


















「東 南 アジアの多様性 に迫 る」第2回,2005/5/14
「海 と貿易がつ くった歴史 」,懐徳 堂春 季講 座 「世界 史を書 き直 す 阪大 史学 の挑 戦 」第2回,大
阪大学 中之島セ ンター,2005/5/27
「東 南 アジア史か ら日本 が見 える」,大阪府立 岸和 田高校 夏期講 演会,2005/8/19
「アジアの海 域 と日本」,吹田市 中学校 教育研 究 会 ・社 会科 部会,吹 田市立青 山台 中学校,2005/
8/24
「鎖 国とはなんだったの か 一 アジアの なかの 近世 日本 」,三重県 立桑 名高 校 出前講 義,
2005/10/4
「20世紀 の東南 アジアとベ トナム戦争」,西高進 路 セミナー,舞鶴西 高校,2005/11/10
"ThreeHistoriographiesofEarlySoutheastAsia,andtheFourth～",RCAPSSeminar,Beppu,Ritsu
meikanAsiaPaci丘cUniversity,2006/1/16
「海 と貿 易 の世界史 」,国際文化 講座 ゆ うか り塾 「歴 史か らの問いか け～アジアの中 の日本」第8
回,八尾高校 、2006/3/4





「アジアの海 か ら見 直す 臼本 史」,平成18年度 日本史世界 史合 同部 会,熊本県 高等学 校 教育研 究
会地 歴 ・公 民科 部会,熊本 第一 高校,2006/8/5
"L
ythuyetkhuvuchocvasosanhkhuvuchocoVietNamvaNhatBan"(ベトナム語講演 「地域
研 究 の理論 と日越 の地域研 究 の比 較」),日本学 セミナ ー,ハノイ国家大 学社 会 ・人文科学 校 東洋
学部 日本学 科,ハノイ国家 大学社 会 ・人文科学 校,2006/8/24-25
"MotsovandesosanhlichsuTrungtheVietNamvaNhatBan"(ベトナム語 講演 「ベ トナムと日
本の 中世 史の比 較 に関する諸 問題」),『日本 学セ ミナー』,ハノイ国家大 学社会 ・人 文科学 校 東洋
学部 日本学 科,ハノイ国家 大学 社会 ・人文科学 校,2006/8/24-25
「東南 アジア史」,夏期講 座 「辺 境 の世 界史 」,神奈 川県 高等 学校 教科 研 究会 ・社会 科 部会 歴史
分科 会世 界史推 進委員会夏期 講座,神奈 川県立外 語 短大,2006/8/29
「「イメージが 湧 く」東 南 アジア史 をめざ して」,2006年度 第12回部 会,佐賀県 高等 学校 学力 向上
対策事 業世界史 部会,佐賀東 高校,2006/12/7
「地域研 究 ・海 域史 ・近代 東北 アジア」,21世紀COEスラブ ・ユーラシア学 の構築研 究会 シンポ ジ
ウム 「近 代東 北 アジアにおける国 際秩序 と地域 的特性 の形成 」,北海道大 学スラブ研究 センター,
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北 海 道 大 学,2007/3/9-10
(総合 司 会)国 際 シ ンポ ジウ ム 「帝 国 の 終 焉 と国 際 秩 序 の 再 編 一 ア ジア を め ぐる 欧 米 諸 国 の 相
克 一 」,日本 西 洋 史 学 会 第54回 大 会,東 北 学 院 大 学,2004/5/21
「イギ リス帝 国 と国 際 秩 序」,2004年度 歴 史学 研 究 会 大 会 報 告,一 橋 大 学,2004/5129





「グ ロ ーバ ル ヒス トリー の 構 築 とア ジ ア世 界 」,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 教 員 研 究 フ ォー ラム,
004/11/18
「グ ローバ ル ヒス トリー 研 究 の 現 状 」,市民 社 会 の グ ロ ーバ ル ヒス トリー 研 究 会,大 阪 大 学 中 之 島 セ
ンター,2004/12/23
「1950年代 の東 ア ジ ア 経 済 秩 序 と ス ター リ ング 圏 」,東 北 学 院 大 学 渡 辺 科 研 研 究 会,東 京 大 学,
2004/12/25
「 『パ クス ・ブ リタニ カ』 とイギ リス帝 国 」,大学 講 座 厂帝 国 の 興 亡VII溶 ギ リス帝 国 」,伊丹 市 教 育
委 員 会,2005/1/22





「1930-50年代 の ア ジ ア 国 際 経 済 秩 序 とイギ リス 帝 国 」,中国 上 海 ・華 東 師 範 大 学 特 別 講 座,
2005/3/14
















































挑 戦2」,大 阪 大 学 中 之 島 セ ンター,2005/10/28
「1930年代 の イギ リス非 公 式 帝 国 と東 ア ジ ア世 界 」,2005年度 東 北 学 院 大 学 ヨー ロ ッパ 文 化 研 究
所 シンポ ジ ウム 厂ア ジ ア 世界 に お け る大 英 帝 国 と大 日本 帝 国 」(社 会 経 済 史 学 会 東 北 部 会 共 催),
東 北 学 院 大 学,2005/12/17
「1950年代 の 東 アジ ア 国 際 経 済 秩 序 とス ター リング圏 」,2005年度 「比 較 の 中 の 東 南 ア ジ ア研 究 」
第8回 会 合,京 都 大 学 東 南 ア ジ ア研 究 所,2006/3/22
「グ ロー バ ル ヒス トリー の 構 築 と西 洋 史 研 究 一 関 係 史 の 視 点 か ら」,日本 西 洋 史 学 会 第56回 大
























「中 世 の 神 国 思 想 と仏 教 」,宗教 史研 究 会 例 会,2004/4
「若 き 日の 親 鸞 」,第12回 真 宗 教 学 学 会 講 演 会,真 宗 大 谷 派 ・真 宗 教 学 学 会 、2004/ll













「中央 アジア ・シルクロードと中国史」,明治大 学文学部 特別企 画 シンポジウム:東 洋史 か らアジア
史へ 変わる世界 史、広が るアジア,明 治 大学 リバティ・タワー1階1012教室,2004/10
「遊 牧騎 馬民族 が作 った世界史」,2005年度懐 徳堂春 期講座 匸第109回]
「世界 史を書 き直す 阪大 史学の挑 戦 」,大阪 大学 中之 島センター,2005/5
「唐 代 の仏 教 的世 界地 理 と 「胡」の実 態 」,lnternationalConf6rence2005"LifεandReligionon
theSilkRoad",organizedbytheKoreanAssociationfbrCentralAsianStudies,Seoul,2005/11
「前近代 東 アジァ海域 史の諸相 」,洛北史学会 第6回 大会,2004/6
「東 アジア海 上交易史 をめ ぐる日本側 の史資料」,科研特 定領域 研 究 「東アジアの海 域交流 と日本
伝 統 文化 の形 成 寧波 を焦点 とす る学 際 的創 生 」文 献 資料研 究部 門 ・第 二回研 究 集
会,大 阪市立大学,2005ノ正2
「海域 アジア史か らみた 日宋 貿易 時代 の福 岡」,福岡市 中央市民 センター ・まちづ くりセ ミナー第2
弾,福 岡市 中央市民 センター,2006/1
「海 域 アジア史研 究の ポテンシャル」,2006年度 歴史学入 門講座 〈京 都〉,歴史学入 門講座 実行委
員会,京都 市(機 関紙 会館),2006/7/2
「日宋 貿易史研 究か らみた 『シリーズ港 町の世界史 』」,文部科 学 省特定 領域 研究 東 アジアの海
域 交 流 と日本伝 統 文化 の形 成 寧 波 を焦 点 とする学 際 的創 生,ワ ークシ ョップ 「徹 底
討 論 『シリーズ 港 町の世 界史 』をめ ぐって 東 アジア海域 史研 究 の未 来 」、 文 部科 学
省特 定 領域研 究 東 アジアの海域 交 流 と日本伝 統 文化の 形成 寧波 を焦点 とする学際 的創
生,福 岡市,九州大学,2006/7/22
「9世紀 ～14世紀 前半 の 日本 列島 と海 域世 界 日本 における近 年 の研 究動 向 」,「古代
東 亜海 域的 文化 交流 以11-16世紀 寧 波 博 多関係 為中心」学術 研討会,浙江 工 商大学
日本 文化 研究 所 ・文 部科学 省特 定領域研 究 「11～16世紀 の東 アジア海 域 と寧波 博 多 関係 」
研 究班,中国 ・杭州 市,浙江工 商大学 ・日本文化研 究所,2007/1/27





「ロシァ所 蔵 カラボト出土 西 夏文2736号文 書 再読 」,オアシスプロジェクト歴 史文献 班研 究会,総
合 地球環 境学 研究所 オァシスプロジェク ト,総合 地 球環境 学研 究所,2005/5/16
「西夏 時代 のカラボ トの交通 路 をめ ぐる諸 問題」,内陸アジア史上の都 市と交通 路研 究会,内陸 ア
ジア史 上の都 市 と交 通路研 究会,大 阪大 学文学 部,2005/12/10
「西夏 時代 における銀川～エチナ間の交 通路 について」,オアシスプロジェクト歴 史文献 班研 究会,























佐 藤 貴 保 「西 夏 時 代 に お け る黒 河 流 域 の 交 通 路 」,カ ラボ トの 歴 史 と環 境 に関 す る 国 際 シ ンポ ジ ウ ム,中 国
社 会 科 学 院 ・総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 ほ か,中 華 人 民 共 和 国 内 蒙 古 自治 区 額 済 納 旗,2006/9/17






Namhoc(第2回 ベ トナ ム学 国 際 会 議),HoChiMinhCity,2004/7/14-16
蓮 田 隆 志 「「華 人 の 時 代 」 と近 世 北 部 ベ トナム;1778年 の 越 境 事 件 を素 材 として」,『アジ ア 民 衆 史 研 究 会




蓮 田 隆 志 「ベ トナム 後 期 黎 朝 成 立 史 再 考」,第327回 東 南 ア ジ ア 史学 会 関西 例 会,大 阪 市 立 大 学 文 化 交 流 セ
ンター,2006/3/18
蓮 田 隆 志 「良 舎 鄲 考 一 近 世 ベ トナ ム に お ける 階 層 移 動 と族 結 合 の 出現 とをめ ぐる一 考 察 」,第334
回 東 南 ア ジ ア史 学 会 関 西 例 会,大 阪 市 立 大 学 文 化 交 流 セ ンター,2006/11/11
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いて再 考する」(pp.402-442),『ジェンダーと歴史学』改訂 版,平凡社,2004/10
「人工妊 娠 中絶:アメリカにおける論争」,『日本 医師会 雑誌』,132-10,p.1326,2004/11
「『反射 する当事者 性』と身体 の政 治:〈女 性〉にとって男性史 とはなにか」(海妻径 子 との対 談),
『情 況』,11月号,pp,120-139,2004/11
"Commentary",『F-GENS』,3,お茶 の水女子大 学21世紀COEプ ログラム,pp.217-218,2005/3
「出産 のユー トピアの語 り方」,『助産 婦雑 誌』,4月号,pp.328-329,2005/4
「戦 後の家 族計 画と夫婦 の性の変 遷」,『現代性 教育研 究月報』,6月号,pp.1-5,2005/5
「上田正 昭 ・姜 尚中 ・杉 原 達 ・朴 一(座 談 会)『歴 史の なか の 「在 日」』」,藤原書店 編集部 編 『歴
史のなかの 「在 日」』,藤原書店,pp.11-88,200513
(岡野八代 との共訳)ド ゥル シラ ・コーネル 『女 たちの絆』,みす ず書房,2005
(改訂版)「第 三 巻解 説 」,上笙一 郎 編 『叢 書 日本 の児 童 遊 戯 』別 巻,クレス 出版,pp.57-62,
2005/4
「寛 容な客 ニセ者の芸 能史 にむ けて 」,『月刊 みんぱく』,30-6,pp,6-7,2005/6
「テレビ ドラマ ・映画 レヴュー:描 か れたオウム真 理 教 団と 「教 祖 」」,川村 邦光 編 『文化/批 評』,
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伊 藤 公 雄
Kinsui,Satoshi
(パネル と して 参 加 報 告)InternationalSymposiumonTra岱ckinginPersons,atUThant
ConferenceHall,UnitedNationsUniversitメ主 催:外 務 省,独 立 行 政 法 人 国 立 女 性 教 育 会 館,



























「「俺 」の 歌 、 「僕 」の 歌 日本 流 行 歌 に見 る 「男 性 性 」の 表 現 」,「日本 学 ・敦 煌 学 ・漢





「対 照 役 割 語 研 究 の 構 想 」,関西 言 語 学 会 第30回 記 念 大 会 シ ンポ ジ ウム 「対 照 役 割 語 研 究 へ
の 誘 い」,関西 大 学 千 里 山 キ ャンパ ス2号 館BlO2教 室,2005/6/5






「役 割 語 研 究 の 動 向 上 国 際 シ ンポ ジウ ム 「ア ジ ア の 表 象/日 本 の表 象 」,チュ ラー ロ ン コー ン大 学
文 学 部,2005/12/22
「役 割 語 研 究 の展 開 」,韓 国 日本 語 学 会 第13回 学 術 発 表 大 会,東 義 大 学 校(韓 国 ・釜 山),
2006/3/18
「ヴ ァー チ ャル 日本 語 役 割 語 につ い て」,日本 語 教 師 養 成 講 座 ・開 講 講 演,名 古 屋YWCA,
2006/4/22
「現 代 に生 きる古 典 日本 語(招 待 パ ネ ル ℃1assicalIapanese",Chair:HaruoShirane)」,2006日本
語 教 育 国 際 研 究 大 会,コ1]ン ビ ア大 学,ニ ュー ヨー ク市,TheAssociationofTeachersofIapanese/
NationalCounciloflapaneseLaunguageTeachers,2006/8/5
「役 割 語 とは 何 か 音 声 的 ア プ ロ ー チ も含 め て 」,日本 音 響 学 会2006年 秋 季 研 究 発 表
会,金 沢 大 学 角 間 キ ャンパ ス,日 本 音 響 学 会,2006/9/13
「日本 語 存 在 表 現 の 歴 史 と 文 法 化 」,文 法 学 研 究 会 連 続 公 開 講 義,東 京 大 学 駒 場 キ ャ ンパ
ス,2006/9/23
Kinuhata,Tomohide,lwata,Miho,Eguchi,TadashiandKinsui,Satoshi,"GenesisoflndeterminatePatterninIapanes♂,
16thIapanese/KoreanLinguisticsCon艶rence,京都 大 学 文 学 部,2006/10/7
金 水 敏 「役 割 語 研 究 の 展 開 」,皇學 館 大 学 国文 学 会 講 演 会,皇 學 館 大 学,2006/11/9














学 大 学 院 日本 近 代 文 学 会,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科,2006/12/9
「運 動 を媒 介 す る とい うこ と」,SymposiumofEditorsofCriticalIourona1,ChangbiPublishersand
YonseiUniversity,延世 大 学(韓 国),20061619-10
「歴 史 記 述 に お け る感 情 記 憶 の 問 題 」,日韓 歴 史 家 会 議(第 六 回),日 韓 文 化 交 流 基 金,ホ テ ル は
あ とい ん乃 木 坂,2006/10/27-29





「夫 婦 生 活 の エ ロス化 と避 妊 」,日本 女 性 学 研 究 会 近 代 女 性 史 分 科 会,2004/10
(コメン ト)お茶 の 水 女 子 大 学COEプ ロ グ ラム 「ロンダ・シー ビンガ ー講 演 会:ExoticAborti魚cients:
TheGenderPoliticsofPIantsintheEighteenth-CenturyAtlanticWorl(U,2004/12
「公 共 的 存 在 としての 胎 児 」,第59回 公 共 哲 学 京 都 フォー ラム,2005/3
「身 体 史 か らスポ ー ツ を考 える ・性 差 は どの ように 語 られて きた か」,日本 ス ポ ー ツとジェ ンダー 研 究
会 大 会 講 演,2005/7
「猪 飼 野 を語 る」,曹智 鉉 写 真 集 「猪 飼 野 」の つ ど い,2004/4
(コメ ン ト)政 治 経 済 学 ・経 済 史 学 会 秋 季 学 術 大 会 ・共 通 論 題 「労 働 の グ ロ ーバ ル化 と国 家 ・地
域 一 歴 史 と現 状 」,早稲 田 大 学,2004/10
「中 国 人 強 制 連 行 の 戦 後 国 の 隠 蔽 過 程 上 七 尾 港 に 強 制 労 働 ・労 働 され た 中 国 人 の 戦
後 補 償 を 求 め る 訴 訟 を支 援 す る会,石 川 県 教 育 会 館,2006/7/22






山 中浩 司 「"医療 ・生 命 科 学 に お け る市 場 化 と公 共 性 の デ ー タベ ース"の 紹 介 」,生命 科 学 シン ポ ジ ウム,上
智 大 学 生 命 科 学 研 究 所,上 智 大 学,2007/1/13
上 山 隆 大 ・山 中 浩 司 「医 療 ・生 命 科 学 に お ける市 場 化 と公 共 性 」,デー タベ ース 作 成 ・ビデ オ イ ンタ ビュー ク リッブhttp:〃
mtslab.cc.sophia.acjpノ
真 鍋 昌 賢 「岡 町 と能 勢 街 道 町 場 の暮 らしに み る豊 中 の 近 代 」,新修 豊 中市 史 「社 会 教 育 」発 刊 記 念 講






































「「義 士伝 」か ら 「乃 木伝 」へ 浪 花節 における武 士道 のゆ くえ 」,日本 国際文化 学会 第
三回全 国大会,2004/7
「1920-30年代 にお ける 「民衆 娯 楽」としての浪花 節」,芸能史研 究会8月 例会,2004/8
「「民 俗 芸術」概 念 の成立 と展 開」,国際 日本文化 研 究セ ンター共同研 究 「出版 と学 芸 ジャンルの
再 編成 一 近世 か ら近代 へ」,2004/9
「浪 曲師の声 をめぐる期 待の交差:1930-1940年代 一 演者の人生史 に内在す る視点 から 」,
国立歴 史民俗 博物 館共 同研 究 「20世紀 における戦 争」,2005/1
「志賀 志那人の民 衆娯 楽思想 を位 置 づけるため に」,志賀志 那人研 究 会,主催 者:森 田康夫,大 阪
市 社会福 祉研 究センター,2005/1
「人はい か にして 〈客〉になるのか 近代 日本芸 能 史の受 容 史観 についての対 話 」,京
都 市 立芸 術 大学 プ ロジェクト研 究 「近代 日本 にお ける音 楽 ・芸能 の再 検 討」,京都 市立 芸 術大
学,2005/5/28
「ニセ者 の芸能 史試論」,京都市 立芸術 大学 プロジェクト研 究 「近代 日本 における音楽 ・芸能 の再
検 言寸」,2005〆11
「声の文学 としての語 り物」,国際フォーラム 「アジアの表象/日本の表 象」,チュラロンコン大学(タ
イ),2005/12/22
「浪花 節 の改 良 と芸 術 化へ の意志 一1920年 代 における志賀 志那 人 と宮川松 安 の実践 」,プ
ロジェクト研 究 「近代 日本 にお ける音 楽 ・芸 能の再 検 討」,京都 市 立芸術 大 学,京都 市立 芸術 大
学,2006/5/20
「口承文芸 研究 は 「落 日」をの りこえたか」,第30回ロ承文芸 学会 大会 「シンポジウムロ承文 芸研
究のこれか ら」,白百合女子大 学,2006/6/3
「アナウンサ ーの ことば,DIのことば 「二次 的 な声の文化 」とイントネーシ ョン」,プロジェク
ト研 究 「近代 日本 における音 楽 ・芸 能 の再 検討」,京都 市 立芸術 大学,2006/7/15
「芸 能史の 「近代 」を論 じるため に」,プロジェクト研 究 「近代 日本 における音 楽 ・芸 能の再 検討」、
京都市 立芸術 大学,2006/9/2
「庶 民 文化 の芸術化 をめざ して 浪 花節 の改 良運 動 」,社会福 祉 啓発 シンポジウム 「志
賀志那人の思想 と実践 に学ぶ 地域 福祉 の再 構築 に向けて」,大阪市社 会福祉 研修 ・情 報セ
ンター,大阪市 立住 まい情報 センター,2006/11/18
「日韓 ポピュラーカルチ ャーの現 在」,河合 塾文化 講演会,河合塾 大 阪校,2004/6

























「ナ ー ス集 団 の 抵 抗 に よる 医 療 革 命 一 アメ リカ合 衆 国 とニ ュ ー ジー ラ ン ドの 事 例 を あ げ て」,第
55回関 西 社 会 学 大 会,医 療L2004/5/23
「TVドラマ ・映 画 に お け る 「オ ウム 真 理 教 事 件 」」,第6回 「文 化/批 評 」研 究 会,大 阪 大 学,
2004/3/2









(共著)『 日本語 のアスペ クト・テンス ・ムー ド体系 一 標 準 語研 究 を超 えて 一 』,ひつ じ書
房,2004/11
(共著)『方 言にお ける述 語構造 の類型 論的研 究』(科学研 究費報 告書),2005/3
(共著 〉『方言 にお ける述 語構造 の類型 論 的研 究』(科学研 究費 報告書CD-ROM版),2005/3
(共著)『方言 における述語構 造の類 型 的研 究H』(科学研 究 費報告 書),2006/3
(共著:)『方言 の文 法』,岩波書店,pp.93-136,2006
佐 治圭 三 ・真 田信 治 監修 『異文化 理解 と情報 』,東京法 令出版,200416
佐 治圭 三 ・真 田信 治 監 修 『日本語 教授 法』,東京法 令出版,2004/6
佐 治圭 三 ・真 田信 治 監 修 『音声,文字 ・表記』,東京 法令 出版,2004/6
佐 治圭三 ・真 田信 治 監 修 『文 法 ・語 彙 ・日本 語史』,東京 法令 出版,2004/6
佐 治圭 三 ・真 田信 治 監 修 『言 語一 般』,東京法 令 出版,2004/6
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『都 道府県別 気 持ちが伝 わる名方 言141』,講談社,2005/1
(共編)『20世紀 方言研 究の軌 跡 一 文献 総 目録 一 』,国書刊 行会,2005/5
(共編)『事 典 日本 の多言語社 会』,岩波 書店,2005/10
(監修)『方 言の絵事 典』,PHP,2006/2
(編)『薩南 諸 島にお けるネオ方 言(中 間方言)の 実態 調査 』(科学研 究 費成 果報 告 書),大阪大
学,2006/2
(共編)『奄美 大島 にお ける言語 意識 調査報 告』,大阪大 学大学 院文学 研究 科真田研 究室,2006/2
(編)『社会 言語学 の展望 』,くろしお 出版,2006β
(監修)『日本 のフィー ル ド言 語学 新たな学 の創 造 にむけた富山か らの提言』,桂書房,2006/5
(監修)『韓 国人に よる日本 社会言 語 学研 究』,おうふう,2006/6
(監修)『聞 いておぼえる関西(大 阪)弁入門』,ひつ じ書房,2006/12
『方言 は気持 ちを伝 える』,岩波書店,2007/1
(共著)「音声研 究 と日本語 教育」,松岡 弘ほか編 『開かれ た日本語 教育 の扉』,スリーエー ・ネット
ワーク,pp.137-148,2005/3
(共著)「日本語 教育 と音 声」,縫部義 憲他 編 『講 座 日本語教 育学』,スリー エー ・ネットワーク,
pp.192-205,2006/9
(共著)『社 会文化 的アプローチ の実際』,北大 路書房,2004
『文化 と歴史の中の学 習と学習者』,凡人社,2005
(共編 著)『「共生 」の内実 一 批判 的社 会言 語学 か らの問いかけ』,三元社,2006
(共編 著)『「共生 」の内実 批 判 的社 会言 語学 か らの問いかけ』,三元社,2006
(共著)『韓国 人による日本社 会言 語学』,おうふう社,2006
『日本 と韓国 にお ける商 取引談 話 一 売 り手 と買 い手の相 互行為 を中心 に 』,(未刊 行)
(共著)石 井米雄 ・千野 栄一編 『世界 のことば ・出会 いの表現辞 典』,三省堂,2004/6
(共著)石 井米雄 編 『世界 の ことば ・辞書:の辞 典』,三省堂,2006
「国際化 の到来 と社会 教育 の役割 ボランティアに よる地 域 日本語 支援活 動 の現場 か ら」,今
西幸蔵 ・村 井茂編 『現代 における社 会教 育の課題 』,八千代 出版,2006
(共著)「地 域 日本 語 支 援 活 動 の 現 場 と社 会 をつ な ぐもの 日本 語 ボ ランテ ィア の声 か
ら 」,山下仁 ・植 田晃 次 編 「「共 生」の 内実 一 批 判 的社会 言語 学 か らの問 いか け』,三元
社,2006










編 著 『世界 の食 文化 中南米編 』,15,農山漁村文化協 会,2007/3
『日本 語 学習 者 におけるスタイル切 換 え能力 の発 達 一 韓 国語母 語話 者 を対 象 として 一 』,
BookPark,2005/4
(共著)『日本 語 研 究 の前衛 真 田信 治教 授 還暦 記念 論 集 』,時事 日本語 社(韓 国 ソウル),
2005/12/15
(共著)『社会言 語学 の展望Lく ろしお出版,2006/3
















「共 生 を生 きる 日本 社 会21世 紀COE研 究 プ ロ ジ ェク トか ら 」,『社 会 言 語 科 学 第16回
大 会 発 表 論 文 集 』,p.6,2005/9
「共 生 を 生 き る 日 本 社 会21世 紀COE研 究 プ ロ ジ ェ ク トか ら 」,『適 塾 』,38,pp.
26-32,2005/12
(共著)「宮 城 県 登 米 郡 中 田 町 方 言 の 述 語 の パ ラダイム 方 言 の アスペ ク ト ・テ ンス ・ムー ド体
系 記 述 の 試 み 」,『日本 語 の 研 究 』,1-1(通巻220),日本 語 学 会,pp.51-64,2005/1
(共著)「体 験 的 過 去 をめ ぐって 宮 城 県 登 米 郡 中 田 町 方 言 の 述 語 構 造 一 」,『阪 大 日本 語
研 究 』,17,pp.1-25,2005/2
「グ ロ ーバ ル ジ ャパ ン に お け る 日本 語 学 の あ り方 」,『日語 日文 学 研 究(日 本 語 学 ・日本 語 教 育 学
篇)』,53-1,韓国 日語 日文 学 会,pp.1-11,2005/5
「「ヨウダ」「ラ シイ」 とテ ンス」,『日語 研 究 』,3,商務 印 書 館,pp.1-24,2005/10
「グ ロ ーバ ル な 視 点 か ら の 日本 語 研 究 」,『東 方 語 言 文 化 論 叢 』,4,華南 理 工 大 学 出 版 社,pp.
9-22,2006/3
「文 の 対 象 的 内 容 ・モ ダ リティー ・テ ンポ ラリテ ィー の相 関 性 をめ ぐって」,『こ とば の 科 学 』,11,む
ぎ 書 房,pp.139-182,2006/3
「日本 語 の さま ざ まな アスペ ク ト体 系 が 提 起 す る もの」,『日本 語 文 法 』,6-2,pp.3-19,2006
(共著)「首 里 方 言 の アスペ ク ト ・テ ンス ・エ ヴ ィデ ン シ ャリテ ィー」,『大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科
紀 要 』,47,2007年,p.151-183
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(公開講演〉「聞き取 りの教 育」、 オオキタ基 金、 ブエ ノスアイレス,2006/11/10
「高校 生 に対 する日本 語 ・適応指 導 の概 要」,日本語教 育担 当教員研 修会,大 阪府教 育委員会,
PiaNPO2005/7/25
「言葉 の発達 と教科 学 習」,日本語 教育担 当教 員研 修 会,大阪府 教育委員会,PiaNPO,2005/7/25
「ヴィゴツキー とパフチンの接 点」,ヴィゴツキー学 第7回 大会,ヴィゴ ツキー学 教 会,神戸 市 勤労
会 館,2005/11/3
「市民 による識 字 ・日本語 の活動 と支 援 」,大阪府 識字 教育 担当者 連絡 会議,大 阪府教 育委員会,
大 阪府教 育セ ンター ,2006/11/2
「多言語 社 会と日本語 習得支 援 」,日本 語 ボランティアスキルアップ研 修,(財)京都 市 国際 交流協
会,京都 市国際 交流会 館,2007/2/3
(共同発 表)「共生の実 践 と課題 韓 国系民 族学 校の事 例 を中心 に」,日本 国際理 解教 育学会
第16回研 究 大会,岐阜大学 教育学 部 ・医学 部記念 会館,2006/6/10
「ブラジル日系 社会 の方 言接 触 アスペクト形式 を中心 に 」,2005年広州 日本 語 学国 際
シンポジウム,広東外語 外貿大学,2005/12/17
「日韓のニュース談 話にお けるナ ラティヴ構造 科 学関連 記事 における『評価 』を中心 として」,
第9回 メディアとことば研 究会,メディアとことば研 究会,早稲 田大学,2005/3/18
「韓 国の商 取 引談 話 における呼称 戦略 的機 能 を中心 に 」,第56回朝 鮮 学会,天理 大
学,2005/10
「コミュニケー ション・スタイルの 日韓 比較 セールス場 面にお ける発話ll1頁番取 り(turntaking)
を中心 に 」,第17回社会言 語科学 会,東洋大学,2006/3/18
「共生の実 践 と課題 韓 国系民 族学 校の事例 を中心 に」,日本 国際 理解 教育学 会第16回研 究
大会,岐阜大学,2006/6/10
「リンガ フランカとして生 きている台湾 日本 語 の実 態」,天理台湾 学会 第14回研 究大 会第1回 企画
シンポジウム 「いまも生 きている日本語,お よび日本語文 学 について考 える」,天理 大学,2004/7








「台湾 高年層 の日本語 にみ られるモダリティー 「ダロウ」と 「デ ショウ」を中心 に 」,台湾
日本 語文学会 第213回例会,台北YMCA,2006/8
(講演)「現 代 日本語 のバ リエー ション研 究 地域 方言 ・社 会方 言 としての若者 ことば ・キャン
パスことば 」,平成16年度 岡山大学留 学生セ ンター ・フォーラム 「現代 日本 語 の諸 相」,岡山
大学 留学生 センター,2005〆3/3
「ブラジル 日系 ・奥地 農村 地 域 にお ける言語 シフトー アリアンサ 移住 地 における言 語 使用 の
世 代 的 推 移 」,IIICongressoInternacionaldeEstudosIaponesesnoBrasil/XVIEncontro
NacionaldeProfessoresUniversit盗riosdelingua,LiteraturaeCulturalaponesa(第3回ブラジル
日本 研 究国 際 シンポジウムおよび第16回全 伯 日本語 ・日本 文学 ・日本文化 学 会),ブラジリア国
立 大学,ブラジル,2005/9/9,
「ブラジル 日系 人 の言 語 生活 ブラジル 日系社 会 における言 語状 況 一 」,長野 ・言 語文化
研 究会2005年12月研 究発 表会,松本 市あがたの森 文化 会館,2005/12/17
「ブラジルにお ける日本 語教 育の 変遷 と現 状:日本 語 教科 書 の変 遷 を中心 に」,日本語 教育 学会
研 究集会 平成18年度 第1回研 究発 表会,鹿児 島大学,2006/6/10
(講演)「ことば と社会 現 代 日本語 に見 られるバ リエーシ ョン 」,岡山東 ロー タリークラ
ブ月例会,岡 山プラザホテル,2006/9/14
「大学 における異文化 間交流実 践 の一考察 交換留 学生 との授業外 交流 活動 から 」,異
文化 問教 育学会 第25回大会,同志社 大学,2004
服部圭子・新庄あいみ・前村奈央佳・高阪香津美
服部圭子
「日系ブ ラジル人 と日本人社 会 の交流 の現状 中国地 方にお ける家 庭 ・学校 ・職場 ・地域 社
会 でのフィー ル ドワーク調 査 より 」,日本 国際 理解 教 育学 会第14回研 究大 会,ノー トルダム
女子大 学,2004


















「divergence」JACET(全国大 学英 語教 育学 会)談 話分析 研究 会9月 例 会,IACET(全国大学英 語
教育 学会),桃山学院大 学,2004
「fbreignertalk」,IACET(全国 大学 英語 教 育学 会)談 話分 析研 究会12月例 会JACET(全国大 学
英語教 育学会),大阪学 院大学,2004
「productionformadJACET(全国大 学英 語教 育学 会)談 話分析 研究 会3月例会,IACET(全国大
学英 語教育 学会),大阪学院大学,2005
「dode-switching」JACET(全国大学 英語 教育 学会)談 話分析 研 究会6月例 会,IACET(全国大学
英語 教育学会),大阪学 院大学,2005
「SPEAKING」JACET(全国大 学英語 教育学 会)談 話分析研 究会8月 例会JACET(全国大学 英語
教 育学会),大阪学 院大学,2005
服 部圭子 ・山下隆 史 ・御子神 慶子 ・新庄あいみ ・川 島孝 子
「とよなかにほん ごボ ランティアワー クショップ」,「地 域 日本語 活動 をする人のため のワークショッ
プ」,「とよなかにほ んご新 人ボランティアワークショップ」,「とよなか にほんご現 役 ボランティア
フォローアップ ・ワークショップ」など,豊申国 際交流協 会,豊中国際 交流協会 ほか,2004-2005
服 部圭子 「ボランティァ研 修」,NPO東大阪 日本語 ボランティア教 室,東大阪,2004
服 部圭子 ・山下 隆史 ・川島孝子 ・御 子神慶子 ・新庄 あいみ ・榎 井 縁 ・森本 郁代 ・新矢麻 紀子 ・御舘 久里 恵
「「日本語 ボランティア入 門」ワークシ ョップ」,神戸長 田公民館,2004
服 部圭 子 ・山下 隆史 ・川島孝子 ・御 子神慶子 ・新庄 あいみ ・榎 井 縁 ・森本 郁代 ・新矢麻 紀子 ・御舘 久里 恵
「日本 語ボ ランティアのため のスキルアップ講座 」,大阪市 国際交 流セ ンター,大阪市 国際 交流セン
ター主催,2005
服部圭 子 ・新庄 あいみ
「日本 語ボ ランティア研修」,地域 日本語 教室 ともだちひろば,福山市民 会館,2005
森 幸一(セ ミナー)「ブラジル におけるエスニック ・シャーマ ンの生 成 プロセス とその神霊 界構 成」,サンパ
ウロ大 学大学 院心 理学研 究科OrientacaoInterculturalプログラム,2006/5
森 幸 一 「日系 人言語 生活 調査 の設 計 に関して」,「ブラジルにおける言 語接 触 の諸相 」,サンパ ウロ大学 大
学院 日本語 ・日本 文学 ・日本文化 プログラム,2006/6
森 幸一(コ ーディネー ター )「ラウンドテーブル:ブラジルの 日系 宗教 特 に宗教 的改宗 を巡って 」,
第4回 国 際日本 研究 シンポジウム ・第17回日本語 ・日本 文学 ・日本文化 コース大学 教官年 次研 究
報告 会,サンパウロ大 学文 学部 日本語 ・日本 文学 コース及 び大学 院 日本語 ・日本 文学 ・日本文化
プ ログラム,2006/8
森 幸一(講 師)国 際 交流 基 金サ ンパ ウロ事務 所主催 文化 講演会 「SaberesdosSabores:風土 とフー ド
ー 〈食〉を巡 る移民 史 」,2007/3





「韓 国語 母語話 者 の丁寧体 構 造の習 得プ ロセスと要 因」,韓国 日本 学会 第69回研 究大 会(第2
回韓 国 日本 学連合 会),東西大 学校(韓 国釜 山),2004/7/10
「韓国語 母語 話者 の 日本語 のスタイル切 換えにおける過剰 意識 の表 出上 社会 言語 科学会 第16回
全 国大会,龍谷大学,2005/10/2
「韓国語 母語 話者 の 日本語 におけるスタイル切換 え項 目の習得順 序」,第二言語 習得 研究 会 第16
回全 国大会,大 阪外 国語 大学,2005/12/11
「気づ かれ にくい韓 国文化」,神戸 松蔭 「土曜 講座 」,神戸松蔭 女子学 院大学,2006/10/21
服部圭 子 ・新 庄あいみ ・前村 奈央 佳 ・高 阪香 津美
「日系ブ ラジル人 と日本人社 会 の交流 の現状 中国地 方 における家 庭 ・学校 ・職 場 ・地域 社
会 でのフィールドワーク調 査より 」,日本 国際 理解 教 育学会 第14回研 究 大会,京都 ノー トル
ダム女子大学,2004/6/5-6
新庄 あい み ・高 阪香 津 美
「日系 ブラジル人に おける言語 使 用 の実 態Aさ んの 経験 か らみ る日本 語 学 習支 援 の可 能
性 」,日本 国際 理解 教育 学会第15回研 究大会,玉川大 学,2005/6/4
高阪香 津美 「日本 の高等 学校 におけるポル トガル語教 育」,日本 グローバ ル教 育学会 第14回全 国研 究大会,愛
媛大 学,2006/9/2
高阪香 津美 「日本 の公立 高校 にお ける英語以外 の外 国語教 育 在 日ブラジル人児童 とのビデオレター を通
して 」,外国語教育 システム研 究会,京都 外 国語大学,2007/2/23
服 部圭 子 ・新庄 あいみ ・前村奈 央佳 ・高 阪香 津美
「地域 社会 にお けるコミュニケーションの現 状 」,日本 国 際理 解 教 育学会 第14回研 究大会,京都
ノー トルダム女子大学,2004/6/5





「日系 ブラジル人 にお ける言 語 使 用 の実 態Aさ ん の経 験 か らみ る日本 語 学 習支 援 の可 能
性 」,日本 国際理 解教 育学会 第15回研 究大会,玉 川大学,2005/6/4
「コンピュー タ支援 の協 同学 習(CSCL)を取 り入 れた授 業実 践 大学 の言語 教 育 にお ける調
査 を通 して 」,外国語 教育 学会(IAFLE)第9回研 究報 告大会,東京外 国語 大学,2005/1116
(ラウンドテ ーブル ・論 者)「地 域 日本語 活動 の展 開に向け て」,日本 語 教育学 会 第4回 研 究集会,
徳 島大学,2006/6/24
「地域 のボ ランティア日本語教 室 にお ける会 話の分析 を通して」,日本 語教育 学会 第9回研 究集会,
松 江 国際交流 会館,2006/11/25
「自社 お よび系 列 テレビ局 の不祥 事 報 道 における新 聞 の隠蔽 ス トラテジーについて 第三 者
名 義株 式保 有問題 を題 材 に」,第10回メディアとことば研究会,東洋 大学,2005/6/24
rゆ
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佐藤 誠子 ・布尾勝 一郎
「大 阪にお ける多言 語 表 示の実 態 とその受 容 につ いて」,多言 語化 現 象研 究会 第26回研 究発 表
会,国立民 族学 博物 館,2005/12/23
布尾勝 一郎 「「身内」の不 祥事 報道 における新 聞の隠蔽 ・自己正当化 ス トラテジー 一 第三者名義 株 式保有
問題 を題 材に 一 」,第19回社 会言語 科学会研 究 大会,社会言語 科学会,東洋 大学,2006/3/19
布尾勝 一郎 「「身 内」不 祥 事 報 道 にお ける新 聞 の隠 蔽 ・自己 正 当化 ストラテジー 第 三者 名義 株 式保
有問 題 を題 材 に 」,世界 を読 み解 くセ ミナ ー第5弾,TCN茅ヶ崎方 式 英 語会,神 戸 中央校,
2006/4/9
布尾勝 一郎 ・佐 藤誠子 ・WooWaiSheng
「日本人の共 生意識 外 国人イメージ ・言語 意識 ・言語 サービスに関するインタビュー調査 か
ら 」,第19回社 会言語 科学会 大会,社会言 語科 学会,日本大 学文理 学部,2007/3/3-4
モダニズムと中東欧の藝術 ・文化
圀府 寺 司(共 編著)『アヴァンギ ャル ド宣 言 中東欧 のモ ダニズム』,三元社,2005/9
圀府寺 司 『ゴッホ 西 洋絵 画の巨匠2』,小学館,2006/3
山崎 孝 ・伊東信 宏 『ミクロコスモス』第1-6巻(「バル トー ク集 」第4、5、6巻の 「概 説」「成立史 」「各巻 解説 」),春秋
社,2006/12
伊東信 宏 『東 欧の村 の楽 師たちと20世紀 音楽 の前衛:ロ マ(ジ プシー)とクレズマー を中心 に』(平成15年
度 一平成17年度 科学 研究 費補助金(基 盤研 究(C))研究 成果 報告 書),2006
三谷研 爾(共 著)『言 語 と文化 の饗 宴』,英宝社,pp.1-370,2006/3
三谷研 爾 『プラハ ・ドイツ人社会 にお ける文化 的 アイデ ンティティの形成 と機 能』(2003年度 一2005年度 科
学研 究 費補助金基 盤研 究(C)研究成 果報 告書),pp,1-49,2006/3
圀府 寺 司(編 著)「ファン ・ゴッホ展覧会 全史 作 品移動、市 場、 メディアか ら見た美 術研 究へ の序 論」(特




















「ファン ・ゴ ッホ 孤 高 の 画 家 の 〈現 〉風 景 グ ロ ーバ ル ・メガ ・マ ー ケ ット時 代 の お 色 直 し」,『美
術 手 帖 』,20,4月号,pp.84-88,2005/4
「演 劇 史 としての 回想 ボグ ダノー ワ・オル ロ ワ 「 『ノー ラ』を稽 古 す るメイエ ル ホ リ ド」 を読 む」,
『演 劇 学 論 集=日 本 演 劇 学 会 紀 要 』,42,pp.33-50,2004/11
「演 劇 史 とナ シ ョナル ・モ デ ル ロ シア に お け る演 劇 史 記 述 の 諸 問題 」,『演 劇 学 論 叢 』,7,大阪
大 学 大 学 院 演 劇 学 研 究 室,pp.249-268,2004/12
「ソウル で 考 え た こと」,『act』,9,国際 演 劇 評 論 家 協 会 日本 セ ンター 関 西 支 部,p.1,2006/5
「旅 の 演 劇 」,『act』,10,国際 演 劇 評 論 家 協 会 日本 セ ンター 関 西 支 部,p,1,2006/8
"To
uringPracti¢e,oHheatreasContactZone1",『演 劇 学 論 叢 』,8,大阪 大 学 文 学 研 究 科 演 劇 学
研 究 室,pp.220-213,2006/8
「演 劇 学 の 概 説 、 あ る い は 人 文 学 的 配 置 」,『演 劇 学 論 集=日 本 演 劇 学 会 紀 要 』,44,pp.131-144,
2006/11





「音 楽 機 械 の 夢 の もつ れ 」,井 口壽 乃 ・圀 府 寺 司編 『ア ヴ ァンギ ャル ド宣 言:中 東 欧 の モ ダニ ズ ム』,
三 元 社,pp.275-276,2005/9
「ル ー マ ニァ 民 俗 音 楽 の 「性 格 」を め ぐって:エ ネス ク 《ヴ ァイオ リン ・ソナ タ第3番 》 に 関す る い く
つ か の 論 点 」,『待 兼 山 論 叢 』,39,pp.1-22,2005/11
「ロマ の 楽 師 に なる」,『民 博 通 信 』,111,pp.7-9,2005/12
「流 通 の デ ィス ク ール キ ッ シュ 『娘 飼 い』に お ける 近 代 都 市 の 経 験 」,『独 文 学 報 』,20,大阪 大 学
ドイ ツ文 学 会,pp.93-113,2004/11
「脱 領 域 の 言 語 プ ラハ の ユ ダヤ系 ドイツ 語 作 家 に お け る言 語 的 アイデ ンティテ ィ」,『ドイ ツ文
学 』,ll7,日本 独 文 学 会,pp.36-46,2005/3
「魔 都 の トポ グ ラフ ィー 世 紀 転 換 期 の プ ラハ に お ける 近 代 化 と都 市 の 表 象 」,『大 阪 大 学 文 学 研
究 科 紀 要』,47,pp.47-86,2007
「反 復 の パ ラ ド ッ クス ア ド ・ラ インハ ー トとア ン デ ィ ・ウ ォ ー ホ ル 」,『西 洋 美 術 研
究 』,11,pp66-86,2004/9
「ロバ ー ト ・ラウ シェ ンバ ー グの 《ゴー ル ド ・ス タンダー ド》」,『美 術 史 』,158,pp.339-355,2005/3













































「モ ダニ ス ト ・イコノク ラス ム の 研 究 」(2002年度 一2004年度 科 学 研 究 費 補 助 金(基 盤 研 究C)研
究 成 果 報 告 書/研 究 代 表 者:圀 府 寺 司),2005/3
「ロシ ア 演 劇 史 」,『比 較 演 劇 史 の 方 法 論 の 構 築 』(科 学 研 究 費 基 盤 研 究(B)(1)報告 書),pp.
105-ll3,2005/3









「粉 挽 き場 とい うトポ ス:《美 し き水 車 小 屋 の 娘 》前 史 」,長 野 順 子 ・小 田 部 胤 久 編 『交 響 す る ロマ
ン主 義 』(シェリング 論 集5),pp.135-156,2006/6
「ユ ダヤ人 の プ ラハ カフ カ家4代 の記 録 か ら」,『チ ェ コ学 ・ス ロバ キ ア学 レクチ ャー 集 』,1,関
西 チ ェ コ/ス ロバ キ ア協 会,pp.46-50,2006/3
「越 境 と摩 擦 一 ロバ ー ト・ラ ウ シェ ンバ ー グ の 《モ ノグ ラム 》とス トックホルム 近代 美 術 館 」,
『若 山 映 子 教 授 退 職 記 念 論 文 集 』,大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科,2007/3








「俗 事超 え生 きるミューズ、 映画 評 「真 珠 の耳飾 りの少 女」、 フェルメールと結ぶ 美の密 約」,朝日
新 聞夕刊,p.5,2004/5/7
(カタログ)『ゴッホ展VanGoghinContext』,東京 国立近代 美術 館,国立 国際美 術館,愛知 県
美 術館,2005/3
「ゴッホ展 によせ て。歴史 的文脈 の中で見直す ゴッホ」,東京 新 聞,p.23,2005/4/23
「ファン ・ゴッホ家 の家計 簿」,『国立 国際美術 館 ニュース』,148,pp.2-3,2005/6
「ゴッホ展 見 逃せぬ30点の傑作 群 物語 を味わ うように」,中日新 聞,p.8,2005/7/24
「ロシア演 劇 は我 らの 同時 代 人1?」,『act』,創刊 号,国際 演 劇評 論 家 協 会 日本 センター 関西 支
音β,pp.16-17,2004/5
「パ リ陥落 と『ボ ン ・ヴ ォヤー ジュ』」,『ボ ン ・ヴ ォヤー ジュ』,日本 配 給 用 プ レスキ ッ ト,Asmik
A¢e,pp.18-19,2004/10






















「批評 につ いてこう考える」,『季刊 上方芸 能』,155,上方芸 能,pp.4849,2005/3
「パ フォーマンスと社会 参加 」,『芸術 コミュニケーション デザイン』国際 フォーラム 人文社 会 プ
ロジェクト「芸術 とコミュニケーションの実践 的研究 」,p.8,p,67,2005/3
「夢 の回廊 頼 声川演 出表演工作 坊 『如夢之 夢』を見 る」,『act』,5,国際演 劇評 論家協 会 日本
セ ンター関西 支部,pp.18-19,2005/5
「演 劇 教 育インタビュー」,『日本 演 劇学 会 演 劇 教 育 プロジェク ト活 動 報 告』,日本 演 劇 学会,pp.
18-23,2005/6
「如月小 春」(pp.230-236),「渡辺 え り子」(pp.253-258),「川村 毅 」(pp292-297),「生 田萬」(pp.
316-318),『20世紀の戯 曲』,日本近代演 劇史研究 会編,社会評 論社,200516
(書評)「瀬戸宏著 『中 国話劇 成 立史研 究』(東方 書店)」,『act』,6,国際 演劇 評 論家 協会 日本 セン
ター関西支部,pp.18-19,2005/8
(演奏会 評)「コリン ・デイヴィス指揮 ロンドン響」,朝日新 聞文化欄,2004/4
(作品 解説)『 ドヴォル ジャー ク交 響 曲第9番 ホ短 調 《新 世界 より》作 品95』,音楽 之 友社,pレ
3-8,2004/4
(演奏会 評)「N響定期(コ パチンスカヤ独奏)」,朝日新 聞夕刊 文化欄,2004/4/27
(解説)「バル トー ク 《弦 楽四重奏 曲第1・4・6番》」,静岡AOIレジデ ント・カルテット演奏 会,静岡
AOIホー ル,2004/5
(論考)「水 車 小 屋 の娘 は なぜ 不 実 な の か?」,『奏』,21(日本 室 内楽 振 興 財 団機 関 誌),pp.
7-8,2004/5
(企画)「サントリー音 楽 財 団コンサ ート『対 話 する作 曲家,権 代 敦 彦』」(2004/5/22,ザ・シンフォ
ニーホール)/(インタビュー記事)「作 曲家 と語 る」(同コンサー ト・パ ンフレット),pp,6-Z2004
(演奏会 評)「コンポージ アム2004リンドベルイ 『三つ の協 奏 曲』」,朝日新 聞夕刊文化
欄,2004/6/10
(論考)「《東京 の夏 》が形 成 してくれた もの」,『第20回 《東京 の夏 》音楽 祭2004フェスティバル ・
マガジン』,pp.74-75,2004〃
(演奏会 評)「パウル ・バ ドゥラ ・スコダ ピアノ ・リサイタル」,朝日新 聞夕刊文化 欄,2004/7/7
(論考)「音 楽の謀 略家 としての1・ハイドン」,『レコード芸術』,53-8,pp.42-44,2004/8
(演奏 会評)「タランテッラ 地 中海の民 の音 楽」,朝日新 聞夕刊文化欄,2004/8/2
(演奏 会評)「ニューヨーク ・ハーレムシアター 『ポーギーとべス』」,朝日新 聞夕刊 文化欄,2004/9/16
(演奏 会 評)「読売 日響 『ストラヴィンスキー ・チ クルス』」、朝 日新 聞夕刊文化欄,2004/10/7
(演奏 会 評)「クレーメル&ク レメラータ ・バル ティカ演 奏会」,朝日新 聞夕刊 文化欄,2004/10/28






























(解説)「ラカトシュ ・アンサ ンブル:正 統 と異端 と」,『ラカトシュ ・アンサ ンブル演 奏 会 解 説 書』
ザ ・フェニックスホール,2004/11/4
(演奏 会評)「二期 会 『イェヌーファ』」,朝日新 聞夕刊 文化欄,2004/11/9
(解説)「ハ イドンとショスタコー ヴィチをめ ぐって」(小澤征 爾第34回サ ントリー音 楽賞受 賞記 念コ
ンサ ー ト解説),サントリー ホール,2004/12/12
(演奏 会評)「ソフィア国立 オペ レッタ『メリー ・ウィドウ』」,朝日新 聞夕刊 文化 欄,2005/1/18
(解説)「バル トー クという一人 の 『青 ひげ公 』」,愛知 芸 術 文 化 センター演 奏 会 プ ログラムノー
ト,2005/2
(演奏 会評)「アンサンブル ・ゼフィロ」,朝日新 聞夕刊文化 欄,2005/2/3
(演奏 会評)「キュッヘル ・アンサ ンブル ・ウィー ン」,朝日新聞夕刊 文化 欄,2005/3/31
(解説)「終末 はいつ も唐突 にや ってくる:バル トー クの形式 感覚 」,東京交 響楽 団第525回定期演
奏会 プログラムノート,pp.10-ll,2005/4
(論考)「リゲティが見 入 る地 図」,「奏 』,23(日本 室 内楽 振興 財 団機 関誌),日本 室 内楽 振 興財
団,pp.15-16,2005/4
(演奏会 評)「新 国立劇場 『コジ ・ファン ・トゥ・テ』」,朝日新 聞夕刊 文化 欄,2005/4/7
(演奏会 評)「フェルメール ・カルテ ット」,朝日新 聞夕刊 文化 欄,2005/4/28
(演奏会 評)「プーランク 《カルメル会修 道女の》話 」」,朝日新 聞夕刊文化欄,2005/5/26
(演奏会 評)「スロヴァキァ ・フィルハ ーモニー管弦 楽団」,朝日新 聞夕刊文化欄,2005/6/30
(演奏会 評)「プロムジカ女声合 唱団j,朝日新 聞夕刊文化欄,2005〃/14
(論考)「とお りゃんせとしての 《春 の祭典》」,『民族 藝術学 会会報 』,66,民族 藝術 学 会,p.3,2005/9
(翻訳)シ ュトゥッケンシュミット著 「音楽 の機械化 」,井口壽乃 ・圀府 寺 司編 『アヴァンギ ャル ド宣
言:中 東 欧のモダニズム』,三元社,pp.270-271,2005/9
「権 代敦 彦 「子守 歌」の評」,朝日新聞 夕刊 文化 欄,2005/9/2
(演奏会 評)「東 京シティ ・フィル,1・ポ ンス指揮」,朝日新 聞夕刊文化欄,2005/9/15
(書評)「関口義 入著 『ジプシー ・ミュージックの真 実』」,図書 新 聞,2005/10
(演奏会 評)「男声 ア ・カペラ合 唱団 『シャンティクリア』」,朝日新 聞夕刊文化 欄,2005/10
(演奏会 評)「鈴 木秀美 バ ッハ ・無 伴奏 チェロ組 曲」,朝日新 聞文化欄夕刊,2005/10/6
(論考)「夏の祭 典」『奏』,24,日本室 内楽振興 財団,pp.15-16,2005/11
(演奏会 評)「クレール=マ リ ・ルゲ ピアノリサイタル」,朝日新聞文化 欄,2005/11/24
(演奏会 評)「若林 顕 ピアノリサイタル 『たった一人の 『第九』』」,朝日新 聞夕刊 文化 欄,2005/12/12
(演奏会 評)「テツラフ,フォークト デュオリサイタル」,朝日新 聞夕刊 文化欄,2006/2/9

















(演奏 会評)「ヴィヴァルディ『バヤゼット』」,朝日新 聞夕刊 文化 欄,2006/2/23
(演奏会 評)「シュタットフェル ト ピアノリサイタル」,朝日新 聞夕刊 文化 欄,2006/3/16
(演奏 会評)「ドイツ ・カンマーブイル」,朝日新 聞夕刊文化欄,2006/5/25
(演奏会 評)「バル トー ク ・カルテ ット」,朝日新 聞夕刊 文化欄,2006/6/22
(記事)「ジェルジ ・リゲティを悼む」,朝日新 聞夕刊文化欄,2006/6/26
(解説)「細 川俊夫 《旅 人》など」,大阪 フィルハ ーモニー 第400回定 期演 奏会,2006/7/6-7
(演奏会 評)「ゲ ヴァントハウス ・バ ッハ ・オーケス トラ」,朝日新聞夕刊文化 欄,2006〃/20
(項目)「バ ルトー ク」「ロマ の音 楽」,小沼純一 編 『あたらしい教 科書8音 楽』,2006/9
(演奏会 評)「ファビオ ・ルイジ指揮 ウィー ン交 響楽 団」,朝日新 聞夕刊文化 欄,2006/11/9
(演奏 会 評)「ハ ンガリー 国 立 ブダペス ト・オペ レ ッタ劇 場 「こうもり」」,朝日新 聞 夕刊 文 化
欄,2007/1/11
(演奏会 評)「コンチ ェル ト・コペ ンハーゲ ン」,朝日新 聞夕刊 文化欄,2007/1/25
(演奏会 評)「マ リオ ・ブルネロ 「無 伴奏 チェロ&・・」」,朝日新 聞夕刊文化欄,2007/2/22
(書評)「鈴 木隆 雄i監修 『オース トリア文学小百科』」,『ドイツ文学 論攷』,46,阪神 ドイツ文学会,pp.
108-110,2004/12
(翻訳 ・解 説)井 口壽乃 ・圀府 寺 司編 『アヴァンギャル ド宣言 中東 欧のモダニズム』,三元社,pp.
1-291,2005/9
(音楽CD)「オルケステル ・ドレイデル/シ ュピール、 ドレイデル!」,オルケステル ・ドレイデル,自
費出版,2006
(音楽CD)「オルケステル ・ドレイデル/MazlTov!(マーズル ・トー ヴD」,オルケステル ・ドレイデ
ル,自費出版,2007












「フ ァン ・ゴ ッホ をめ ぐる 〈物 語 〉の 系 譜 」,東 京 国 立 近 代 美 術 館,2005/4/2



















境/モ ダンアー ト」,大阪大学 中之島 センター,2005/5/31
「『ファン ・ゴッホの栄光 のための犠牲 』 や りくり上手?な ファン ・ゴッホ家 の人 」々,国立 国際美
術 館,2005/6/11
「『ファン ・ゴッホ の栄光 のための犠 牲 』 テオとヨーの家 計簿 に見 る作 品売 却 の軌跡 」,第31回
大 原美術 館美 術講 座,倉敷 アイビースクエア ・オパ ールホール,2005/7/30
「『ファン ・ゴッホの栄光 のための犠牲 』 テオとヨーの家計 簿 に見 る作 品売却 の軌跡」,愛知県 美
術 館,2005/8/27
「ファン ・ゴッホの経済 生活 家計 簿 から見た 「孤高 の画 家」生成 の過 程 」,日本 監査役
協 会関西 支部,大阪全 日空ホテル万葉 の間,2005/8/30
「ファン ・ゴッホ と日本」,大阪倶 楽部,2006/7/5
(招待 講 演)「ファン ・ゴッホ 〈キリス ト教 〉対 〈自然〉」,弘益 大学校(Hong-IkUniversity)(韓国
ソウル),2006/11/10
「世界 の最先端 をゆく舞 台芸術 」,「国境 を越 えた舞台芸 術上 舞 台美術 家協会,大 阪芸術 大学,
2004/11/15
(司会)「アジァ演 劇へ の/からの研究 視座 」,日本 演劇 学会秋 の研 究集 会,福岡女学 院大学,
2004/11/27
「劇 と場 所 」,日本 演 劇 学 会 分 科 会 近 現 代 演 劇 研 究 会 上 海 集 会,上 海 戯 劇 学 院,2005/2/24
"Sanat-ArtandSocialEngagement,commentator'口nternationalForum;ArtandCommunica-
tion,2005/3/14
「演 劇/歴 史/国 家/地 域 グ ロー バ ル 化 とロー カル化 の 時 代 に お け る 演 劇 史 構 築 の 可 能
































(合評 会)「瀬 戸 宏 著 『中 国 話 劇 成 立 史 研 究 』(東方 書 店2005)をめ ぐっ て」,西洋 比 較 演 劇 研 究 会
Il月例 会,成 城 大 学,2005/11/5
「コミュニ テ ィ ・アー ト報 告 」,人社 プ ロ 「文 学 ・芸 術 の 社 会 的 媒 介 機 能 」第1回 活 動 報 告 ・研 究 交
流 会,東 京 大 学,2005m127
「ア ナ トー リイ ・キム と朝 鮮 系 ロ シ ア演 劇 の 展 開 」,日本 演 劇 学 会 分 科 会 近 現 代 演 劇 研 究 会 ソ ウル







「藝 術 の 変 貌 藝 術 学 関 連 学 会 連 合 公 開 シンポ ジ ウム をめ ぐって」,第1回 芸 術 とコ ミュ ニ ケ ー
シ ョン研 究 会,大 阪 大 学 文 学 研 究 会 第1会 議 室 、2006/6!21
「演 じ られ る 美 一 蜷 川 幸 雄 イ ンタビ ュー」,大 阪 外 国 語 大 学 司 馬 遼 太 郎 記 念 学 術 講 演 会,大 阪










「イ ンター カル チ ュ ラリズ ムの 演 劇 再 考 ユ ー ジ ェニ オ ・バ ルバ 演 出 オ デ ィン劇 場 『Ur-Hamlet』
を め ぐって」,近現 代 演 劇 研 究 会12月 例 会,大 阪 大 学 文 学 研 究 科 美 学 棟IF,PAC,2006/12/2
「テ キス トとしての 演 出 台本 ス タニス ラ フス キイ演 出 台 本 『か もめ』(1896)を中 心 に」,広域 文




「老 い とリア リズ ム の 演 技 上 「老 い と文 化 」慶 応 義 塾 大 学 身 体 医 文 化 論 研 究 会 ワ ー ク シ ョップ,慶
應 義 塾 大 学 日吉 キ ャンパ ス 来 往 舎2階 大 会 議 場,2007/3/1
「伝 統 演 劇 とモ ダニ テ ィ 総 括 セ ッシ ョン」,近現 代 演 劇 研 究 会 沖 縄 集 会 「伝 統 演 劇 とモ ダニテ ィ」,





























































「ア ーノ ンクー ル は 語 る/ア ー ノ ンク ー ル と語 る」,京 都 賞 ワ ー ク シ ョ ップ,京 都 国 際 会 議 場 大 ホ ー
丿レ,2005/11/12
「バ ル トー ク:村 の 楽 師 と20世 紀 音 楽 の前 衛 」,京都 女 子 大 学 公 開 講 座,京 都 女 子 大 学,2005/11/19
(講演 と企 画 担 当)「シ ャガー ル の ヴ ァイオリ ン:東 欧 の村 の 楽 師 と20世 紀 の 前 衛 音 楽 」(出演:ト リ
オ ・ミンス トレル),ザ ・フェ ニ ックス ホ ー ル,2005/12/3
「『ル ー マニ ア音 楽 』 は誰 に帰 属 す る のか?:モ ル ドヴ ァの ブ ラス ・バ ン ドをめ ぐって」,神戸 大 科 学
研 究 費 講 演 会,神 戸 大 学 国 際 文 化 学 部,2005/12/13
「『バ ル トー クと黄 金 分 割 』再 考 」,日本 ア ルバ ン ・ベ ル ク協 会 例 会,タ カギ ク ラヴ ィア 「松 濤 サ ロ
ン」,2005/12/21
「ヴ ァイオ リン を弾 く身 体 」,国 立 民 族 学 博 物 館 共 同研 究 「音 楽 と身 体 に 関す る民 族 美 学 的 研 究 」
(代表;山 田 陽 一),2006/01/28
「バ ル トー ク に よる ピァノ曲 《ミュゼ ット》の生 成 と変 容 」,大阪 大 学 大 学 院 広 域 文化 表 現 論 「テク




「頑 固 者 とひ ね くれ 者:バ ル トー クとラヴ ェル を め ぐって」,中 之 島 国 際 音 楽 祭,2006/09/26
「チ ャル ガ に夢 中:ブ ル ガ リア に お け るポ ップ ・フォー ク の位 置 」,入 間 文化 研 究 機 構 連 携 研 究 「日
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「民 族誌 のメイキングとリメイキング;マ ーガレット ・ミー ドが サモアで見 いだ したものの行 方」,太
田好信 ・浜本満 編 『メイキング人類学』,世界思想 社,pp.113-135,2005
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研 究科 ボランティァ人 間学教 室,pp.42-59,2005
「医療 人類 学の立場 か らみた保 健 医療協 力 プロジェクトの持 続可 能性 に関する学 際研 究」,『平 成
16年度厚 生労働 省国際 医療研 究委 託費 ・研 究報告 集』,国立国 際医療 センタrpp,239-240,
2005
「水俣 が 私 に出会 ったとき:社会 的 関与 と視覚 表 象」,丸山定 巳 ・田口宏 昭 ・田 中雄 次編 『水俣 か
らの想像 力:問 い続ける水俣 病』,熊本出版文化 会館,pp.123-146,2006
「ホンジュラス調 査か ら私 が 学んだ もの:医 療 人類 学 か らみた保 健 医療 プロジェクトの持 続可 能
性 に関する学 際研 究」,『保 健 医療 プロジェクトの持続 可能 性に関する学際研 究 調査 報告 書』,大
阪大学人 間科 学研 究科 ボランティア人間学教 室,2006
「国民 国家概念 が さほど有 効 ではな くなった今 日において、 私 たちは"国"際 保健 医療 協力 の持
続可 能性 に何 を期待 す ることがで きるのか:そ の学 際研 究 の可能性 についての諸 考察」,『保 健




Mayas,UNAM(メキシコ自治大 学マ ヤ研 究センター),Merida,UniversidadNacionalAutonomade
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「厚生労 働 科学 研 究 医療 技術 評 価 総合 研 究事 業 「STAS(SupportTeamAssessmentSchedule)
























医療提 供体 制の拡 充に関する研 究班,pp.1-5ス2004
「ホスピス緩 和 ケア白書2005」,日本 ホス ピス ・緩 和 ケァ研 究振 興 財 団 「ホスピス緩 和 ケア 白書
2005」編集 委員会,PP.1-86,2005
「厚 生労 働科 学 研 究 医療 技術 評 価 総合研 究事 業 「STAS(SupportTeamAssessmentSchedule)
日本 語 版 ス コアリングマニ ュアル=緩 和 ケアにお ける クリニカル ・オ ーディットのた め に(第2
版)」 ,緩和医療 提 供体 制の拡 充に関する研 究班,pp.1-63,2005
「ホスピス ・緩和 ケァに関する意識調査 人 生観 と死生 観との関連 」,日本 ホスピス ・緩和
ケア研 究振 興財 団,pp.1-51,2006
『ホスピス緩 和 ケア白書2006』,日本 ホスピス ・緩和 ケァ研 究振 興 財 団 「ホスピス緩 和 ケア 白書
2006」編集 委員会,pp.1-ll3,2006
「厚生 労働 科学 研 究費補 助金 ヒトゲノム ・再生 医療 等 研 究事業 「脳 死 臓器 提 供 を承 諾 した家族
の心 情 と臓 器移 植 コーディネーターに よるドナ ー家 族 ケァに関する経 年 的調査研 究 」平成17年度
総 括 ・分 担研 究報 告書」,(朝居朋 子,大宮かお り,米虫圭 子,坂口幸 弘,櫻井悦 夫,恒藤 暁,中西
健 二,原 美幸),pp.ll-82,2006
(共著)「医療 情報 一 個 人情報 、医療(診 療)情 報、 遺伝 情報 の保 護 と共 有」、『生命倫 理 と医
療 倫理 』,金芳 堂,2004/9
「裁判 外紛 争 解決 手続 の利用 の促 進に関する法律 の成 立 とそ の解 説 」,『市民 と法』,民事 法研 究
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「事例 で考える個 人情 報保 護法 」,『眼 科 と経 営』,プリメド社,2QO5〆10
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史 』,706,pp.125-127,2007/3
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記念公 開 シンポ ジウム,西宮市 大学交流 センター,2006/4/16
「記憶=記 録 の悪 魔:ドキュメントにお ける記 憶(声)と ジャズ レコー ドの記録(刻 印)につ いて」,
分科 会 「音的 近代/民 族 誌 的近代=音 の記 録 史か ら声 の文字 化 を再 考 する」(代表 者:太 田好
信),日本 文化人類 学会 第40回研 究大会,東京 大学駒場 キ ャンパス,2006〆6〆4
「日本 にお けるサイエンスコミュニケーシ ョンの課 題」,科学 を語 り合 う一 サイエ ンスコミュニ
ケーションの方 法と実 践,日本 大学 カザルスホール,2006/5/23
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学技 術セ ンター,2006/5/29
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「コミュニケ ーシ ョンの 意 義 と手 法 」,平成18年度 環 境 影 響 評 価 研 修,環 境 省,環境 調 査 研 修
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の力 文化 変容 の可 能性」,京都大学 大学 院文学研 究科 新館 第3講 義 室,2005/12/18
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池 宮 美 佐 子 ・山 口悦 子 ・渥 美 公 秀
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グル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第51回 大 会,南 山 大 学,2004/5
Kato,K.&Atsumi,Tomohide,"Preliminaryconsiderationaboutcollaborativepracticethroughinterviewmethod=A
casestudyofthegreatChi-ChiearthquakeinTaiwan,1999",日本 グ ル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第
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DRI",日本 グ ル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第51回 大 会,南 山 大 学,2004/5
Yamaguchi,E,Ikemiya,M.8ζAtsumi,IR)mohide,`℃hangesinnormsatahospital:Theimprovementofhospitallifヒata



























渥 美公秀 「続 ・ボランティアの知:震 災10年を前 に」,組織 学会2005年度年次 大会,2004/10
山口悦子 ・池 宮美佐子 ・平 井祐 範 ・倭和 美 ・新 宅治 夫 ・山野恒一 ・渥美 公秀
「療養 環境 を生活 の場 と捉 えた小児 がん患 児の トー タルケァに関す る総合 的研 究 」,日本 小児 がん
学会 第20回大会,京都,2004/11
渥 美公秀 「震災10年:神戸 か ら申越 ・インド洋 へ」,国際ボ ランティァ学会 第6回 大会 シンポ ジウム,大阪大
学,2005/2
高 玉潔 ・渥美公秀 ・関 嘉 寛 ・加藤 謙介
「台 湾集 集 大 地 震 に お ける慈 済 功 徳 会 の活 動 」,国際 ボランテ ィア学 会 第6回 大 会,大 阪 大
学,2005/2
高野 尚子 ・渥 美公秀 「阪神 ・淡 路大 震災 の伝 承 に関す る一考察 」,日本グループ ・ダイナ ミックス学 会第52回大 会,神
戸 国際会 議場,2005/3
山口悦子 ・渥美 公秀 「医療 現場 にお ける集団 変容 プロセス:小 児病 棟 の療養 環境 改善 活動 を通 じて」,日本 グループ ・
ダイナ ミックス学 会 第52回大 会,神戸 国際 会議場,2005/3
Atsumi,Tomohide"Educationaltools負)rdisastermitigation:exploringcollectiveactivitytheory",ISCAR,Sevilla,Sp
ain,2005
渥美公 秀 「災害 ボランティアセ ンターのグループ ・ダイナミックス:ボ ランティアの知 新 潟県 中越 地震
の事例 」,日本 心 理学会 第69回大会,慶應 義塾 大学,2005/9
渥美公秀 「災害時 のボランティア活動」,日本心 理 学会公 開 シンポジウム:事 故 と安全 の心 理学:安 全と心
理学研 究 の展 開,大阪大学 中之 島センター,2005/11
渥美公秀 ・関 嘉 寛 「減災 コミュニケーシ ョンデザインの研 究 に向 けて(1):CASiFiCAの概 要」,国際 ボランティア学
会第7回 大 会,文教 大学,2006/2
関 嘉 寛 ・渥美 公秀 「減 災コミュニケーションデザインの研 究 に向けて(2):日本 におけるCASiFiCAの事例」,国際ボ
ランティア学会 第7回 大会,文教 大学,2006/2





渥美公 秀 「減 災コミュニケー ションデザインの研 究 に向けて(3):協働 的実 践 と対話」,日本 心理 学会 第70
回大会,福 岡国際会議 場,2006/11
渥美公 秀 ・関 嘉 寛 ・菅磨志保
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「減 災 コ ミュ ニケ ー シ ョンデ ザ インの 研 究 に 向 け て(4):協 働 的 実 践 と成 果 の 表 現 」,自然 災 害 学
会,2006/11
家 高 洋(パ ネ リス ト)シ ンポ ジウム 「認 知 症 の ケ ア と家 族 」,京都 市 立 長 寿 す ごや か セ ンター,京 都 市 立 長












method:AcasestudyofthegreatChi-ChiearthquakeinTaiwan,1999",日本 グル ー プ ・ダイナ ミッ
クス 学 会 第51回 大 会,南 山大 学,2004/5/8
(共同 発 表)「イ ンタヴュー にお ける語 りの 場:台 湾 集 集 大 地 震 の被 災 者 に対 す る 聞 き取 りの 事 例 」,
日本 心 理 学 会 第68回 大 会,関 西 大 学,2004/9/13
「話 題 提 供:『 ロ ボ ットを介 した ケ ア』 高 齢 者 施 設 に お ける ロボ ッ ト介 在 活 動 の 事 例 か ら
(ヒューマ ン ・ア ニマ ル ・ボ ン ド:動物 を介 した ケ ア ・ロ ボ ットを介 した ケア の可 能 性)」,日 本 心 理
学 会 第68回 大 会,関 西 大 学,2004/9/14




socialproblemfromtheperspectiveofconstructionism",日本 グ ル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第52




「ロ ボ ッ トを め ぐる 社 会 的 言 説 に 関 す る予 備 的 考 察:新 聞 記 事 の 内 容 分 析 よ り」,計測 自動 制 御 学
会 第6回 システ ムイ ンテ グ レー シ ョン部 門 講 演 会(SI2005),熊本 電 波 工 業 専 門 高 等 学 校,2005/
12/16
「 『地 域 猫 』実 践 にお ける ボ ラ ンテ ィア の か か わ りに 関 す る予 備 的 考 察(2):横 浜 市 西 区の 事 例 よ
り」,第7回 国 際 ボ ラ ンテ ィア学 会 大 会,文 教 大 学,2006/2/19
``Fivestepsofdialoguesin`communitycats'activity:CasesinNishi
,andIsogo-ward,Yokohama
city",日本 グ ル ー プ ・ダイナ ミックス 学 会 第53回 大 会,日 本 グル ー プ ・ダイナ ミックス学 会,武 蔵 野
大 学,2006/5/27
(共同発 表)「共 同研 究 プ ロジ ェク ト 「〈人 文 学 の 討 議 空 間 〉の デ ザ イ ン」に つ い て」,FIT2006第5
回 情 報 科 学 技 術 フ ォー ラム,情 報 処 理 学 会,電 子 情 報 通 信 学 会 情 報 ・システ ムソサ イエ ティ(ISS)
お よび ヒュ ーマ ンコ ミュ ニ ケー シ ョング ル ープ(HCG),福 岡大 学,2006/9/6
"I
ntroductionofubiquitousnetworksystemforsecurityandsafetyinurbancommunity:




















「指 定討 論:ヒ ューマン ・アニマル ・ボ ンド 動物 型 ロボ ットの可 能性 」,日本 心理 学会
第70回大会,福 岡国際会 議場,2006/11/4
「薬害エ イズと予 防原則 」,日本 生命倫理 学会 第16回年 次大会,鳥取環 境 大学,2004/11/28
「薬害 エイズ と予 防 の原 則」,第10回社 会 と臨床研 究 会 ・研 究発 表,社会 と臨 床研 究会 ・大 阪大
学大 学院文 学研 究科,大阪大学 豊中キ ャンパス中庭 会議 室,2004/5/29
「予防原 則の可能 性 と限界上 ワークショップ 「予防原則 は 〈使 える〉か」,リスク論 を軸 とした科 学
技術 倫理 の基 礎研 究(科 学 研 究費 補助 金 基 盤研 究B2代 表者 蔵 田伸 雄 ・北海 道 大学),
北海 道大学人 文社会 科学総合 教 育研究棟W409会議 室,2004/9/12
(ファシリテ ーター)「臨床哲 学Ca艶&Bar・死 について考える」(哲学 カフェ、 ソクラティック ・ダイ
ア ローグ),岡山済 生会 病院 ・緩 和 ケア病棟 の月例学 習会 「生 と死 を考 える会」,岡山市 岡山済生
会病 院,2004/2/16
ネオ ・ソクラッティック ・ダイアローグ 「Whatrisktotake～」参 加(フ ァシリテ ーター:ベ アーテ ・
リティヒ(ウィーン高等 研 究所、 オース トリア),臨床 コミュニケーションのモ デル開発 と実 践(文
部科 学省 科 学技術 振興 調整 費 科学 技術 政 策提言)・大 阪大 学大 学院 文学研 究科 臨床 哲学 研
究室,2004/2/25-26
■著書(編 著 ・単著 ・共著 の図書 等)一
柏 木隆雄(共 著)『レクチュールの冒険』,朝日出版社,2005
藤 本武司(共 著)『レクチュールの冒険』,朝日出版社,2005
森 宣 雄(共 編 著)『戦後初期 沖縄 解放運 動 資料集 』全3巻,不 二出版,2004/11-2005/10
1定 期 刊 行 物 に 掲 載 され 準 諭 文 冖L'∵ 下 ∴ ㌘ ㌧.:・.冠 、凹..、 、
柏 木 隆 雄 「幸 田 露 伴 螺 旋 の 回 廊 」,『文 学』,1・2月号,岩 波 書 店,pp,75-82,2005/1
Kashiwagi,Takao"Centansd'6tudesbalzaciennesauIapon",8飽読Fr翩 ε51,145,AnnoXHX,gennaio-aprile,pp.
65-72,2005
柏 木 隆 雄 「モ ーパ ッサ ン 『首 飾 り』を読 む」1-4,『ふ らんす 』,4-7月号,2006/4-7







「 『美 しき諍 い女 』 カ トリーヌ ・レス コー とは誰 か」,「視 覚 芸 術 と比 較 文 化 』,大 手 前 大 学,2004/5
「ゾ ラ、 紅 葉 、 荷 風 明 治 文 学 の 間 テ クス ト性 」,『ゾ ラ の 可 能 性 』,藤 原 書 店,pp.
299-329,2005/6
「バ ル ザ ック 『無 神 論 者 』の 「謎 」の構 造 」,『シュ ンポ シオ ン 高 岡 幸 一 教 授 退 職 記 念 論 集 』,朝
日出 版 社,pp.175-184,2006/3
「「フ ランス」との 邂 逅 」,宇 佐 美 斉 編 『日仏 交 感 の 近 代,文 学 ・美 術 ・音 楽 』,京 都 大 学 出 版 会,pp,
4-27,2006/5
"Lesrevenantsetlesd6monsdanslesCoηオθ∫ゴ8plμ1θθ`481槻θ"
,inF磐μrθ5ぬ力 肛 α∫吻 πε4砌51ε∫
ooηオθ5θfηoμγεZ1ε5,sousladirectiondeFrancisCransacetR6gisBoyer,PublicationsOrientalistes
deFrance/AssociationAlaRencontred'Ecrivains_,pp.67-79,2006
「潜 在 主 権 と軍 事 占 領 思 想 課 題 として の 沖 縄 戦 」,『帝 国 の戦 争 経 験 』(『岩 波 講 座 ア ジ ア ・太
















「懐 徳 堂講座 の思い 出」,『懐徳 堂 だより』,懐徳堂記念 会,2004/4
「国立大学 の新 しい出発」,読売新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/4/2
「講 義情 報」,読売新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/4/8
「倦 まず怠 らず」,読売 新聞夕刊(大 阪本社 版),2004/4/19
「私 のプティット・マ ド1ノーヌ」,読売 新 聞夕刊(大 阪本社 版),2004/4/24
(座談会)「「八犬伝 」(再読)」,『文学』,5-6月号,岩波 書店,pp.2-21,2004/5
「宣長 と秋 成」,読売新 聞夕刊(大 阪本社 版),2004/5/7
「平成 の懐徳 堂」,読売新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/5/13
「天国のような場所」,読売新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/5/17
「共 通語」,読売新 聞夕刊(大 阪本社 版),2004/5/22
「グローバルな言 語」,読売 新 聞夕刊(大 阪本 社版),2004/6/2
「包丁の外 国語」,読売 新 聞夕刊(大 阪本社 版),2004/6/22
「私の フランス語 会 話事 始 め」,『室報 』,49,大阪大 学文 学研 究 科 ・文学 部国 際交 流セ ンター,pp.
2-3,2004/9/30
「南仏 の 『作家 と出会 う会』に参加 して」,読売新 聞夕刊(大 阪本 社 版),2004/10/4














「フランス文学 研 究室 についての評価 と提言」,『名古 屋大 学大 学院 文学研 究科 外部 評価 ピア ・レ
ビュー報 告書』,名古屋大学 大学 院文学 研究科,pp.291-294,2005/3
(書評)「ジャック ・オ リガス著 『物 と眼 明 治 文学 論 集 』」,『比 較 文学 』,4ス2004,pp.144-14Z
2005/5
「LeDiableaParis復刻 を喜ぶ」,『新 刊速報 』,AthenaPress,pp,2-3,2005/5
「堀 口博信 氏の画業 」,『堀 口博 信画集 』私家版,p,1,2005〆8
(書評)「小 倉孝 誠著 『フロベール 「感情教 育」一 歴史、 革命 、愛 』,『ふ らんす』,11月号,p.
68,2005/10
「重建 懐徳 堂復 元模 型成 る」,『懐徳 堂センター報2006』,大阪大 学文学 研究 科 ・文学部懐 徳堂 セ
ンター,2006/2
「図書館 あれ これ」,『大 阪大学 図書館 ニューズ レター』,2006/3
「文学 部玄 関ロビーに重建 懐 徳堂 復 元模 型」,『阪大 文学 部同窓会 ニュース』,大阪大学 文学部 同
窓会,2006/3
(書評)「LaFortunedeVictorHugo」,『人環 フォーラム2006』,18,京都 大学人 間環 境学 研 究科,p.
69,2006/3
「懐 徳堂サ ロンの こと」,『懐徳 堂記念 会だ より』,74,2006/4
「大学 「改革」と文学研 究の現状 」,『IDE現代 の高等教 育』,486,pp.29-34,2006/11
(辞典 項 目)「アカデ ミー ・フランセーズ」,「アンドロマ ック」,「オラース」,「古典 主義」,「コメディー
=フランセーズ」,「ピエール ・コルネイユ」,「三単一 の規則 」,「フェー ドル」,「舞 台は夢」,「ブ リタニ
キュス」,「ベレニス」,「ポ リュクト」,「ポ ワロー」,「ラシーヌ」,「ル ・シッド」,『フランス文学 小辞 典』,
朝 日出版社,20G7




柏 木 隆 雄(ミ ニ ・レクチ ャー)「横 の もの を 縦 に す る 日本 近 代 文 学 の 秘 密 」,大 阪 大 学 総 合 博 物
館 第3回 企 画 展,中 之 島 セ ンター,2004/9/18
柏 木 隆 雄 「幕 末 日本 とフ ランス」,京都 大 学 人 文 研 究 所,2004/12/18
柏 木 隆 雄 「洋 学 の 系 譜 」,三 重 日仏 協 会,津 市,2005/3/27
























「学ぶ ことの楽 しみ」,懐徳 堂サ ロン講 演,大阪大学 中之 島センター2005/5/22
「古文 の魅力 叡 山焼 き討 ち三体(司 馬遼 太 郎,頼 山陽,新井 白石)」JCB社員教 養講 座,大
林 ビル(ICB大阪本社),2005/6/8
(ミニ ・レクチ ャー)「文 学 にお ける時空」,大阪大 学総合博 物 館第4回 企 画展,大阪 大学 中之 島セ
ンター,2005/9/18
「懐徳 堂の過去 と現在 」,ハー ビス6階会 議室 「サ ロン ・ド・K」,2005/9/21
"HowdidtheIapneselearntheDutch～",大阪大学 グロ「ニンゲ ン事 務所 開所 式 ・記 念 シンポジウ
ム講演,大 阪大学,グローニンゲン大学,2005/10/24
「パ リの魅 力 本 を片手 に歩 く 」,神戸 女 学 院教 育 文化 振興 め ぐみ会,ヒル トン ・ホ テ
丿レ,2005/ll〆1
「大阪 商人の叡智 懐 徳堂の 過去 と現在 」,西日本 社 長会講 演JCBグループ,大津 プリンスホ
テル,2005/11/10
「月と酒 」,懐徳 堂サ ロン講演,法 然 院,2005/11/18
「『文学部』は何 をするところか 子 規の墓 碑銘 をめ ぐって 」,大阪大学 大学 院工学研 究
科フロアンティア機 構講 座,丸亀高校 ・今治西 高校 ・尾道北 高校 ・観音寺 第一高校 共催,扇 町 ビ
丿レ,2006/1/31
「正 岡子規 の墓碑 銘 を読む」,小西嘉 幸教 授退官 記念 講演会,大阪市 立大学,2006/3/25
「フランス人 の見 た幕末 日本 」,三重 日仏協会,津市,2006/3/26
「幸 田露伴 の世界」1-8,懐徳 堂古典講 座,中之島センター,2006/4-12
「フランス小説 の魅 力」,第3回懐 徳 堂サロン,京都長楽 館,2006/4/15
「西洋 文学 受 容 のあ りかた 夏 目漱 石,太宰 治 を例 として」,神戸市 立外 国語大 学 英 文研 究
室,2006/7/21
「日本 文学 とフランス文学」,放送大学 面接授 業,天王寺セ ンター,2006/8/18-19
「魯迅 『藤野 先生 』と太 宰治 『惜 別』について」,同済大学 講演,上海,2006/11/3
「魯迅 『藤野 先生 』と太 宰治 『惜 別』について」,華東 師範大学 講演,上海,2006/11/3
「正 岡子規 の自筆墓 碑 銘をめぐって」,上海外 国語 大学講 演,上海,2006/11/6
「文章 の力 子規 と漱石 を中心 に 」,樟蔭セ ミナー,観音寺 第一高校,2006/11/ll
「私の 「なか じきり」 私 の中に生 きる松工 」,松阪工 業高校,2006/12/13
「文学 の 中の 「人間」 フランス各世 紀 に見 られ る人間観 ・人 間表象 の変 遷 をた どる
17世紀 」,大阪 大学 フランス語 フランス文学 会研 究 会60回記 念 シンポ ジウム 「フランス文
学 小事 典」刊 行 にあたって,大阪 大学 フランス語 フランス文学 会,大阪大学 待兼 山会館,2007/3/3
「〈鳥 の自由〉の はばたく島 戦 後奄美 の 隠れて在 る主体 の変様 経 験」,カルチュラル ・タイフーン
個人業績一覧 ?




加 藤 健 介 ・森 宣 雄 ・久 保 田 美 生
「共 同 研 究 プ ロ ジェ ク ト 「〈人 文 学 の 討 議 空 間 〉の デ ザ イ ン」に つ い て」,FIT2006第5回情 報 科 学
技 術 フ ォー ラム,情 報 処 理 学 会,電 子 情 報 通 信 学 会 情 報 ・シス テム ソサ イエ テ ィ(ISS)および ヒュ ー
マ ン コミュニ ケ ー シ ョングル ープ(HCG),福 岡大 学,2006/9/6
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